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一
、九
州
産
業
大
学
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
・
地
域
産
業
研
究
部
門

　
　
　

  

に
お
け
る
調
査
研
究　

大
淵 

和
憲   

（
九
州
産
業
大
学
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

（
一
）
地
域
産
業
研
究
部
門
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
―
地
域
産
業
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
充
実
に
向
け
て
―

　

九
州
産
業
大
学
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
・
地
域
産
業
研
究
部
門
は
、
九
州
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
を
調
査

し
、
問
題
を
抽
出
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
販
売
促
進
な
ど
様
々
な
専
門
的
観
点
か
ら
多
角
的

に
検
討
を
行
う
組
織
で
す
。
そ
の
上
で
、
商
品
開
発
、
販
売
戦
略
等
を
含
む
伝
統
工
芸
品
の
再
生
発
展
の
た
め
の

戦
略
を
構
築
し
、
長
期
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
事
例
を

蓄
積
し
、
地
域
産
業
全
般
の
課
題
に
対
応
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

図１　地域産業研究部門の調査提言イメージ
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（
二
）
調
査
に
基
づ
い
た
伝
統
工
芸
産
地
支
援
策
の
提
言
に
至
る
ま
で

　

九
州
七
県
に
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
は
二
十
一
品
目
あ
り
ま
す
（
二
〇
二
二
年
三
月
一
八
日
現
在
）。「
伝
統
的

工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
伝
産
法
）」
が
一
九
七
四
年
に
施
行
さ
れ
て
以
降
、
継
続
的
な
公
的
支
援

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
伝
統
工
芸
産
業
の
生
産
額
や
従
事
者
数
の
減
少
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

支
援
策
の
策
定
に
は
、
伝
統
的
工
芸
品
の
産
地
組
合
や
事
業
者
へ
調
査
を
行
い
、
産
地
が
抱
え
る
課
題
や
問
題

意
識
を
徹
底
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
図
１
の
よ
う
な
調
査

提
言
の
流
れ
に
沿
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
分
析
か
ら
、
例
え
ば
「
労
働
力
の
確
保
」
や
「
産
地
組
合
と
事
業
者
の
意
識
差
」

等
の
着
眼
点
を
見
出
し
、
さ
ら
に
「
若
年
・
高
齢
従
業
員
雇
用
に
お
け
る
課
題
」
や
「
理
想
の
産
地
組
合
像
」
等

に
関
す
る
質
問
紙
調
査
を
重
ね
、
従
来
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
九
州
一
円
の
伝
統
工
芸
に
関
す
る
デ
ー
タ
蓄
積
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

調
査
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、
伝
統
工
芸
産
地
に
お
け
る
「
後
継
者
育
成
の
環
境
作
り
」
や
「
産
地
存
続
に
不
可
欠

な
組
織
作
り
」
等
を
実
現
す
る
た
め
の
支
援
策
の
提
言
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

二
、　

伝
統
工
芸
の
作
り
手
・
産
地
の
現
状

　
　
　
　
　
　

―
福
岡
県
・
佐
賀
県
の
伝
統
工
芸
―　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　

　

福
岡
県
と
佐
賀
県
に
お
け
る
経
済
産
業
大
臣
指
定
伝
統
的
工
芸
品
は
、
合
計
九
品
目
あ
り
ま
す
。
こ
の
章
で
は

こ
れ
ら
の
工
芸
品
の
現
状
を
概
観
し
ま
す
。

（
主
な
出
典
）

・
伝
統
工
芸
青
山
ス
ク
エ
ア
「
工
芸
品
を
探
す
」https://kougeihin.jp/learn/

・「
福
岡
県
の
伝
統
工
芸
品
」https://w

w
w

.pref.fukuoka.lg.jp/contents/gaiyou-dentoukougei.htm
l

・「
佐
賀
県
の
伝
統
工
芸
」https://w

w
w

.pref.saga.lg.jp/kiji00325394/index.htm
l



27 26

二
・
一　

福
岡
県
の
伝
統
工
芸

①
小
石
原
焼
（
こ
い
し
わ
ら
や
き
）

　

十
七
世
紀
、
江
戸
時
代
前
期
に
黒
田
藩
藩
主
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
、
筑
前
最
初
の
窯
で
す
。

　

当
初
は
そ
の
地
名
か
ら
「
中
野
焼
」
と
呼
ば
れ
、
大
型
の

か
め
、
壷
、
徳
利
等
の
磁
器
を
焼
い
て
い
ま
し
た
が
、
十
八

世
紀
初
め
か
ら
陶
器
が
焼
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
小
石
原
焼

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
工
芸
品
分
類　

陶
磁
器

　

主
な
製
品　
　

か
め
、
壷
、
置
物
、
飲
食
器

　

製
造
地
域　
　

朝
倉
郡
東
峰
村

　

指
定
年
月
日　

昭
和
五
〇
年
五
月
十
日

■
産
地
組
合　

小
石
原
焼
陶
器
協
同
組
合

　

福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
小
石
原
七
三
〇
‐
九　

　

小
石
原
焼
伝
統
産
業
会
館
内

　

TEL/FAX
:0946-74-2266　

　

http://w
w

w
.koishiw

arayaki.or.jp/

小
石
原
焼
の
製
法

●
特
徴　

刷
毛
目
（
は
け
め
）
の
大
皿
、
飛
び

鉋
（
か
ん
な
）
の
壷
等
、
加
飾
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
現
在
も
昔
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

技
法
で
壷
、
飲
食
器
、
花
器
等
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
作
り
方　

十
七
世
紀
後
半
に
確
立
し
た
飛
び

鉋
、
化
粧
掛
、
刷
毛
目
等
の
加
飾
の
技
術
を

施
し
、素
焼
を
行
わ
ず
に
釉
薬
（
ゆ
う
や
く
）

を
か
け
、
焼
き
上
げ
ま
す
。

●
技
術
・
技
法

１
．
成
形
は
、
ろ
く
ろ
成
形
に
よ
る
こ
と
。

２
．「
生
掛
け
」
に
よ
る
釉
掛
け
を
す
る
こ
と
。

３
．
模
様
付
け
を
す
る
場
合
に
は
、「
飛
び
か
ん
な
」、「
櫛
描
」、 

　
　
「
は
け
目
」、「
指
描
」、「
打
ち
掛
け
」
又
は
「
流
し
掛
け
」  

　
　

に
よ
る
こ
と
。

●
原
材
料

１
．
使
用
す
る
陶
土
は
、「
小
石
原
陶
土
」
と
す
る
こ
と
。

２
．
使
用
す
る
化
粧
土
は
、「
小
石
原
化
粧
土
」と
す
る
こ
と
。

３
．「
生
掛
け
」
に
使
用
す
る
長
石
は
、「
赤
谷
長
石
」
と

       

す
る
こ
と
。
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②
博
多
織
（
は
か
た
お
り
） 

　

鎌
倉
時
代
、
博
多
商
人
が
僧
侶
と
と
も
に
宋
の
時
代
の
中

国
に
渡
り
、
織
物
技
術
を
持
ち
帰
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
現
在
の
福
岡
県
の
大
部
分
に
あ
た

る
筑
前
国
の
領
主
で
あ
っ
た
黒
田
長
政
が
博
多
織
を
毎
年
幕

府
に
献
上
し
た
こ
と
か
ら
「
献
上
博
多
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

●
工
芸
品
分
類　

織
物

　

主
な
製
品　
　

帯
、
小
物
、
ネ
ク
タ
イ
、
ド
レ
ス
生
地
、

　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
テ
リ
ア
製
品

　

製
造
地
域　
　

福
岡
市
、
筑
紫
野
市
、
大
野
城
市

　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
／
唐
津
市
等

　

指
定
年
月
日　

昭
和
五
一
年
六
月
一
四
日

■
産
地
組
合　

博
多
織
工
業
組
合

　

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
奈
良
屋
町
五
番
十
号　

　

博
多
織
会
館
内

　

TEL:092-409-5162　

FAX
:092-409-5086　

　

https://hakataori.or.jp/

博
多
織
の
製
法

●
特
徴　
「
献
上
博
多
」
に
代
表
さ
れ
る
平
織

（
ひ
ら
お
り
）
は
優
美
華
麗
な
あ
で
や
か
さ

を
、
紋
織
（
も
ん
お
り
）
は
繊
細
緻
密
な
織

柄
と
見
事
な
色
合
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
博

多
帯
は
締
め
や
す
く
、締
め
る
時
の「
キ
ュ
ッ

キ
ュ
ッ
」
と
い
う
絹
鳴
り
は
博
多
織
な
ら
で

は
の
も
の
で
す
。

●
作
り
方　

糸
は
先
染
め
で
、
手
機
、
力
織
機

で
製
織
し
ま
す
。
絵
柄
は
予
め
織
物
設
計
時

に
決
め
ら
れ
、
こ
の
設
計
に
従
い
、
経
糸
を

綜
絖（
そ
う
こ
う
）に
引
き
込
み
、次
に
筬（
お

さ
）
通
し
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
経

糸
に
緯
糸
を
組
み
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。

●
博
多
織
七
品
目

・
献
上
／
変
わ
り
献
上　

経
畝
織
り
し
、
独
鈷
・
華
皿
・
縞

の
紋
を
浮
け
た
て
で
あ
し
ら
う
。

・
平
博
多　

経
畝
織
り
の
無
地
織
物
。

・
間
道　

縞
織
物
。
平
織
り
の
変
化
織
り
、
な
い
し
綾
織
り
・

朱
子
織
り
、
あ
る
い
は
綾
織
り
・
朱
子
織
り
の
変
化
織
に

よ
る
。

・
総
浮　

重
ね
織
り
し
、
浮
け
た
て
で
紋
を
あ
し
ら
う
。

・
重
ね
織　

紋
を
経
糸
で
ま
た
は
経
糸
と
緯
糸
で
表
す
。

・ 

綟
り
織　

搦
み
織
り
し
、
浮
け
た
て
で
紋
を
あ
し
ら
う
か
、

経
糸
と
緯
糸
で
表
す
か
、
絵
緯
糸
で
表
す
。

・
絵
緯
博
多　

平
織
り
の
変
化
織
り
、
な
い
し
綾
織
り
・
朱

子
織
り
、
あ
る
い
は
綾
織
り
・
朱
子
織
り
の
変
化
織
と
す

る
。
紋
は
緯
糸
で
表
す
。
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③
博
多
人
形

    （
は
か
た
に
ん
ぎ
ょ
う
）

　

博
多
人
形
の
歴
史
は
古
く
、
一
六
〇
〇
年
、
黒
田
長
政
が

福
岡
城
を
築
い
た
時
、
鬼
瓦
の
細
工
物
か
ら
焼
き
物
作
り
の

技
法
を
学
ん
だ
職
人
が
、
優
れ
た
作
品
を
藩
主
に
献
上
し
た

の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
九
世
紀
前
半

に
博
多
祇
園
町
の
住
人
が
作
り
出
し
た
土
俗
素
焼
き
の
玩
具

人
形
が
、
博
多
人
形
の
も
と
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
工
芸
品
分
類　

人
形
・
こ
け
し

　

主
な
製
品　
　

美
人
も
の
、
男
も
の
、
歌
舞
伎
も
の

　

製
造
地
域　
　

福
岡
市
、
小
郡
市
、
筑
紫
野
市
、
春
日
市
、

　
　
　
　
　
　
　

大
野
城
市
他

　

指
定
年
月
日　

昭
和
五
一
年
二
月
二
六
日

■
産
地
組
合　

博
多
人
形
商
工
業
協
同
組
合

　

福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
奈
良
屋
町
一
〇
‐
三　

　

西
日
本
奈
良
屋
ビ
ル
六
〇
二
号

　

TEL:092-291-4114　

　

FAX
:092-291-8007

　

http://w
w

w
.hakataningyo.or.jp/

博
多
人
形
の
製
法

●
特
徴　

博
多
人
形
は
美
人
も
の
、
歌
舞
伎
も

の
、
能
も
の
、
風
俗
も
の
、
道
教
や
仏
教
の

人
物
像
、
童
も
の
等
に
大
別
で
き
ま
す
。
博

多
人
形
の
持
ち
味
・
特
性
は
、
素
焼
き
に
着

色
す
る
落
ち
着
い
た
感
覚
の
美
し
さ
と
、
き

め
細
か
い
彫
り
込
み
等
で
す
。

●
作
り
方　

地
元
で
採
れ
る
粘
土
を
練
り
上

げ
、
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
彫
り
上
げ
て
原
型

を
作
り
、
石
膏
（
せ
っ
こ
う
）
で
型
取
り
を

し
ま
す
。
そ
の
型
に
練
り
上
げ
た
粘
土
を
押

し
つ
け
型
に
張
り
付
け
焼
き
上
げ
ま
す
。
窯

か
ら
出
し
た
後
、
彩
色
す
る
前
に
下
地
作
り
を
し
、「
毛

描
き
」
を
行
い
、
最
後
に
面
相
描
き
を
し
ま
す
。
完
成
ま

で
に
は
約
二
〇
日
～
六
〇
日
か
か
り
ま
す
。

●
原
材
料

１
．
使
用
す
る
粘
土
は
、
油
山
産
粘
土
又
は
こ
れ
と
同
等
の

       

材
質
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
．
使
用
す
る
顔
料
は
、
岩
絵
具
若
し
く
は
泥
絵
具
又
は
こ

       

れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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④
久
留
米
絣
（
く
る
め
が
す
り
）

　

十
九
世
紀
初
め
に
、
一
切
れ
の
木
綿
の
古
い
布
の
か
す
れ
た

糸
を
ヒ
ン
ト
に
、十
二
歳
の
少
女
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
在
の
福
岡
県
南
西
部
に
あ
た
る
久
留
米
藩
が
産

業
と
し
て
の
奨
励
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
絵
絣
技
法
や
、
小
絣

技
法
と
い
っ
た
改
良
工
夫
に
よ
っ
て
、
久
留
米
絣
は
、
大
柄
小

柄
絣
、
絵
絣
等
、
特
徴
的
な
技
術
を
持
っ
た
木
綿
絣
産
地
と
し

て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

●
工
芸
品
分
類　

織
物

　

主
な
製
品　
　

着
物
地
、
洋
装
、
イ
ン
テ
リ
ア
商
品

　

製
造
地
域　
　

久
留
米
市
、
八
女
市
、
筑
後
市
、
大
川
市
、

　
　
　
　
　
　
　

八
女
郡
広
川
町
等

　

指
定
年
月
日　

昭
和
五
一
年
六
月
二
日

■
産
地
組
合　

久
留
米
絣
協
同
組
合

　

福
岡
県
久
留
米
市
東
合
川
五
‐
八
‐
五　

　

久
留
米
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内

　

TEL:0942-44-3701　

　

FAX
:0942-44-3705

久
留
米
絣
の
製
法

●
特
徴　

絣
は
先
染
め
織
物
の
一
種
で
す
。
糸

の
段
階
で
括（
く
く
）り
に
よ
る
絣
糸
を
作
っ

て
染
色
し
、
織
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
デ
ザ

イ
ン
に
深
み
が
あ
り
ま
す
。素
朴
な
織
物
で
、

着
物
、
小
物
、
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
等
幅
広
く

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
作
り
方　

絣
図
案
を
作
り
、
経
糸
、
緯
糸
ご

と
に
整
経
、
絣
括
り
、
織
締
め
の
作
業
を
経

て
、
染
色
し
て
作
っ
た
絣
糸
を
用
い
て
、
絣

柄
を
手
で
合
わ
せ
な
が
ら
織
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。

●
技
術
・
技
法

１
．
次
の
技
術
又
は
技
法
に
よ
り
製
織
さ
れ
た
か
す
り
織
物

　
　

と
す
る
こ
と
。

（
一
）
先
染
め
の
平
織
り
と
す
る
こ
と
。

（
二
）
か
す
り
糸
は
、
た
て
糸
及
び
よ
こ
糸
又
は
よ
こ
糸
に

　
　

使
用
す
る
こ
と
。

（
三
）
よ
こ
糸
の
打
ち
込
み
に
は
、「
手
投
杼
」
又
は
「
踏
木

　
　

に
よ
る
飛
杼
」
を
用
い
る
こ
と
。

２
．
か
す
り
糸
の
染
色
法
は
、「
く
く
り
」
又
は
「
織
締
め
」

　
　

に
よ
る
こ
と
。

●
原
材
料

　

使
用
す
る
糸
は
、
綿
糸
と
す
る
こ
と
。
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⑤
八
女
福
島
仏
壇

　（
や
め
ふ
く
し
ま
ぶ
つ
だ
ん
）

　

八
女
福
島
仏
壇
の
始
ま
り
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
中
期
、
一
人
の
指
物
大
工
が
、
あ
る

夜
、
荘
厳
華
美
な
仏
閣
の
夢
を
見
て
思
い
立
ち
、
同
業
者
に

協
力
を
求
め
て
仏
壇
製
造
を
志
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

　

実
際
に
製
造
技
術
が
確
立
さ
れ
た
の
は
、
も
う
少
し
後
の

十
九
世
紀
半
ば
頃
で
、
こ
れ
が
九
州
で
の
仏
壇
製
造
の
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
に
は
仕
上
師
十
八
人
、
金

具
師
十
四
人
、
彫
刻
師
七
人
、
仏
師
七
人
、
木
地
師
十
人
を

数
え
る
ほ
ど
に
発
展
し
ま
し
た
。

●
工
芸
品
分
類　

仏
壇
・
仏
具

　

主
な
製
品　
　

金
仏
壇

　

製
造
地
域　
　

八
女
市
、久
留
米
市
、筑
後
市
、み
や
ま
市
、

　
　
　
　
　
　
　

八
女
郡
広
川
町

　

指
定
年
月
日　

昭
和
五
二
年
三
月
三
十
日

■
産
地
組
合　

八
女
福
島
仏
壇
仏
具
協
同
組
合

　

福
岡
県
八
女
市
本
町
二
‐
一
二
三
‐
二

　

八
女
伝
統
工
芸
館
内

　

TEL:0943-24-3941　

　

FAX
:0943-24-3943　

　

http://yam
ebutsudan.or.jp/

八
女
福
島
仏
壇
の
製
法

●
特
徴　

品
質
や
八
女
福
島
仏
壇
独
特
の
持
ち

味
を
保
つ
た
め
に
、
材
料
は
、
江
戸
時
代
以

前
か
ら
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
を

用
い
、
ほ
と
ん
ど
が
手
作
り
で
す
。
全
体
的

に
金
箔
が
施
さ
れ
、
仏
壇
の
特
徴
を
生
か
し

て
い
ま
す
。

●
作
り
方　

工
程
は
、
彫
刻
加
工
、
金
具
加
工
、

塗
装
加
工
、
蒔
絵
加
工
と
総
組
立
に
分
け
ら

れ
、
そ
の
工
程
数
は
八
十
余
り
に
の
ぼ
り
ま

す
。
木
地
、
宮
殿
（
く
う
で
ん
）、
彫
刻
の
木
工
部
門
の

一
部
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
手
加
工
で
す
。

●
技
術
・
技
法　

１
．「
木
地
」
の
構
造
は
、「
ほ
ぞ
組
み
」
及
び
「
ほ
う
き
摺

　
　

り
」
に
よ
る
組
立
式
で
あ
る
こ
と
。

２
．
宮
殿
造
り
は
、「
合
組
み
」
に
よ
る
こ
と
。

３
．
塗
装
は
、
精
製
漆
の
手
塗
り
と
す
る
こ
と
。

４
．
蒔
絵
及
び
金
箔
押
し
を
す
る
こ
と
。

●
原
材
料

１
．
木
地
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ヒ
バ
、
ベ
ニ
マ
ツ
、
若
し

　
　

く
は
ホ
オ
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
用
材

　
　

と
す
る
こ
と
。

２
．
金
具
は
、
銅
若
し
く
は
銅
合
金
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の

　
　

材
質
を
有
す
る
金
属
製
と
す
る
こ
と
。

３
．
漆
は
、
天
然
漆
と
す
る
こ
と
。
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⑥
上
野
焼
（
あ
が
の
や
き
）

　

十
七
世
紀
の
初
め
（
一
六
〇
二
年
）
に
細
川
忠
興
が
小
倉

藩
の
藩
主
に
な
っ
た
と
き
、
朝
鮮
の
陶
工
を
招
き
、
一
族
に

当
地
上
野
で
登
り
窯
を
作
ら
せ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
忠
興

は
、
千
利
休
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
、
茶
道
の
奥
義
を
極
め

た
大
名
で
し
た
。
こ
の
窯
で
は
、
忠
興
の
目
に
か
な
う
よ
う

な
格
調
高
い
作
品
が
作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。後
に
、

藩
窯
と
し
て
、
小
堀
遠
州
と
い
う
当
時
有
名
な
茶
人
の
好
み

に
あ
っ
た
茶
器
を
多
く
作
り
、
遠
州
七
窯
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
工
芸
品
分
類　

陶
磁
器

　

主
な
製
品　
　

茶
器
、
酒
器
、
花
器
、
飲
食
器
、
香
器
、

　
　
　
　
　
　
　

装
飾
器

　

製
造
地
域　
　

田
川
郡
福
智
町

　

指
定
年
月
日　

昭
和
五
八
年
四
月
二
七
日

■
産
地
組
合　

上
野
焼
協
同
組
合

　

福
岡
県
田
川
郡
福
智
町
上
野
二
八
一
一　

　

上
野
の
里
ふ
れ
あ
い
交
流
会
館

　

TEL/FAX
:0947-28-5864　

　

http://w
w

w
.aganoyaki.or.jp/

上
野
焼
の
製
法

●
特
徴　

発
色
や
釉
薬
（
ゆ
う
や
く
）
の
流

れ
方
、
肌
合
、
艶
、
窯
変
（
よ
う
へ
ん
）
等
、

色
々
な
陶
器
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

絵
付
け
は
あ
ま
り
せ
ず
、
主
に
釉
薬
掛
け

で
す
。
茶
陶
と
し
て
発
展
し
た
だ
け
に
薄

手
の
美
陶
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

●
作
り
方　

ろ
く
ろ
、
た
た
き
、
手
ひ
ね
り
、

た
た
ら
、
押
し
型
等
の
成
形
の
技
法
が
あ

り
ま
す
が
、
ろ
く
ろ
が
主
で
す
。
素
地
（
き

じ
）
に
模
様
を
付
け
る
場
合
は
、
化
粧
掛
、
刷
毛
目
、
へ

ら
目
、
彫
り
、
櫛
目
等
で
す
。
絵
付
け
を
す
る
場
合
、
薄

手
の
も
の
が
多
い
の
で
一
度
素
焼
を
し
て
か
ら
絵
付
け
を

し
、
一
二
〇
〇
度
前
後
で
焼
き
上
げ
て
完
成
さ
せ
ま
す
。

●
技
術
・
技
法　

１
．
成
形
は
、
ろ
く
ろ
成
形
、「
た
た
き
成
形
」、
た
た
ら
成

　
　

形
、
手
ひ
ね
り
成
形
又
は
押
型
成
形
に
よ
る
こ
と
。

２
．
素
地
の
模
様
付
け
を
す
る
場
合
に
は
、
化
粧
掛
け
、
は

　
　

け
目
、
へ
ら
目
、
彫
り
、
櫛
目
、「
た
た
き
」、
象
が
ん
、

　
　

印
花
、
透
し
彫
り
又
は
「
木
目
」
に
よ
る
こ
と
。

３
．
絵
付
け
を
す
る
場
合
に
は
、
手
描
き
に
よ
る
下
絵
付

　
　

と
す
る
こ
と
。

４
．
釉
掛
け
は
、
浸
し
掛
け
、
杓
掛
け
又
は
重
ね
掛
け
に
よ

　
　

る
こ
と
。

●
原
材
料

　

使
用
す
る
陶
土
は
、「
上
野
陶
土
」
と
す
る
こ
と
。
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⑦
八
女
提
灯

　（
や
め
ち
ょ
う
ち
ん
）

　

十
九
世
紀
初
め
に
場
提
灯
と
い
う
素
朴
で
簡
単
な
絵
を
描

い
た
も
の
が
作
ら
れ
た
の
が
、
八
女
提
灯
の
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

十
九
世
紀
半
ば
に
意
匠
を
工
夫
し
て
、
提
灯
に
一
大
革
命

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
十
九
世
紀
末
に
は
、
地
元
で
生
産
さ

れ
る
工
業
製
品
の
中
で
、
提
灯
が
主
要
な
地
位
を
占
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

●
工
芸
品
分
類　

そ
の
他
の
工
芸
品

　

主
な
製
品　

盆
提
灯
、
祭
礼
提
灯
、
献
灯
提
灯
、

　
　
　
　
　
　

装
飾
提
灯

　

製
造
地
域　

八
女
市
、
柳
川
市
、
筑
後
市
、

　
　
　
　
　
　

八
女
郡
広
川
町
、
久
留
米
市
、
み
や
ま
市

　

指
定
年
月
日　

平
成
十
三
年
七
月
三
日

■
産
地
組
合　

八
女
提
灯
協
同
組
合

　

福
岡
県
八
女
市
本
村
四
二
五
‐
二
二
‐
二

　

八
女
商
工
会
議
所
内

　

TEL:0943-22-5161　

　

FAX
:0943-22-5164

八
女
提
灯
の
製
法

●
特
徴　

八
女
提
灯
は
竹
骨
を
一
条
螺
旋
式
に

改
め
、
厚
紙
を
薄
紙
の
八
女
手
漉
き
紙
に
変

え
、
内
部
が
透
視
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
山

水
、
草
木
、
花
鳥
な
ど
の
彩
色
画
描
写
を
し

た
た
め
、
涼
み
提
灯
と
し
て
名
声
を
博
し
ま

し
た
。
八
女
の
土
壌
で
育
成
さ
れ
た
技
術
、

技
法
を
取
り
入
れ
た
昔
な
が
ら
の
素
朴
な
提

灯
と
近
代
的
な
盆
提
灯
が
作
ら
れ
て
お
り
、

風
雅
な
情
緒
味
に
富
ん
だ
提
灯
と
し
て
全
国

一
の
生
産
量
を
誇
り
、
製
品
は
広
く
、
全
国
、

海
外
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
作
り
方　

提
灯
の
張
り
型
を
組
立
て
、
張
り
型
に
刻
ん
で

あ
る
溝
に
沿
っ
て
螺
旋
状
に
竹
ひ
ご
を
巻
き
ま
す
。
次
に

竹
ひ
ご
に
糊
を
付
け
、
地
紙
（
絹
）
を
貼
り
、
紙
（
絹
）

の
重
な
っ
た
部
分
を
切
り
落
と
し
ま
す
。
提
灯
が
乾
燥
し

た
ら
張
り
型
を
抜
き
、
火
袋
に
筆
で
山
水
や
草
木
、
花
鳥

な
ど
を
手
描
き
し
ま
す
。
漆
を
塗
り
、
蒔
絵
を
施
し
た
上

下
の
輪
や
足
に
火
袋
を
は
め
込
ん
だ
後
、
付
属
品
を
取
り

付
け
て
完
成
し
ま
す
。
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二
・
二　

佐
賀
県
の
伝
統
工
芸

⑧
伊
万
里
・
有
田
焼

　（
い
ま
り
・
あ
り
た
や
き
）

　

十
六
世
紀
末
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
に
参
加
し
て

い
た
佐
賀
藩
主
が
、
朝
鮮
か
ら
連
れ
帰
っ
た
陶
工
の
李
参
平

に
よ
っ
て
、
有
田
泉
山
に
磁
器
の
原
料
で
あ
る
陶
石
が
発
見

さ
れ
た
の
が
伊
万
里
・
有
田
焼
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
と
き

焼
か
れ
た
も
の
が
、
日
本
で
最
初
の
磁
器
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
伊
万
里
・
有
田
焼
と
呼
ば
れ
て
い
る
磁
器
は
、
当

時
伊
万
里
港
を
積
み
出
し
港
と
し
た
た
め
、
伊
万
里
焼
と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
。
青
一
色
で
絵
付
け
を
し
た
染
付
か
ら
、
色

鮮
や
か
な
上
絵
付
け
を
し
た
も
の
ま
で
、
色
々
な
表
現
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
様
式
に
は
古
伊
万
里
、
柿
右
衛
門
、
金
襴
手
、

鍋
島
等
が
あ
り
、
と
り
わ
け
柿
右
衛
門
様
式
や
、
古
伊
万
里

様
式
の
磁
器
は
、
そ
の
美
し
さ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
を
魅

了
し
ま
し
た
。

●
工
芸
品
分
類　

陶
磁
器　

　

主
な
製
品　

和
洋
食
器
、
装
飾
品

　

製
造
地
域　

伊
万
里
市
、
武
雄
市
、
嬉
野
市
、

　
　
　
　
　
　

西
松
浦
郡
有
田
町

　

指
定
年
月
日　

昭
和
五
二
年
十
月
十
四
日

■
産
地
組
合　

佐
賀
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合

　

佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
外
尾
町
丙　

　

一
二
一
七

　

TEL:0955-42-3164　

　

FAX
:0955-43-2917

　

http://w
w

w
.aritayaki.or.jp/

伊
万
里
・
有
田
焼
の
製
法

●
特
徴　

伊
万
里
・
有
田
焼
は
、
白
く
美
し
い

磁
肌
や
華
や
か
な
絵
付
け
、
食
器
と
し
て
の

使
い
や
す
さ
や
丈
夫
さ
が
そ
の
特
色
で
す
。

●
作
り
方　

陶
石
を
砕
い
て
粉
状
に
し
、
水
を
加
え
て
粘

土
に
し
ま
す
。
こ
の
粘
土
で
ろ
く
ろ
や
型
を
使
っ
て
形
を

作
り
、
低
い
温
度
で
素
焼
を
し
ま
す
。
絵
具
で
下
絵
付
け

を
施
し
、
釉
薬
（
ゆ
う
や
く
）
を
表
面
に
掛
け
、
窯
で

一
三
〇
〇
度
ぐ
ら
い
の
高
温
で
焼
き
上
げ
ま
す
。
多
色
の

色
絵
を
付
け
る
と
き
は
、
焼
き
上
が
っ
た
も
の
に
さ
ら
に

上
絵
を
描
い
て
焼
き
ま
す
。

●
原
材
料

１
．
は
い
土
に
使
用
す
る
陶
石
は
、
天
草
陶
石
、
泉
山
陶

　
　

石
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と
す
る

　
　

こ
と
。

２
．
青
磁
釉
に
使
用
す
る
陶
石
は
、
泉
山
青
磁
石
、
大
川
内

　
　

青
磁
石
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と

　
　

す
る
こ
と
。

３
．
箔
は
、
金
箔
又
は
銀
箔
と
す
る
こ
と
。
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⑨
唐
津
焼
（
か
ら
つ
や
き
）

　

唐
津
焼
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

一
六
世
紀
の
終
わ
り
に
は
す
で
に
焼
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

松
浦
地
方
各
地
で
窯
が
築
か
れ
、松
浦
古
唐
津
、多
久
（
た

く
）
古
唐
津
、
平
戸
古
唐
津
、
武
雄
（
た
け
お
）
古
唐
津
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
松
浦
古
唐
津
焼
は
、「
唐
津

も
の
」
と
呼
ば
れ
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

●
工
芸
品
分
類　

陶
磁
器　
　

　

主
な
製
品　
　

茶
器
、
花
器
、
徳
利

　

製
造
地
域　
　

唐
津
市
、
武
雄
市
、
多
久
市
、
伊
万
里
市
、

　
　
　
　
　
　
　

嬉
野
市
、
東
松
浦
郡
玄
海
町
、
西
松
浦
郡

　
　
　
　
　
　
　

有
田
町
、
杵
島
郡
白
石
町

　

指
定
年
月
日　

昭
和
六
三
年
六
月
九
日

■
産
地
組
合　

唐
津
焼
協
同
組
合

　

佐
賀
県
唐
津
市
新
興
町
二
八
八
一
‐
一

　

ふ
る
さ
と
会
館
ア
ル
ピ
ノ
二
階

　

TEL:0955-73-4888　

　

FAX
:0955-73-9030

　
唐
津
焼
の
製
法

●
特
徴　

唐
津
焼
の
魅
力
は
、
土
の
味
わ
い
と

素
朴
な
作
風
に
あ
り
ま
す
。
描
か
れ
て
い
る

模
様
は
野
趣
に
富
み
、
土
の
温
も
り
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。
製
品
で
は
特
に
茶
陶
器
と
し
て

有
名
で
す
。

●
作
り
方　

ろ
く
ろ
、
た
た
き
、
た
た
ら
、
押

し
型
等
の
技
法
を
使
っ
て
形
を
作
り
ま
す
。

装
飾
技
法
し
て
は
、
彫
り
、
刷
毛
目
、
象
嵌

（
ぞ
う
が
ん
）、掻
（
か
）
き
落
し
等
が
あ
り
、

釉
薬
（
ゆ
う
や
く
）
を
施
し
約
千
三
百
度
の

高
温
で
焼
き
上
げ
ま
す
。

●
技
術
・
技
法

１
．
成
形
は
、
ろ
く
ろ
成
形
、
型
打
ち
成
形
、
押
型
成
形

　
　

又
は
た
た
ら
成
形
に
よ
る
こ
と
。

２
．
素
地
の
模
様
付
け
を
す
る
場
合
に
は
、
化
粧
掛
け
、
は

　
　

け
目
、「
打
ち
は
け
目
」、「
櫛
は
け
目
」、
印
花
、
象
が

　
　

ん
、
掻
き
落
と
し
、
イ
ッ
チ
ン
、「
摺
絵
」、
彫
り
、
面

　
　

取
り
、
櫛
目
、
は
り
付
け
、
又
は
「
盛
り
上
げ
」
に
よ

　
　

る
こ
と
。

３
．
下
絵
付
け
を
す
る
場
合
に
は
、
手
描
き
に
よ
る
こ
と
。

　
　

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
顔
料
は
、
鬼
板
、「
銅
絵
具
」

　
　

又
は
呉
須
と
す
る
こ
と
。

４
．
釉
掛
け
は
、「
し
ゃ
く
り
掛
け
」、「
ず
ぶ
掛
け
」、杓
掛
け
、

「
掛
け
分
け
」、「
二
重
掛
け
」又
は
は
け
掛
け
に
よ
る
こ
と
。

●
原
材
料　

使
用
す
る
陶
土
は
、「
松
浦
川
水
系
粘
土
」、「
有

田
川
水
系
粘
土
」、「
塩
田
川
・
六
角
川
上
流
水
域
粘
土
」

又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
材
質
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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二
・
三　

九
州
産
業
大
学
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
産
地
組
合
・
事
業
者
調
査
に

              

つ
い
て

　

九
州
産
業
大
学
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
九
州
地
区
の
産
地
組
合
・
産
地
事

業
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
調
査
結
果
を
引
用
し
な
が
ら
、

産
地
に
お
け
る
伝
統
的
工
芸
品
に
関
す
る
取
組
み
状
況
や
課
題
意
識
等
に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

謝
辞

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
に
ご
協
力
頂
い
た
九
州
地
区
の
伝
統
工
芸
産
地
の
各
組
合
・
団
体
や
事
業

者
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
一
） 

二
〇
一
九
年
度
伝
統
工
芸
産
地
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調
査
の
背
景
と
目
的

・
現
状
の
伝
統
工
芸
産
業
支
援
策
や
後
継
者
育
成
に
向
け
た
雇
用
就
業
環
境
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
産
地
組
合

の
支
援
方
針
と
産
地
事
業
者
の
求
め
や
期
待
と
の
間
に
ズ
レ
は
生
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

・
二
〇
一
九
年
一
〇
月
の
消
費
税
一
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
と
同
時
に
始
ま
っ
た
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」
関
連

事
業
に
対
し
、
伝
統
工
芸
事
業
者
は
ど
の
よ
う
に
臨
み
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
取
組
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

・
二
〇
〇
八
年
に
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
は
、
自
治
体
が
寄
付
者
に
対
し
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」

を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
返
礼
品
を
製
造
し
て
い
る
伝
統
工
芸
産
地
事
業
者
が
多
く
存
在
し
ま
す
。
ふ
る

さ
と
納
税
に
対
す
る
伝
統
工
芸
事
業
者
の
意
識
や
受
け
止
め
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
　

こ
れ
ら
の
三
点
に
着
目
し
、
伝
統
工
芸
事
業
者
の
意
識
や
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
分
析
し
ま
し
た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
：
産
地
組
合
・
事
業
者
間
の
意
識
ギ
ャ
ッ
プ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
ふ
る
さ
と
納
税
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 産地組合対象調査（2019 年度） 

調査⼿法 質問紙への直接記⼊⽅式 
郵送による配布・回収 

調査地域 九州 7 県 

調査対象 35 産地組合（福岡県 8、佐賀県 10、⻑崎
県 4、熊本県 4、⼤分県 1、宮崎県 2、⿅児
島県 6） 

調査期間 2019 年 6 ⽉ 6 ⽇〜7 ⽉ 17 ⽇ 

有効回答数 18 件（51.43%） 

産地事業者対象調査（2019 年度） 

調査⼿法 質問紙への直接記⼊⽅式 
配布：クロネコ DM 便、回収：郵送 

調査地域 福岡県・佐賀県 

調査対象 370 産地事業者 
：福岡県 198（博多織 30、博多⼈形 52、
久留⽶絣 24、⼩⽯原焼 44、上野焼 13、⼋
⼥福島仏壇 26、⼋⼥提灯 9） 
：佐賀県 172（伊万⾥・有⽥焼 109、唐津
焼 63） 

調査期間 2019 年 8 ⽉ 8 ⽇〜9 ⽉ 19 ⽇ 

有効回答数 57 件（15.41%） 

調
査
結
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
①

●
事
業
者
が
期
待
す
る
産
地
組
合
像
と
は
：
伝

統
工
芸
を
取
り
巻
く
多
様
な
情
報
を
産
地
全

体
に
共
有
で
き
る
存
在
―
時
事
的
情
勢
へ
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
も
急
務
に
―

・
伝
統
工
芸
事
業
者
が
抱
く
「
理
想
の
産
地
組

合
像
」
に
つ
い
て
、
三
割
以
上
の
回
答
事
業

者
が
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
ア
ド
バ
イ
ス
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」「
大
学

等
と
の
共
同
市
場
調
査
の
実
施
」「
他
産
地
・

品
目
と
連
携
し
た
産
地
全
体
で
の
情
報
共

有
」へ
注
力
し
て
ほ
し
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

刻
々
と
変
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

力
が
こ
れ
か
ら
の
産
地
組
合
に
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

1.8 

1.8 

10.5 

10.5 

3.5 

5.3 

5.3 

12.3 

21.1 

24.6 

33.3 

33.3 

35.1 

43.9 

40.4 

43.9 

43.9 

33.3 

33.3 

26.3 

19.3 

14.0 

12.3 

15.8 

19.3 

10.5 

3.5 

1.8 

1.8 

5.3 

5.3 

5.3 

5.3 

5.3 

5.3 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後継者の修行受入支援仕事融通まで気を
配っている

後継者育成の仕組みが整備されていると感
じる

組合員の団結は強いと感じる

他産地と連携して情報共有することに注力
してほしい

大学等と共同で市場調査を実施してほしい

事業者のインバウンド対応への援助に注力
してほしい

＜産地組合に関する受け止め・期待すること（n=57）＞

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない
余りそう思わない 全くそう思わない 無回答
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調
査
結
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
②

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
：
新
規
顧
客
獲
得
期

待
の
中
で
先
行
者
優
位
に
立
つ
た
め
の
対
応

は
待
っ
た
な
し
の
状
況

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
巡
っ
て
は
、「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
取
込
に
不
可
欠
」「
新
た
な
購

買
層
獲
得
機
会
で
あ
る
」
と
捉
え
て
い
る
事

業
者
が
四
割
を
超
え
た
一
方
、「
手
数
料
が

高
い
」「
利
用
方
法
が
分
か
り
に
く
い
」
等

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
識
は
二
割
程
度
に
留
ま

り
ま
し
た
。
顧
客
が
問
屋
・
卸
の
み
に
限
ら

れ
る
事
業
者
か
ら
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
対
応
は
不
要
」
と
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
小
売
現
場
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対

応
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
③

●
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
関
心
が
高
い
産
地
事
業

者
の
存
在
：
遠
隔
地
に
商
品
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
新
手
法
と
し
て
注
目

・「
卸
・
流
通
機
能
の
弱
体
化
」
を
強
く
意
識

し
て
い
る
事
業
者
ほ
ど
「
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
提
供
に
関
す
る
情
報
・
支
援
へ
の
期
待
」

が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
従
来
の
問

屋
・
卸
と
は
異
な
っ
た
、
新
た
な
販
売
ル
ー

ト
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
可
能
性
を
見
出

し
て
い
る
状
況
が
覗
え
ま
す
。

 

5.3 

1.8 

1.8 

5.3 

35.1 

8.8 

3.5 

24.6 

21.1 

19.3 

21.1 

35.1 

12.3 

3.5 

1.8 

12.3 

17.5 

57.9 

63.2 

15.8 

8.8 

8.8 

8.8 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

返礼品提供は新たな購買層獲得機会
と捉えている

返礼品向けコラボ商品の制作相手を
探している

他社とコラボ制作した返礼品向け商
品を開発中である

ふるさと納税返礼品の提供参加に関
する情報に興味がある

＜ふるさと納税に関する意識や受け止め（n＝57）＞

とてもあてはまる ややあてはまる どちらともいえない
余りあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

 

12.3 

3.5 

3.5 

7.0 

10.5 

17.5 

8.8 

19.3 

19.3 

29.8 

33.3 

28.1 

31.6 

29.8 

24.6 

33.3 

14.0 

28.1 

22.8 

19.3 

22.8 

8.8 

19.3 

5.3 

10.5 

14.0 

15.8 

7.0 

8.8 

7.0 

14.0 

14.0 

14.0 

14.0 

14.0 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

キャッシュレス導入によるメリットを
感じられない

キャッシュレス決済は利用方法が分か
りにくく導入は難しい

キャッシュレス決済は手数料が高く導
入は難しい

顧客はキャッシュレス決済を望んでい
ると感じる

キャッシュレス対応は新たな購買層獲
得機会と捉えている

キャッシュレス対応はインバウンド取
込に不可欠である

とてもそう思う ややそう思う どちらともいえない
余りそう思わない 全くそう思わない 無回答

＜キャッシュレス決済に対する意識や受け止め（n=57)＞ 
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考
察
と
今
後
の
課
題

・
調
査
で
は
、
伝
統
工
芸
事
業
者
の
「
現
在
の
経
営
上
の
問
題
点
」
や
「
産
地
と
し
て
の
将
来
的
課
題
」、「
雇
用

就
業
環
境
に
関
す
る
課
題
」、「
伝
産
品
支
援
策
の
受
け
止
め
」、「
産
地
組
合
運
営
に
つ
い
て
」
等
、
多
岐
に
わ

た
る
質
問
を
通
じ
て
、
産
地
に
お
け
る
様
々
な
問
題
意
識
の
抽
出
を
行
い
ま
し
た
。

・「
女
性
従
業
員
の
確
保
定
着
が
不
可
欠
」
と
強
く
認
識
し
て
い
る
事
業
者
は
「
高
齢
従
業
員
確
保
や
労
働
条
件
・

労
働
環
境
の
改
善
が
不
可
欠
」
と
捉
え
る
傾
向
が
あ
る
ほ
か
、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
導
入
が
難
し
い
」

と
「
高
齢
者
雇
用
が
若
手
従
業
員
の
や
る
気
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
の
間
に
も
中
程
度
の
関
連
性
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
　

以
上
の
考
察
よ
り
、
伝
統
工
芸
産
業
に
お
け
る
社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
目
標

を
ど
の
程
度
達
成
し
て
い
る
か
の
把
握
や
、
各
取
組
み
の
意
義
・
重
要
性
の
明
確
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

報
告
論
文
： 

大
淵
和
憲
「
九
州
の
伝
統
工
芸
産
地
組
合
・
事
業
者
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
分
析
」『
九
州
産

業
大
学
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
論
集
』
第
三
号
、
四
三
―
六
六
頁
、
二
〇
二
〇
年

（
二
）　

二
〇
二
〇
年
度
伝
統
工
芸
産
地
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調
査
の
背
景
と
目
的

・
二
〇
二
〇
年
の
伝
統
工
芸
産
地
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
」
と
い
う
未
曽
有
の
事
態
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
陶
磁
器
産
地
で
は
恒
例
行
事
で
あ
る
「
陶
器
市
」
が
各
地
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

代
わ
り
に
行
わ
れ
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
陶
器
市
」
は
活
況
を
見
せ
ま
し
た
。
各
産
地
で
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
事
業
革
新
は
、
ど
の
よ
う
な
意
識
で
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

・
デ
ジ
タ
ル
変
革
へ
の
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営
や
推
進
」
に
対
し
、
伝
統

工
芸
事
業
者
は
ど
の
よ
う
に
臨
み
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
取
組
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

・
近
年
九
州
地
区
で
も
社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
伝
統
工
芸
事
業
者
が
出
現
し

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
意
識
や
受
け
止
め
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

こ
れ
ら
の
三
点
に
着
目
し
、
伝
統
工
芸
事
業
者
の
意
識
や
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
分
析
し
ま
し
た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
：
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
・
推
進
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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 産地組合対象調査（2020 年度） 

調査手法 質問紙への直接記入方式 
郵送による配布・回収 

調査地域 九州 7県 

調査対象 33 産地組合 
（福岡県 8、佐賀県 10、長崎県 4、熊本県 4、大分県 1、宮
崎県 2、鹿児島県 4） 

調査期間 2020 年 6月 10 日～7月 31日 

有効回答数 18 件（54.55%） 

産地事業者対象調査（2020 年度） 

調査手法 質問紙への直接記入方式 
配布：クロネコDM便、回収：郵送 

調査地域 九州 7県 

調査対象 600 産地事業者 
（福岡県 192、佐賀県 170、長崎県 54、熊本県 32、大分県
17、宮崎県 5、鹿児島県 130） 

調査期間 2020 年 9月 2日～10月 12 日 

有効回答数 94 件（15.67%） 

調
査
結
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
①

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
課
題
：
大
半
が
資
金

的
な
悪
影
響
受
け
る
も
従
業
員
雇
用
を
維
持

し
、
値
引
き
戦
略
は
採
ら
ず　

・「
資
金
繰
り
に
悪
影
響
が
出
て
い
る
」
と
い

う
回
答
が
半
数
以
上
を
占
め
る
中
、「
従
業

員
の
雇
用
・
賃
金
支
払
い
を
維
持
で
き
て
い

る
」
と
い
う
回
答
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。  

　
　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
商
機
と
し
て
「
新
た

な
取
組
を
推
進
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答
は

三
割
程
で
し
た
。
一
方
、「
商
品
価
格
を
下

げ
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
が
七
割
超
で
、

値
引
き
戦
略
に
移
行
し
て
い
る
事
業
者
は
少

な
い
状
況
で
し
た
。 

 

3.2 

8.5 

35.1 

34.0 

33.0 

4.3 

27.7 

24.5 

20.2 

25.5 

18.1 

28.7 

16.0 

17.0 

16.0 

21.3 

16.0 

6.4 

8.5 

14.9 

52.1 

17.0 

13.8 

16.0 

6.4 

1.1 

2.1 

4.3 

4.3 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売上確保対策として商品価格を下げている

コロナ禍を新たな商機とした取組を推進し
ている

コロナ禍でも従業員賃金支払いは維持でき
ている

コロナ禍でも従業員雇用を維持できている

コロナ禍で資金繰りに悪影響が出ている

＜コロナ禍における対応状況（n=94）＞

とてもあてはまる ややあてはまる どちらともいえない
余りあてはまらない 全くあてはまらない 無回答
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調
査
結
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
②

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
へ
の
抵
抗
感
：
推
進
へ

の
見
え
な
い
「
壁
」
存
在
す
る
も
そ
の
向
こ

う
で
は
成
果
を
実
感
か　

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
に
対
し
て
は
、「
人
材

育
成
・
獲
得
の
困
難
さ
」、「
Ｉ
Ｔ
情
報
活
用

力
の
不
十
分
さ
」
な
ど
、
多
く
の
「
壁
」
が

存
在
す
る
一
方
で
、
取
組
み
を
進
め
て
い
る

事
業
者
で
は
何
ら
か
の
成
果
が
あ
が
っ
て
い

る
状
況
も
垣
間
見
え
ま
し
た
。

　
　

Ｅ
Ｃ
販
売
と
い
う
新
た
な
商
流
に
対
応

す
る
上
で
も
、
今
後
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
・

推
進
の
重
要
性
が
高
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

 

7.4 

5.3 

17.0 

22.3 

23.4 

14.9 

9.6 

21.3 

26.6 

27.7 

30.9 

21.3 

26.6 

22.3 

17.0 

17.0 

30.9 

9.6 

8.5 

7.4 

20.2 

23.4 

16.0 

10.6 

13.8 

9.6 

9.6 

9.6 

9.6 

10.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サイト運営を推進している
が、成果が上がらない

販売・組織変革への事業所内
の抵抗感が強い

サイト運営を担える人材が外
部から獲得できない

事業所構成員のITリテラシー
が不十分である

サイト運営を担う人材育成が
事業所では困難だ

＜ウェブサイト運営・ネット販売の現状について（n=94）＞

とてもあてはまる ややあてはまる どちらともいえない
余りあてはまらない 全くあてはまらない 無回答

調
査
結
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
③

●
社
会
課
題
解
決
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
組

み
： 

意
義
・
重
要
性
の
認
識
に
か
か
わ
ら
ず
、

何
ら
か
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る　

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
し
て
六
割
以
上
が
「
全
く
知

ら
な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

・
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
「
必
要
性
は
理

解
す
る
が
、
何
か
ら
取
り
組
ん
で
い
い
か
わ

か
ら
な
い
」
等
と
回
答
し
た
の
は
三
九
事
業

者
で
し
た
。
伝
統
工
芸
産
業
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
の
関
連
を
見
出
す
「
外
部
か
ら
の
目
」
の

存
在
が
今
後
の
カ
ギ
と
な
り
そ
う
で
す
。

 

16

34

39

0 20 40 60

経済活動に比べると、社会貢献・社会課題解決に取
り組む優先度は下がる

取り組みの必要性は理解するが、取り組む余裕がな
い

取り組みの必要性は理解するが、何から取り組んで
いいかわからない

＜SDGsの印象（複数回答）＞

61.7 14.9 12.8 

4.3 

2.1 

4.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

＜SDGsの認知度と対応状況（n=94）＞

全く知らない 聞いたことがあるが内容は知らない

内容は知っているが対応は検討していない 対応・アクションを検討している

すでに対応・アクションを行っている 回答なし

（事業者数） 

 

16

34

39

0 20 40 60

経済活動に比べると、社会貢献・社会課題解決に取
り組む優先度は下がる

取り組みの必要性は理解するが、取り組む余裕がな
い

取り組みの必要性は理解するが、何から取り組んで
いいかわからない

＜SDGsの印象（複数回答）＞

61.7 14.9 12.8 

4.3 

2.1 

4.3 
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

＜SDGsの認知度と対応状況（n=94）＞

全く知らない 聞いたことがあるが内容は知らない

内容は知っているが対応は検討していない 対応・アクションを検討している

すでに対応・アクションを行っている 回答なし

（事業者数） 
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考
察
と
今
後
の
課
題

・
九
州
七
県
の
伝
統
工
芸
事
業
者
の
多
く
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
営
面
で
悪
影
響
を
被
り
ま
し
た
が
、
こ
の
未
曽

有
の
事
態
を
商
機
と
し
て
取
組
む
事
業
者
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
介
し
た
新
た
な
販
売
手
法
に
対
応
す
る
際
、「
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
理
解
や
人
材
確
保
・
育
成
」

等
の
障
壁
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
取
組
み
に
着
手
し
て
い
る
事
業
者
で
は
何
ら
か
の
成
果
を
感
じ
て
い
る
と

み
ら
れ
ま
す
。

・
社
会
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
み
と
し
て
、「
女
性
の
活
躍
推
進
な
ど
を
従
業
員
に
呼
び
掛
け
て
い
る
」
事
業

者
は
、経
常
利
益
が
「
横
ば
い
又
は
増
加
し
て
い
る
」
等
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
要
素
と
の
関
連
性
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

以
上
の
考
察
よ
り
、
社
会
課
題
解
決
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
組
み
が
、
伝
統
工
芸
産
地
の
存
続
と
い
う
課

題
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
の
探
索
が
必
要
で
す
。

　

報
告
論
文
： 

大
淵
和
憲
「
九
州
地
方
に
お
け
る
伝
統
工
芸
産
地
組
合
・
事
業
者
の
実
態
調
査
分
析
～
社
会
課
題

解
決
・
コ
ロ
ナ
禍
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
を
中
心
に
～
」『
九
州
産
業
大
学
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
論
集
』

第
四
号
、
三
一
―
四
八
頁
、
二
〇
二
一
年

（
三
）　

二
〇
二
一
年
度
伝
統
工
芸
産
地
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調
査
の
背
景
と
目
的

・
二
〇
二
〇
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
っ
て
、
自
社
店
舗
の
休
業
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
減
少
に
伴
っ
て
売
上
高
が
減
少
し
、
展
示
会
や
催
事
等
の
対
面
販
売
の
機
会
が
消
失
し
ま
し
た
。　

九
州
地

方
の
伝
統
工
芸
事
業
者
は
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
に
必
要
な
価
値
創
造
や
産
地
全
体
の
構
造
改
革
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

・
近
年
九
州
地
区
に
お
い
て
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
伝
統
工
芸
事
業
者
が
出
現
し

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

・
未
曽
有
の
事
態
に
遭
遇
し
た
際
に
事
業
者
が
拠
り
所
と
す
る
も
の
に
「
経
営
理
念
」
が
あ
り
ま
す
が
、
伝
統
工

芸
産
業
に
お
け
る
「
経
営
理
念
」
は
ど
の
よ
う
な
実
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

こ
れ
ら
の
三
点
に
着
目
し
、
伝
統
工
芸
事
業
者
の
意
識
や
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
分
析
し
ま
し
た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
：
コ
ロ
ナ
禍
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
経
営
理
念　
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産地組合対象調査（2021 年度） 

調査⼿法 質問紙への直接記⼊⽅式 
郵送による配布・回収 

調査地域 九州 7 県 

調査対象 34 産地組合 
（福岡県 9、佐賀県 10、⻑崎県 4、熊本県 4、⼤分県 1、宮崎
県 2、⿅児島県 4） 

調査期間 2021 年 6 ⽉ 15 ⽇〜7 ⽉ 31 ⽇ 

有効回答数 18 件（52.94%） 

産地事業者対象調査（2021 年度） 

調査⼿法 質問紙への直接記⼊⽅式 
配布：クロネコ DM 便、回収：郵送 

調査地域 九州 7 県 

調査対象 808 産地事業者 
（福岡県 208、佐賀県 237、⻑崎県 111、熊本県 49、⼤分県 21、
宮崎県 5、⿅児島県 177） 

調査期間 2021 年 9 ⽉ 1 ⽇〜10 ⽉ 7 ⽇ 

有効回答数 128 件（15.84%） 

調
査
結
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
①

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
課
題
：
経
営
上
の
悪
影

響
が
続
く
中
、　

雇
用
・
賃
金
支
払
い
を
維

持
し
、
値
引
き
戦
略
採
ら
ず

・「
資
金
繰
り
に
悪
影
響
が
出
て
い
る
」
や
「
従

業
員
の
雇
用
・
賃
金
支
払
い
を
維
持
で
き
て

い
る
」
の
回
答
が
約
半
数
を
占
め
る
状
況
は

二
〇
二
〇
年
度
調
査
と
同
じ
傾
向
で
し
た
。

・
一
方
で
、「
商
品
価
格
を
下
げ
て
い
な
い
」

と
い
う
回
答
も
依
然
と
し
て
多
く
、
厳
し
い

経
営
状
況
下
で
も
、
値
引
き
戦
略
を
採
っ
て

い
な
い
伝
統
工
芸
事
業
者
が
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

 

0.8 

11.7 

38.3 

29.7 

32.0 

9.4 

16.4 

18.0 

16.4 

17.2 

18.8 

28.9 

14.1 

23.4 

16.4 

18.0 

17.2 

8.6 

7.8 

19.5 

46.9 

21.1 

10.2 

10.9 

10.2 

6.3 

4.7 

10.9 

11.7 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

売上確保対策として商品価格を
下げている

コロナ禍を新たな商機とした
取組みを推進している

コロナ禍でも従業員賃金支払い
は

維持できている

コロナ禍でも従業員雇用を維持
できている

コロナ禍で資金繰りに悪影響が
出ている

＜コロナ禍における対応状況（n=128）＞

とてもあてはまる ややあてはまる どちらともいえない
余りあてはまらない 全くあてはまらない 回答なし
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調
査
結
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
②

●
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
：
新
規
事
業
や

販
促
活
動
に
お
け
る
有
用
性
の
見
極
め
段
階

か
・
伝
統
工
芸
事
業
者
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
利
用
意
向
に
つ
い
て
は
、「
新

し
い
販
売
手
法
で
あ
る
点
や
、
新
規
顧
客
獲

得
に
結
び
付
く
可
能
性
が
あ
る
点
に
興
味
関

心
が
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
多
く
、
新
た
な

資
金
調
達
手
段
で
あ
る
等
の
金
融
的
側
面
に

関
し
て
の
回
答
は
多
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

 

10

13

14

19

25

25

26

0 10 20 30

実績ではなく、製品やプロジェクトの良し悪
しで判断してもらえるため

どのようなものなのか試しに利用してみた
かった（してみたい）ため

固定客やファンを獲得できるため

新製品や新規事業の開発を続けるかどうかの
判断材料になるため

新たな出会いやビジネスチャンスが生まれる
ため

広告・販売促進になるため

テストマーケティングになるため

（事業者数）

＜クラウドファンディング利用の理由（複数回答）＞

調
査
結
果
ト
ピ
ッ
ク
ス
③

●
経
営
理
念
の
有
無
と
事
業
活
動
へ
の
反
映
：「
伝
統
継

承
」「
製
品
志
向
」「
顧
客
志
向
」
等
の
精
神
を
掲
げ
る

・
経
営
理
念
は
「
存
在
し
な
い
」
が
約
四
六
％
を
占
め
ま

し
た
が
、「
存
在
す
る
」
も
約
三
六
％
に
上
り
ま
し
た
。

・
伝
統
工
芸
産
業
に
お
け
る
「
経
営
理
念
」
は
、「
利
益

の
追
求
」
に
留
ま
ら
ず
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

①
伝
統
継
承
の
重
視
（「
伝
統
と
現
代
性
の
両
立
」
等
）

②
製
品
志
向
（「
妥
協
し
な
い
も
の
づ
く
り
」
等
）

③
顧
客
志
向
（「
顧
客
の
心
に
響
く
も
の
づ
く
り
」
等
）

④
「
三
方
良
し
」
志
向
（「
従
業
員
、
顧
客
、
産
地
の
幸

せ
の
追
求
」
等
）

の
よ
う
に
、
一
般
企
業
と
異
な
っ
た
多
様
な
経
営
理
念

を
掲
げ
て
い
る
状
況
が
見
て
取
れ
ま
し
た
。

 

21.1 14.8 46.1 18.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

＜明文化された経営理念の有無（n=128）＞

明文化された「経営理念」が存在する

明文化されていない口伝の「経営理念」が存在する

「経営理念」に類するものは存在しない

回答なし
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考
察
と
今
後
の
課
題

・
九
州
七
県
の
伝
統
工
芸
事
業
者
の
多
く
が
依
然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
営
面
で
悪
影
響
を
被
っ
て
い
る
中

で
、「
創
業
以
来
の
歴
史
が
長
く
」「
産
地
組
合
に
加
入
し
て
い
る
」
事
業
者
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
て
前
向
き

な
取
組
み
を
進
め
て
い
る
状
況
が
見
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
経
営
理
念
に
基
づ
く
事
業
運
営
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
利
活
用
に
対
し
て
、「
若
い
経
営
者
あ
る
い

は
事
業
承
継
を
経
た
次
世
代
の
経
営
者
が
リ
ー
ド
す
る
」
事
業
者
が
、
柔
軟
に
受
容
し
推
進
し
よ
う
と
す
る
構

図
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

・
伝
統
工
芸
産
業
に
お
け
る
「
事
業
承
継
」
の
取
組
み
が
、
産
地
存
続
と
い
う
課
題
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
可
能

性
が
あ
り
、
今
後
そ
の
要
因
分
析
や
実
効
性
の
あ
る
取
組
み
の
探
索
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

報
告
論
文
： 

大
淵
和
憲
「
伝
統
工
芸
産
業
に
お
け
る
経
営
環
境
変
化
を
巡
る
意
識
・
実
態
調
査
分
析
～
九
州
地

方
の
伝
統
工
芸
産
地
組
合
・
事
業
者
を
対
象
と
し
た
質
問
紙
調
査
よ
り
～
」『
九
州
産
業
大
学
伝
統
み
ら
い
研

究
セ
ン
タ
ー
論
集
』
第
五
号
、
一
―
四
二
頁
、
二
〇
二
二
年

二
・
四　

消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る
福
岡
・
佐
賀
の
伝
統
工
芸

　

九
州
産
業
大
学
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二
〇
二
〇
年
度
に
全
国
の
消
費
者
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
調
査
結
果
を
引
用
し
な
が
ら
、
消
費
者
が
持
つ
福
岡
・
佐

賀
の
伝
統
的
工
芸
品
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。

調
査
概
要

実
施
時
期
：
二
〇
二
一
年
一
月
一
三
日(

水)

～
一
月
一
五
日(

金)　

設
問
数
：
本
調
査
二
〇
問

回
収
数
：
一
〇
〇
〇
サ
ン
プ
ル　
　
　

割
付
数
：
七
〇

※
総
務
省
統
計
局
「
人
口
推
計
」
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
日
現
在
人
口
を
元
に
、
人
口
構
成
比
割
付
を
算
出
。

調
査
委
託
先
：
楽
天
イ
ン
サ
イ
ト

　

報
告
論
文
： 

大
淵
和
憲
「
伝
統
的
工
芸
品
に
対
し
て
消
費
者
が
抱
く
購
入
・
使
用
意
欲
や
課
題
意
識
に
つ
い
て

―
福
岡
・
佐
賀
の
伝
統
的
工
芸
品
に
関
す
る
消
費
者
意
識
調
査
よ
り
―
」『
九
州
産
業
大
学
伝
統
み
ら
い
研
究

セ
ン
タ
ー
論
集
』
第
五
号
、
六
五
―
八
〇
頁
、
二
〇
二
二
年
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知ってい
て興味が
ある

19.3

19.1

17.8

10.4

10.6

2.9

6.5

49.5

33.1

知って
いるが
興味は
ない

20.3

49.4

20.4

10.5

9.9

8.8

12.7

35.4

33.9

知らない
が興味は
ある

27.1

7.6

25.1

39.3

42.8

15.7

33.6

7.8

16.6

知らな
いし興
味もな
い

33.3

23.9

36.7

39.8

36.7

72.6

47.2

7.3

16.4

1.博多織(n=1000)

2.博多人形(n=1000)

3.久留米絣(n=1000)

4.小石原焼(n=1000)

5.上野焼(n=1000)

6.八女福島仏壇(n=1000)

7.八女提灯(n=1000)

8.伊万里・有田焼(n=1000)

9.唐津焼(n=1000)

（
一
）　
「
福
岡
・
佐
賀
の
伝
統
的
工
芸
品
」
の
認
知
度
・
関
心
度

　

伊
万
里
・
有
田
焼
の
認
知
度
は
約
八
五
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
上
野
焼
や
小
石
原
焼
で
は
、
認
知
度
は
低

い
も
の
の
、
関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

（
二
）　
「
福
岡
・
佐
賀
の
伝
統
的
工
芸
品
」
の
性
別
・
年
代
別
に
み
た
認
知
度
・
関
心
度

博
多
織

　

博
多
織
の
ク
ロ
ス
集
計
を

見
て
み
る
と
、「
知
ら
な
い
が

興
味
は
あ
る
」
の
回
答
が
全

体
平
均
（
二
七
・
一
％
）
よ
り

五
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な
っ

た
区
分
は
「
男
性
三
〇
～

三
九
歳
」
と
「
女
性
一
八
歳

～
四
九
歳
」
で
し
た
。



67 66

博
多
人
形

　

博
多
人
形
の
ク
ロ
ス
集
計
を

見
て
み
る
と
、「
知
ら
な
い
し

興
味
も
な
い
」
の
回
答
が
全
体

平
均
（
二
三
・
九
％
）
よ
り
五

ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な
っ
た
区

分
は
「
男
性
一
八
～
四
九
歳
」

と
「
女
性
一
八
～
三
九
歳
」
で

し
た
。

久
留
米
絣

　

久
留
米
絣
の
ク
ロ
ス
集
計
を

見
て
み
る
と
、「
知
ら
な
い
し

興
味
も
な
い
」
の
回
答
が
全
体

平
均
（
三
六
・
七
％
）
よ
り
五

ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な
っ
た
区

分
は
「
男
性
一
八
～
五
九
歳
」

と
「
女
性
一
八
～
二
九
歳
」
及

び
「
女
性
四
〇
～
四
九
歳
」
で

し
た
。



69 68

小
石
原
焼

　

小
石
原
焼
の
ク
ロ
ス
集
計
を

見
て
み
る
と
、「
知
ら
な
い
が

興
味
は
あ
る
」
の
回
答
が
全
体

平
均
（
三
九
・
三
％
）
よ
り
五

ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な
っ
た
区

分
は
「
男
性
四
〇
～
四
九
歳
」

と
「
女
性
一
八
～
二
九
歳
」
で

し
た
。

上
野
焼

　

上
野
焼
の
ク
ロ
ス
集
計
を
見

て
み
る
と
、「
知
ら
な
い
が
興

味
は
あ
る
」
の
回
答
が
全
体
平

均
（
四
二
・
八
％
）
よ
り
五
ポ

イ
ン
ト
以
上
高
く
な
っ
た
区
分

は
「
女
性
一
八
～
二
九
歳
」
で

し
た
。
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八
女
福
島
仏
壇

　

八
女
福
島
仏
壇
の
ク
ロ
ス

集
計
を
見
て
み
る
と
、「
知
ら

な
い
が
興
味
は
あ
る
」
の
回

答
が
全
体
平
均
（
一
五
・
七
％
）

よ
り
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く

な
っ
た
区
分
は
「
男
性
四
〇
～

四
九
歳
」
と
「
女
性
一
八
～

二
九
歳
」
で
し
た
。

八
女
提
灯

　

八
女
提
灯
の
ク
ロ
ス
集
計

を
見
て
み
る
と
、「
知
ら
な
い

が
興
味
は
あ
る
」
の
回
答
が
全

体
平
均
（
三
三
・
六
％
）
よ
り

五
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
な
っ

た
区
分
は
「
男
性
三
〇
～
三
九

歳
」
と
「
女
性
一
八
～
二
九
歳
」

で
し
た
。
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伊
万
里
・
有
田
焼

　

伊
万
里
・
有
田
焼
の
ク
ロ
ス

集
計
を
見
て
み
る
と
、「
知
っ

て
い
る
が
興
味
は
な
い
」
の
回

答
が
全
体
平
均
（
三
五
・
四
％
）

よ
り
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く

な
っ
た
区
分
は
「
男
性
五
〇
～

五
九
歳
」
と
「
女
性
三
〇
～

四
九
歳
」
で
し
た
。

唐
津
焼

　

唐
津
焼
の
ク
ロ
ス
集
計
を
見

て
み
る
と
、「
知
ら
な
い
が
興

味
は
あ
る
」
の
回
答
が
全
体
平

均
（
一
六
・
六
％
）
よ
り
五
ポ

イ
ン
ト
以
上
高
く
な
っ
た
区
分

は
「
男
性
一
八
～
二
九
歳
」
と

「
女
性
一
八
～
二
九
歳
」
で
し

た
。
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（
三
）　
「
福
岡
・
佐
賀
の
伝
統
的
工
芸
品
」
の
購
入
経
験

 

意識して購入したこ
とがある

6.2

9.6

4.0

4.6

3.1

22.7

8.4

意識はせずに、購入
したことがある

3.4

5.9

3.0

2.9

2.9

2.4

11.4

4.3

購入していない・わ
からない

90.4

84.5

93.0

92.5

94.0

97.5

96.1

65.9

87.3

1.博多織(n=1000)

2.博多人形(n=1000)

3.久留米絣(n=1000)

4.小石原焼(n=1000)

5.上野焼(n=1000)

6.八女福島仏壇(n=1000)

7.八女提灯(n=1000)

8.伊万里・有田焼(n=1000)

9.唐津焼(n=1000)

　

伊
万
里
・
有
田
焼
の
購
入
経
験
（「
意
識
し
て
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
「
意
識
は
せ
ず
に
、
購
入
し
た
こ

と
が
あ
る
」
の
合
計
）
は
三
四
・
一
％
と
群
を
抜
い
て
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
福
岡
県
の
七
品
目
の
中
で
購
入

経
験
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
博
多
人
形
で
一
五
・
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

とても購入
したい

5.8

3.1

4.2

6.7

7.0

3.0

11.1

6.0

やや購入したい

19.4

9.2

18.3

24.3

28.4

2.8

11.1

30.2

23.1

どちらとも
言えない

30.4

22.4

30.9

31.8

31.2

18.7

28.2

29.1

32.6

あまり購
入したく
ない

22.0

30.0

22.7

17.4

16.0

27.4

27.0

14.4

20.2

全く購入し
たくない

22.4

35.3

23.9

19.8

17.4

50.4

30.7

15.2

18.1

1.博多織(n=1000)

2.博多人形(n=1000)

3.久留米絣(n=1000)

4.小石原焼(n=1000)

5.上野焼(n=1000)

6.八女福島仏壇(n=1000)

7.八女提灯(n=1000)

8.伊万里・有田焼(n=1000)

9.唐津焼(n=1000)

（
四
）　
「
福
岡
・
佐
賀
の
伝
統
的
工
芸
品
」
の
購
入
意
欲

　

伊
万
里
・
有
田
焼
の
購
入
意
欲
有
（
と
て
も
購
入
し
た
い
＋
や
や
購
入
し
た
い
）
は
四
一
・
三
％
に
上
り
ま
し
た
。

続
い
て
上
野
焼
が
三
五
・
四
％
、
小
石
原
焼
が
三
一
・
〇
％
と
、
い
ず
れ
も
陶
磁
器
が
上
位
を
占
め
ま
し
た
。
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（
五
）　
「
福
岡
・
佐
賀
の
伝
統
的
工
芸
品
」
の
使
用
意
欲

 

とても使っ
てみたい

8.8

2.8

6.9

11.3

11.0

3.7

15.2

8.9

やや使って
みたい

24.3

10.3

23.1

29.1

33.8

4.0

14.5

31.2

27.3

どちらとも
言えない

29.8

24.7

31.7

30.8

30.2

22.2

30.4

28.7

31.9

あまり使って
みたくない

15.8

23.6

16.0

12.2

10.3

22.7

21.1

11.5

14.8

全く使ってみ
たくない

21.3

38.6

22.3

16.6

14.7

50.0

30.3

13.4

17.1

1.博多織(n=1000)

2.博多人形(n=1000)

3.久留米絣(n=1000)

4.小石原焼(n=1000)

5.上野焼(n=1000)

6.八女福島仏壇(n=1000)

7.八女提灯(n=1000)

8.伊万里・有田焼(n=1000)

9.唐津焼(n=1000)

　

伊
万
里
・
有
田
焼
の
使
用
意
欲
有
り（
と
て
も
使
っ
て
み
た
い
＋
や
や
使
っ
て
み
た
い
）は
四
六
・
四
％
。上
野
焼
、

小
石
原
焼
、
唐
津
焼
と
陶
磁
器
が
続
い
て
、
博
多
織
が
三
三
・
一
％
で
し
た
。
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（
六
）　
「
福
岡
・
佐
賀
の
伝
統
的
工
芸
品
」
の
購
入
・
使
用
意
欲
の
理
由

博
多
織

　

博
多
織
を
購
入
し
た
い
理

由
・
使
用
し
た
い
理
由
の
内

訳
の
う
ち
、「
デ
ザ
イ
ン
が
よ

い
か
ら
」
は
購
入
し
た
い
理
由

（
三
三
・
三
％
）
よ
り
使
用
し
た

い
理
由
（
三
九
・
〇
％
）
が
上

回
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
文

化
や
伝
統
に
根
付
い
た
も
の
で

あ
る
か
ら
」
は
使
用
し
た
い

理
由
（
三
一
・
一
％
）
よ
り
購

入
し
た
い
理
由
（
三
四
・
九
％
）

 

0.0

32.5

34.9

14.3

15.9

29.0

25.0

21.4
38.5

33.3

0% 10% 20% 30% 40%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

博多織を購入したい理
由(n=252)

 

0.6

34.4

31.1

16.9

15.7

29.0

26.3

22.4

40.5

39.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

博多織を使ってみた
い理由(n=331)

が
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
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博
多
人
形

　

博
多
人
形
を
購
入
し
た
い

理
由
・
使
用
し
た
い
理
由
の
内

訳
の
う
ち
、「
デ
ザ
イ
ン
が
よ

い
か
ら
」
と
「
素
材
・
風
合
い
・

使
い
勝
手
な
ど
が
良
い
か
ら
」

及
び
「
手
づ
く
り
の
良
さ
が
あ

る
か
ら
」
は
購
入
し
た
い
理
由

（
そ
れ
ぞ
れ
順
に
二
四
・
四
％
、

一
四
・
六
％
、
二
六
・
〇
％
）

よ
り
使
用
し
た
い
理
由

（
三
一
・
三
％
、
二
二
・
九
％
、

三
二
・
一
％
）
が
上
回
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、「
伝
統
的
な

技
法
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
」
は
使
用
し
た
い

理
由
（
三
五
・
一
％
）
よ
り
購

 

0.8

43.1

40.7

27.6

26.0

26.0

18.7

28.5

14.6

24.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

博多⼈形を購⼊したい
理由(n=123)

入
し
た
い
理
由
（
四
三
・
一
％
）

が
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

 

0.0

35.1

41.2

31.3

24.4

32.1

17.6

26.0

22.9

31.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

博多人形を使ってみた
い理由(n=131)
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久
留
米
絣

　

久
留
米
絣
を
購
入
し
た
い

理
由
・
使
用
し
た
い
理
由
の

内
訳
の
う
ち
、「
デ
ザ
イ
ン

が
よ
い
か
ら
」
と
「
伝
統
的

な
技
法
で
制
作
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
」
は
購
入
し
た

い
理
由
（
そ
れ
ぞ
れ
順
に

二
九
・
三
％
、
二
八
・
九
％
）

よ
り
使
用
し
た
い
理
由

（
三
三
・
七
％
、
三
五
・
〇
％
）

が
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

 

0.4

28.9

29.8

12.4

11.6

32.4

27.6

12.9
38.7

29.3

0% 10% 20% 30% 40%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

久留米絣を購入した
い理由(n=225)

 

0.3

35.0

27.7

10.0

10.0

34.0

24.0

13.3

37.7

33.7

0% 10% 20% 30% 40%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

久留米絣を使ってみ
たい理由(n=300)
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小
石
原
焼

　

小
石
原
焼
を
購
入
し
た
い

理
由
・
使
用
し
た
い
理
由
の

内
訳
の
う
ち
、「
長
く
使
用
し

て
も
飽
き
な
い
か
ら
」
は
購

入
し
た
い
理
由
（
二
八
・
七
％
）

よ
り
使
用
し
た
い
理
由

（
三
三
・
七
％
）
が
上
回
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、「
デ
ザ
イ
ン

が
よ
い
か
ら
」
は
使
用
し
た
い

理
由
（
三
五
・
九
％
）
よ
り
購

入
し
た
い
理
由
（
四
〇
・
〇
％
）

が
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

 

0.3

26.1

23.2

12.9

8.7

38.4

28.7

15.8

38.1

40.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるから

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

小石原焼を購入した
い理由(n=310)

 

0.0

25.7

24.8

9.9

10.9

36.1

33.7

13.6

37.4

35.9

0% 10% 20% 30% 40%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

小石原焼を使ってみた
い理由(n=404)
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上
野
焼

　

上
野
焼
を
購
入
し
た
い
理

由
・
使
用
し
た
い
理
由
の
内
訳

の
う
ち
、「
デ
ザ
イ
ン
が
よ
い

か
ら
」
は
使
用
し
た
い
理
由

（
三
九
・
一
％
）
よ
り
購
入
し
た

い
理
由
（
四
三
・
二
％
）
が
上

回
っ
て
い
ま
し
た
。

 

0.3

23.4

21.8

13.3

9.3

33.9

31.4

19.5

36.2

43.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

上野焼を購入した
い理由(n=354)

 

0.0

25.0

22.3

12.5

8.0

32.4

31.9

18.3

38.4

39.1

0% 10% 20% 30% 40%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるから

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

上野焼を使ってみ
たい理由(n=448)
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八
女
福
島
仏
壇

　

八
女
福
島
仏
壇
を
購
入
し

た
い
理
由
・
使
用
し
た
い
理
由

の
内
訳
の
う
ち
、「
長
く
使
用

し
て
も
飽
き
な
い
か
ら
」
と

「
伝
統
的
な
技
法
で
制
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
ら
」
は
購
入

し
た
い
理
由
（
そ
れ
ぞ
れ
順

に
一
一
・
四
％
、
一
七
・
一
％
）

よ
り
使
用
し
た
い
理
由

（
一
九
・
六
％
、
二
三
・
五
％
）

が
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
手
づ
く
り
の
良
さ
が
あ

る
か
ら
」
と
「
ブ
ラ
ン
ド
が

あ
り
、
安
心
で
き
る
か
ら
」

 

0.0

17.1

22.9

11.4

22.9

22.9

11.4

28.6

20.0

17.1

0% 10% 20% 30%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるから

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

八女福島仏壇を購入
したい理由(n=35)

は
使
用
し
た
い
理
由
（
順
に

一
五
・
七
％
、
一
三
・
七
％
）

よ
り
購
入
し
た
い
理
由

（
二
二
・
九
％
、
二
二
・
九
％
）

が
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

 

0.0

23.5

27.5

7.8

13.7

15.7

19.6

27.5

17.6

13.7

0% 10% 20% 30%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるから

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

八女福島仏壇を使っ
てみたい理由(n=51)
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八
女
提
灯

　

八
女
提
灯
を
購
入
し
た
い

理
由
・
使
用
し
た
い
理
由
の

内
訳
の
う
ち
、「
手
づ
く
り
の

良
さ
が
あ
る
か
ら
」
と
「
文

化
や
伝
統
に
根
付
い
た
も
の

で
あ
る
か
ら
」
は
購
入
し
た

い
理
由
（
そ
れ
ぞ
れ
順
に

二
七
・
〇
％
、
二
五
・
五
％
）

よ
り
使
用
し
た
い
理
由

（
三
五
・
二
％
、
二
九
・
一
％
）

が
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
素
材
・
風
合
い
・
使

い
勝
手
な
ど
が
よ
い
か

ら
」
と
「
ブ
ラ
ン
ド
が
あ

 

0.0

32.6

25.5

11.3

12.8

27.0

14.2

22.0

34.8

44.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるから

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

八女提灯を購入した
い理由(n=141)

り
、
安
心
で
き
る
か
ら
」
は

使
用
し
た
い
理
由
（
順
に

二
九
・
七
％
、
七
・
七
％
）

よ
り
購
入
し
た
い
理
由

（
三
四
・
八
％
、
一
二
・
八
％
）

が
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

 

0.5

33.0

29.1

14.8

7.7

35.2

17.6

21.4

29.7

45.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

八女提灯を使ってみ
たい理由(n=182)
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伊
万
里
・
有
田
焼

　

伊
万
里
・
有
田
焼
を
購
入

し
た
い
理
由
・
使
用
し
た
い

理
由
の
内
訳
の
う
ち
、「
ブ
ラ

ン
ド
が
あ
り
、
安
心
で
き
る

か
ら
」
は
使
用
し
た
い
理
由

（
二
九
・
五
％
）
よ
り
購
入
し

た
い
理
由
（
三
三
・
四
％
）
が

上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

 

0.0

37.5

39.5

22.0

33.4

23.2

26.6
38.0

30.3

32.4

0% 10% 20% 30% 40%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

伊万里・有田焼を購
入したい理由(n=413)

 

0.0

35.6

36.9

19.6

29.5

25.6

29.5

36.9

31.5

33.4

0% 10% 20% 30% 40%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるから

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

伊万里・有田焼を使っ
てみたい理由(n=464)
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唐
津
焼

　

唐
津
焼
を
購
入
し
た
い
理

由
・
使
用
し
た
い
理
由
の
内

訳
の
う
ち
、「
手
づ
く
り
の

良
さ
が
あ
る
か
ら
」
と
「
ブ

ラ
ン
ド
が
あ
り
、
安
心
で

き
る
か
ら
」
は
使
用
し
た

い
理
由
（
そ
れ
ぞ
れ
順
に

二
六
・
五
％
、
一
六
・
九
％
）

よ
り
購
入
し
た
い
理
由

（
三
一
・
三
％
、
二
三
・
〇
％
）

が
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

 

0.0

35.4

34.7

15.8

23.0

31.3

24.1

20.3

30.6

27.8

0% 10% 20% 30% 40%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるか
ら

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

唐津焼を購入した
い理由(n=291)

 

0.0

35.9

35.6

14.6

16.9

26.5

24.3

22.7

29.0

28.2

0% 10% 20% 30% 40%

その他：

伝統的な技法で制作されたものであるから

文化や伝統に根付いたものであるから

贈り物や記念品にふさわしいから

ブランドがあり、安心できるから

手づくりの良さがあるから

長く使用しても飽きないから

高級感があるから

素材・風合い・使い勝手などが良いから

デザインがよいから

唐津焼を使ってみたい
理由(n=362)
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考
察①

女
性
若
年
層
で
「
品
目
を
認
知
し
て
な
い
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
」
人
の
割
合
が
高
い

　

福
岡
・
佐
賀
九
品
目
の
性
別
・
年
代
別
の
回
答
結
果
の
う
ち
、「
知
ら
な
い
が
興
味
は
あ
る
」
と
答
え
た
女

性
一
八
～
二
九
歳
の
割
合
は
、
全
体
の
割
合
よ
り
五
ポ
イ
ン
ト
以
上
多
か
っ
た
品
目
が
七
品
目
（
博
多
織
、

久
留
米
絣
、
小
石
原
焼
、
上
野
焼
、
八
女
福
島
仏
壇
、
八
女
提
灯
、
唐
津
焼
）
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
品

目
に
つ
い
て
認
知
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
興
味
関
心
を
持
っ
て
い
る
「
潜
在
的
フ
ァ
ン
候
補
」
と
し
て
の

若
い
世
代
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
購
入
経
験
と
購
入
意
欲
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る

　

福
岡
・
佐
賀
九
品
目
の
購
入
意
欲
に
つ
い
て
は
、
陶
磁
器
を
「
購
入
し
た
い
」
と
考
え
る
消
費
者
が
三
割
程

度
に
上
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
購
入
し
た
経
験
に
つ
い
て
は
、
伊
万
里
・
有
田
焼
で
三
割
程
度
が
経
験

有
で
あ
っ
た
の
を
除
く
と
、他
の
八
品
目
で
は
購
入
経
験
が
無
い
消
費
者
が
九
割
程
度
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

③
購
入
・
使
用
意
欲
を
持
つ
に
は
多
様
な
理
由
が
あ
る

　

福
岡
・
佐
賀
九
品
目
の
購
入
・
使
用
意
欲
の
理
由
に
つ
い
て
品
目
種
類
別
に
み
て
み
る
と
、
織
物
（
博
多
織

や
久
留
米
絣
）
で
は
「
デ
ザ
イ
ン
が
よ
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
が
、
購
入
意
欲
よ
り
使
用
意
欲
で
高
い
割
合

を
示
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
、福
岡
の
陶
磁
器
（
小
石
原
焼
や
上
野
焼
）
で
は
「
デ
ザ
イ
ン
が
よ
い
か
ら
」

と
い
う
理
由
が
、
使
用
意
欲
よ
り
購
入
意
欲
で
高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
差
が
品
目
種
類
の
差

異
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
す
が
、
今
後
の
検
討
す
べ
き
論
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
賀
の
陶
磁
器
（
伊
万
里
・
有
田
焼
や
唐
津
焼
）
で
は
「
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
、
安
心
で
き
る
か
ら
」

と
い
う
理
由
が
、
使
用
意
欲
よ
り
購
入
意
欲
で
高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
佐
賀
の
二
品
目
に
お
け
る

ブ
ラ
ン
ド
展
開
が
功
を
奏
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

本
調
査
で
対
象
と
し
た
福
岡
・
佐
賀
の
国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
九
品
目
に
つ
い
て
は
、
博
多
織
や
小
石
原

焼
な
ど
、
趣
味
や
土
産
品
と
し
て
の
用
途
が
主
で
あ
る
品
目
と
、
八
女
福
島
仏
壇
や
八
女
提
灯
と
い
っ
た
、

宗
教
儀
礼
に
お
い
て
必
要
性
を
伴
っ
て
用
い
ら
れ
る
品
目
と
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
認
知
度
や

興
味
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
、
一
概
に
尋
ね
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
を
検
討
す
る
余
地
が
残
り
ま
し

た
。
即
ち
、
工
芸
品
の
品
目
名
と
そ
の
写
真
を
提
示
す
る
だ
け
で
は
、
製
品
・
品
目
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ば

な
い
世
代
が
増
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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二
　
消
費
者
の
伝
統
工
芸
品
に
対
す
る
需
要
構
造
と
需
要
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

内
山 

敏
典       

（
九
州
産
業
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

黒
木  

宏
一
（
九
州
産
業
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）

　

本
章
に
お
け
る
『
家
計
調
査
』
に
み
る
伝
統
工
芸
品
に
該
当
す
る
一
人
当
た
り
需
要
（
た
ん
す
、
食
器
戸
棚
、

茶
わ
ん
・
皿
・
鉢
、婦
人
着
物
お
よ
び
婦
人
用
帯
）
は
表
１
お
よ
び
図
１
に
み
る
よ
う
に
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

図 1. 全国の各項目の 1人当たり需要量の推移

表1のデータより作成

表 1. 全国の各項目の 1人当たり需要量の推移
（単位：たんす、食器戸棚、茶わん・皿・鉢は 1個、婦人着物は 1枚、婦人用帯は 1本）

資料：総務省統計局『家計調査年報　家計収支編』より作成

全国の各項目1人当たりの需要量

年 たんす 食 器 戸 棚 茶わん・皿・鉢 婦人用着物 婦人用帯

1997 0.0180 0.0054 5.7226 0.0177 0.0126

1998 0.0172 0.0052 5.5315 0.0163 0.0115

1999 0.0152 0.0046 5.3307 0.0161 0.0118

2000 0.0136 0.0041 5.1746 0.0154 0.0106

2001 0.0152 0.0046 5.0346 0.0152 0.0110

2002 0.0117 0.0036 4.8944 0.0133 0.0093

2003 0.0121 0.0038 5.1615 0.0146 0.0090

2004 0.0113 0.0035 5.0123 0.0147 0.0082

2005 0.0136 0.0043 4.5531 0.0170 0.0082

2006 0.0123 0.0039 4.2016 0.0152 0.0092

2007 0.0127 0.0041 3.9444 0.0134 0.0086

2008 0.0112 0.0036 3.5061 0.0125 0.0064

2009 0.0113 0.0036 3.4352 0.0106 0.0068

2010 0.0084 0.0027 3.3523 0.0107 0.0052

2011 0.0101 0.0033 3.2492 0.0081 0.0058

2012 0.0085 0.0028 3.4958 0.0094 0.0059

2013 0.0069 0.0023 3.3333 0.0079 0.0056

2014 0.0096 0.0032 3.1280 0.0083 0.0063

2015 0.0073 0.0024 3.1280 0.0076 0.0043

2016 0.0060 0.0020 3.1451 0.0077 0.0033

2017 0.0057 0.0019 3.1673 0.0081 0.0034
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こ
の
よ
う
に
各
項
目
の
需
要
の
減
少
は
、
全
国
に
限
ら
ず
福
岡
県
伝
統
産
業
生
産
額
の
推
移
に
も
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、表
２
の
福
岡
県
伝
統
産
業
（
大
川
家
具
、博
多
織
、久
留
米
絣
、八
女
提
灯
、八
女
福
島
仏
壇
、

博
多
人
形
、
小
石
原
焼
お
よ
び
上
野
焼
）
の
生
産
額
（
実
質
）
の
推
移
は
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
～
二
〇
一
四

（
平
成
二
四
）
年
の
期
間
に
お
い
て
、年
々
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、小
石
原
焼
の
生
産
額
は
最
近
、

若
干
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
大
き
な

打
撃
を
受
け
現
在
復
興
途
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
し
て
も
、
伝
統
工
芸
品
の
生
産
額
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、こ
の
ま
ま
で
は
伝
統
工
芸
品
の
産
地
の
衰
退
に
と
も
な
っ
て
技
術
や
文
化
な
ど
の
消
滅
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

 

年 ⼤川家具 博多織 久留⽶絣 ⼋⼥提灯
⼋⼥福島
仏壇

博多⼈形 ⼩⽯原焼 上野焼

1983 1033.829 139.046 18.356 17.928 25.722 2.640
1984 1016.190 128.265 17.917 17.525 24.017 2.519
1985 1131.340 95.436 17.417 17.445 23.684 2.446
1986 1215.047 86.699 16.572 17.047 23.270 2.254
1987 1296.942 79.061 16.021 17.066 23.314 2.191
1988 1380.749 72.730 15.810 17.055 22.558 2.231
1989 1386.843 73.337 15.193 16.702 23.276 2.255
1990 1373.620 71.224 14.110 16.341 20.484 2.249
1991 1374.262 68.124 13.249 15.944 18.664 6.848 2.149
1992 1517.270 56.960 12.862 15.780 18.364 6.617 1.962
1993 1525.761 55.260 12.085 16.560 14.624 6.723 1.996
1994 1371.601 48.962 12.308 16.796 11.689 6.839 1.993
1995 1282.428 43.851 12.374 16.203 11.513 6.809 2.004
1996 1290.738 42.887 11.468 16.284 12.385 6.774 2.014
1997 1262.102 41.027 11.299 14.838 11.700 6.128 1.706
1998 1237.072 32.932 11.065 13.992 11.518 5.315 1.706
1999 1192.973 32.158 11.065 41.495 14.264 11.670 5.533 1.729
2000 1087.863 31.996 11.045 42.077 14.026 11.834 5.698 1.753
2001 971.485 30.049 10.725 40.774 14.182 11.523 5.496 1.596
2002 829.348 30.853 10.164 40.928 14.392 11.694 5.577 1.889
2003 659.206 33.646 10.057 38.492 14.629 11.154 5.851 1.646
2004 619.395 36.332 9.245 37.996 14.792 10.909 5.824 1.387
2005 607.205 37.366 8.875 38.301 15.414 9.809 5.885 1.401
2006 612.617 37.794 9.236 38.642 15.551 9.896 5.466 1.414
2007 586.738 32.470 8.924 37.977 14.241 9.019 6.171 0.949
2008 578.168 27.902 8.438 36.435 13.903 9.013 5.849 0.959
2009 536.379 27.591 8.875 34.730 13.506 8.682 5.595 1.061
2010 472.992 25.174 8.948 34.417 9.834 8.063 5.408 0.983
2011 458.044 24.302 8.901 33.603 8.001 7.901 5.501 1.000
2012 422.256 22.272 8.768 32.148 8.062 7.054 5.644 0.907
2013 466.136 20.728 8.696 29.323 7.584 7.078 5.764 0.910
2014 468.058 20.074 8.546 28.024 6.956 6.857 5.863 0.994

表 2. 福岡県伝統産業生産額（実質）の推移　（暦年、1億円）
資料：福岡県商工部「福岡県経済データファイル」より作成　
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そ
れ
で
は
如
何
に
す
れ
ば
こ
の
危
機
的
状
況
か
ら
回
避
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
突
き
当
た
り
ま
す
。
こ
の

問
題
回
避
の
た
め
に
、
ま
ず
は
全
国
の
伝
統
工
芸
品
や
そ
れ
に
付
帯
す
る
日
用
品
に
該
当
す
る
需
要
構
造
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
全
国
や
九
州
地
域
の
消
費
者
の

伝
統
工
芸
品
や
そ
れ
に
付
帯
す
る
日
用
品
に
対
す
る
消
費
意
識
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
伝
統
工
芸
品
や
そ
れ
に
付
帯
す
る
日
用
品
は
地
場
産
業
の
企
業
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
場
産

業
と
は
、
①
特
定
の
地
域
で
起
こ
っ
た
時
期
が
古
く
伝
統
の
あ
る
産
地
で
あ
る
こ
と
、
②
特
定
の
地
域
に
同
一
業

種
の
中
小
零
細
企
業
が
地
域
的
企
業
集
団
を
形
成
し
て
集
中
立
地
し
て
い
る
こ
と
、③
多
く
の
地
場
産
業
の
生
産
、

販
売
構
造
が
い
わ
ゆ
る
社
会
的
分
業
体
制
を
特
色
と
し
て
い
る
こ
と
、④
ほ
か
の
地
域
で
は
あ
ま
り
産
出
し
な
い
、

そ
の
地
域
独
自
の
「
特
産
品
」
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
、
⑤
地
場
産
業
は
他
の
地
域
産
業
と
違
っ
て
市
場
を
広
く

全
国
や
外
国
に
求
め
て
製
品
を
販
売
し
て
い
る
こ
と
と
の
定
義
が
一
般
的
で
あ
り
ま
す
（
注
一
）。
こ
れ
ら
の
一

般
的
な
こ
と
は
九
州
地
方
の
地
場
産
業
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
が
、
最
近
に
お
き
ま
し
て
は
業
種
に
よ
っ
て
分
業

や
集
積
そ
れ
ぞ
れ
の
度
合
い
が
異
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
定
義
の
な
か
で
特

定
の
地
域
で
興
っ
た
時
期
が
古
く
伝
統
の
あ
る
産
地
で
あ
る
こ
と
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
地
場
産
業
の
企
業
の
定
義
を
踏
ま
え
て
、消
費
者
が
伝
統
工
芸
品
や
そ
れ
に
付
帯
す
る
日
用
品
を
購
入
（
消
費
）

す
る
仕
組
み
や
意
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

本
章
で
は
、
以
下
の
各
論
に
つ
い
て
、
家
計
調
査
デ
ー
タ
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
得
た
デ
ー
タ
を
用
い
、

統
計
的
処
理
を
お
こ
な
っ
た
結
果
（
成
果
）
に
基
づ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

二
・
一
　
全
国
の
消
費
者
の
行
動
（
所
得
の
影
響
）

　

全
国
の
消
費
者
が
購
入
し
た
商
品
の
デ
ー
タ
は
『
家
計
調
査
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。『
家
計
調
査
』
は
全

国
を
母
集
団
と
し
て
層
化
三
段
抽
出
法
（
第
一
抽
出
単
位
が
市
町
村
、
第
二
次
抽
出
単
位
が
単
位
区
、
第
三
次
抽

出
単
位
が
世
帯
）
で
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。
詳
し
く
は
総
務
省
統
計
局
の
『
家
計
調
査
年
報
』
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
抽
出
世
帯
は
一
〇
〇
〇
〇
で
す
。
そ
の
う
ち
の
毎
年
約
八
〇
〇
〇
世
帯
の
標
本
抽
出
で
す
が
、
全

国
世
帯
を
代
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
は
消
費
者
自
ら
の
所
得
（
予
算
）
制
約
の
下
で
、
自
ら
の
欲
し
い
商

品
を
満
足
し
て
購
入
し
た
消
費
（
需
要
）
量
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
結
果
は
わ
が
国
の
消
費

者
の
平
均
的
な
行
動
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
回
帰
分
析
と
い
う
統
計
処
理
に
よ
っ
て
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た

数
値
は
、
弾
力
性
と
い
う
考
え
方
の
も
の
で
す
。
弾
力
性
と
は
、
た
と
え
ば
所
得
が
こ
れ
ま
で
よ
り
一
パ
ー
セ
ン

ト
増
加(

減
少)

す
る
と
、
そ
の
需
要
は
何
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
（
減
少
）
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
弾
力
性
の
値
が
正
（
プ
ラ
ス
）
の
一
を
超
え
る
ほ
ど
所
得
の
影
響
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
。
全
国
の

二
人
以
上
の
世
帯
階
層
別
デ
ー
タ
を
通
じ
て
一
九
七
五
（
昭
和
五
〇
）
年
か
ら
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
ま
で
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金
額
弾
力
性
と
数
量
弾
力
性
を
毎
年
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
参
考
文
献
〔
一
三
〕
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
は
結
論
の
み
述
べ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
金
額
弾
力
性
と
数
量
弾
力
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
考
え
方
を
最
初
に
示
し
た
の
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
ォ
ル
ド
＝
ユ
レ
イ
ン
と
い
う
計
量
経
済
学
者
で
あ
り
ま
し

た
（
注
二
）。
端
的
に
言
え
ば
、消
費
支
出
金
額
と
所
得
と
の
関
係
で
求
め
た
も
の
が
金
額
弾
力
性
、消
費
（
需
要
）

量
と
所
得
と
の
関
係
で
求
め
た
も
の
が
数
量
弾
力
性
で
す
。
こ
れ
ら
の
弾
力
性
は
同
じ
商
品
で
あ
る
場
合
、
同
じ

値
と
な
り
ま
す
が
、
仮
に
数
量
弾
力
性
よ
り
も
金
額
弾
力
性
が
大
き
い
と
、
そ
こ
に
は
品
質
の
良
い
商
品
を
消
費

者
は
購
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
こ
で
の
品
質
の
良
い
商
品
は
高
価
格
の
商
品
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
商
品
項
目
は
、「
茶
碗
・
皿
・
鉢
」、「
た
ん
す
」、「
食
器
戸
棚
」、「
婦
人
着
物
」
お
よ
び
「
婦

人
帯
」
で
あ
り
ま
す
。
金
額
弾
力
性
が
数
量
弾
力
性
よ
り
も
大
き
く
、
こ
の
期
間
ほ
ぼ
消
費
者
は
品
質
の
良
い
も

の
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
所
得
の
影
響
が
大
き
い
商
品
項
目
は
、「
婦
人
帯
」、「
婦
人
着
物
」、「
食
器
戸
棚
」、「
た

ん
す
」、「
茶
碗
・
皿
・
鉢
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者
は
所
得
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
商

品
項
目
を
増
や
す
消
費
行
動
を
お
こ
な
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
婦
人
帯
お
よ
び
婦
人
着
物

は
高
品
質
の
も
の
を
購
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

・
各
年
の
所
得
階
級
別
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら
、
所
得
の
影
響
が
大
き
い
商
品
項
目
は
、
婦
人
帯
、
婦

人
着
物
、
食
器
戸
棚
、
た
ん
す
、
茶
碗
・
皿
・
鉢
の
順
と
な
っ
て
い
流
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

・
消
費
者
は
所
得
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
品
質
の
良
い
商
品
を
購
入
す
る
可
能
性
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

POINT
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二
・
二
　
全
国
、
九
州
地
方
お
よ
び
北
九
州
・
福
岡
大
都
市
圏
の
消
費
者
行
動

                    （
所
得
の
影
響
、
価
格
と
保
有
量
効
果
の
影
響
）

　

消
費
項
目
需
要
に
対
す
る
価
格
の
影
響
は
『
家
計
調
査
』
の
時
系
列
デ
ー
タ
を
用
い
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
期
間
は
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
か
ら
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
ま
で
の
二
一
年
間
で
す
。
こ
の
期

間
の
価
格
の
影
響
を
求
め
る
場
合
、併
せ
て
所
得
の
影
響
と
と
も
に
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
わ
が
国
経
済
社
会
に
お
い
て
は
、
期
間
を
区
分

し
て
数
量
弾
力
性
を
求
め
ま
す
。
そ
の
弾
力
性
の
内
訳
は
、
時
系
列
で
み
る
所
得
弾
力
性
、
価
格
弾
力
性
お
よ
び

保
有
量
（
ス
ト
ッ
ク
）
効
果
で
す
。
こ
の
保
有
量
と
い
う
考
え
方
は
、
基
本
的
に
状
況
変
数
を
用
い
た
回
帰
分
析

で
求
め
ま
す
。
状
況
変
数
が
プ
ラ
ス
な
ら
ば
習
慣
効
果
を
示
し
、
そ
の
変
数
が
マ
イ
ナ
ス
な
ら
ば
保
有
量
効
果
を

示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
状
況
変
数
を
取
り
入
れ
た
考
え
方
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ウ
ッ
タ
カ
ー
＝

テ
イ
ラ
ー
（
注
三
）
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
考
え
方
に
準
じ
て
得
ら
れ
た
結
果
で
影

響
を
考
え
ま
し
ょ
う
（
注
四
）。

　

分
析
す
る
全
国
の
商
品
項
目
は
、「
茶
碗
・
皿
・
鉢
」、「
た
ん
す
」、「
食
器
戸
棚
」、「
婦
人
着
物
」
お
よ
び
「
婦
人
帯
」

で
あ
り
ま
す
。
所
得
階
層
別
で
求
め
た
所
得
の
影
響
と
同
様
、時
系
列
で
求
め
た
所
得
の
影
響
は
、「
た
ん
す
」、「
茶

わ
ん
・
皿
・
鉢
」
を
除
く
、
す
べ
て
の
項
目
需
要
で
所
得
と
の
関
係
が
大
き
い
こ
と
が
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
す

べ
て
の
項
目
需
要
と
価
格
と
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
い
え
ま
す
。と
く
に「
茶
わ
ん
・
皿
・

鉢
」
は
必
需
品
的
性
格
が
強
い
商
品
で
価
格
と
の
関
係
は
需
要
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
せ
ん
。。
過
去
の
商
品

の
購
入
が
影
響
し
て
現
在
の
需
要
を
増
や
す
項
目
は
「
た
ん
す
」、「
婦
人
着
物
」
お
よ
び
「
婦
人
帯
」
で
す
。
全

国
の
場
合
、
保
有
量
効
果
は
働
か
ず
、
過
去
の
需
要
の
影
響
に
よ
っ
て
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
れ
は
買
い
換
え
時
期
の
デ
ー
タ
を
用
い
分
析
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
全
国
の
「
た
ん
す
」、「
食
器
戸
棚
」、「
婦
人
用
着
物
」
お
よ
び
「
婦
人
用
帯
」
の
需
要
は
、
所
得

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
需
要
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

・
す
べ
て
の
需
要
項
目
に
つ
い
て
、
価
格
や
保
有
量
の
影
響
は
働
い
て
い
ま
せ
ん
。「
茶
わ
ん
・
皿
・

鉢
」
は
必
需
品
的
性
格
が
強
く
、
所
得
、
価
格
お
よ
び
保
有
量
効
果
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
は
働
い
て

い
ま
せ
ん
。

POINT
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九
州
地
方
の
商
品
項
目
の
需
要
に
対
す
る
所
得
と
価
格
に
影
響
に
つ
い
て
は
、
全
国
と
同
様
の
も
の
で
す
。
そ

の
程
度
は
、
所
得
効
果
に
つ
い
て
は
全
国
の
そ
れ
と
同
様
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
価
格
の
影
響
は

全
国
の
そ
れ
よ
り
も
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
茶
わ
ん
・
皿
・
鉢
」
は
全
国
の
そ
れ
よ
り
も
必
需
品
的
性
格
が

強
い
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
た
ん
す
」、「
婦
人
用
着
物
」
お
よ
び
「
婦
人
用
帯
」
は
保
有
量
効
果
が
あ
る
程

度
働
い
て
い
ま
す
の
で
、過
去
の
消
費
に
よ
っ
て
、こ
の
消
費
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
食
器
戸
棚
」

お
よ
び
「
茶
わ
ん
・
皿
・
鉢
」
は
切
り
替
え
時
期
の
分
析
に
あ
た
っ
て
お
り
過
去
の
消
費
の
影
響
に
よ
り
若
干
需

要
が
増
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
九
州
地
方
に
つ
い
て
も
所
得
と
価
格
に
つ
い
て
は
、
全
国
と
同
様
の
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・「
た
ん
す
」、「
婦
人
用
着
物
」
お
よ
び
「
婦
人
用
帯
」
に
つ
い
て
は
、
全
国
と
異
な
り
、
保
有
量

効
果
が
働
い
て
、
こ
れ
ら
の
需
要
を
わ
ず
か
に
減
ら
す
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

POINT北
九
州
・
福
岡
大
都
市
圏
の
商
品
項
目
は
全
国
と
同
様
の
も
の
で
す
。
商
品
項
目
の
需
要
に
対
す
る
所
得
の
影
響

は
「
た
ん
す
」
を
除
け
ば
、
全
国
お
よ
び
九
州
地
方
の
そ
れ
ら
よ
り
も
少
な
い
で
す
が
、
所
得
の
影
響
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
商
品
需
要
に
対
す
る
価
格
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。「
た
ん
す
」
お
よ
び
「
婦

人
用
着
物
」
の
保
有
量
効
果
は
大
き
く
は
な
い
も
の
の
そ
の
効
果
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

外
の
項
目
の
需
要
に
は
保
有
量
効
果
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
北
九
州
・
福
岡
大
都
市
圏
に
つ
い
て
は
、「
食
器
戸
棚
」
を
除
け
ば
、
他
の
項
目
の
需
要
に
は
所

得
の
影
響
が
強
く
働
い
て
い
ま
す
。

・
す
べ
て
の
項
目
の
需
要
は
価
格
の
影
響
が
ほ
と
ん
ど
働
い
て
い
ま
せ
ん
。「
た
ん
す
」
と
「
婦
人

用
着
物
」
は
保
有
量
効
果
が
若
干
働
い
て
い
ま
す
。

POINT　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
二
・
二
に
つ
い
て
の
詳
細
は
参
考
文
献
〔
一
一
〕
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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二
・
三
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
伝
統
工
芸
品
に
対
す
る
全
国
専
業
主
婦
の
消
費
意
識

　

二
・
一
お
よ
び
二
・
二
節
の
『
家
計
調
査
』
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
結
果
は
、
伝
統
工
芸
品
項
目
に
あ
た
る
平
均
的

な
需
要
構
造
の
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
析
よ
り
、
項
目
需
要
は
所
得
の
影
響
が
大
き
く
、
価
格
に
は
影
響
さ

れ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。「
た
ん
す
」と「
婦
人
用
着
物
」に
は
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
働
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
こ
で
の
二
・
三
節
は
全
国
規
模
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
伝
統
工
芸
品
の
う
ち
陶
磁
器
需
要
分
析
で
あ
り
、

家
計
の
消
費
主
体
で
あ
る
専
業
主
婦
の
消
費
行
動
分
析
の
結
果
の
解
釈
を
行
い
ま
す
。
分
析
結
果
の
詳
細
は
参
考

文
献
〔
一
二
〕
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
（
注
五
）。
分
析
モ
デ
ル
は
ア
メ
リ
カ
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ス
、
モ
ー
ガ
ン

＝
ソ
ン
ク
イ
ス
ト
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
多
重
分
類
分
析
法
で
あ
り
、
内
山
研
究
員
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

し
、
統
計
処
理
（
注
六
）
を
行
っ
た
結
果
で
す
。

　

次
節
以
降
の
「
日
用
品
と
し
て
の
陶
磁
器
の
品
質
と
価
格
に
関
す
る
全
国
の
消
費
者
意
識
」、「
博
多
織
需
要
に

対
す
る
九
州
地
方
成
人
女
性
の
消
費
者
意
識
」
お
よ
び
「
伝
統
工
芸
品
久
留
米
絣
に
対
す
る
消
費
者
意
識
」
に
つ

い
て
も
多
重
分
類
分
析
法
を
用
い
て
統
計
処
理
し
て
い
ま
す
。
そ
の
統
計
処
理
の
結
果
は
、
収
束
計
算
に
基
づ
く

構
成
比
概
念
で
の
消
費
者
意
識
に
対
す
る
各
要
因
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
の
強
さ
と
、
要
因
の
組
合
せ
の
影
響
の
強
さ

を
示
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
（
要
点
）
に
は
各
要
因
の
組
合
せ
の
影
響
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
節
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
ー
タ
は
、
伝
統
工
芸
品
の
う
ち
、
陶
磁
器
の
購
買
に
か
か
る
消
費
者
意
識
に

関
す
る
も
の
で
、
日
用
品
、
美
術
工
芸
品
お
よ
び
贈
答
品
の
も
の
で
す
。
こ
の
調
査
は
マ
ク
ロ
ミ
ル
社
に
委
託
し
、

ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
す
。
調
査
日
は
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
八
月
三
日
（
金
）
～
八
月

六
日
（
月
）
で
、
対
象
と
な
る
地
方
と
サ
ン
プ
ル
数
は
北
海
道
の
四
八
人
、
東
北
地
方
（
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮

城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福
島
県
）
の
七
五
人
、
関
東
地
方
（
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉

県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
）
の
三
六
四
人
、
中
部
地
方
（
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井
県
、
山
梨
県
、
長

野
県
、
岐
阜
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
）
の
一
八
九
人
、
近
畿
地
方
（
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵

庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
）
の
一
六
八
人
、
中
国
地
方
（
鳥
取
県
、
島
根
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、
山
口
県
）

の
六
一
人
、
四
国
地
方
（
徳
島
県
、
香
川
県
、
愛
媛
県
、
高
知
県
）
の
三
四
人
、
九
州
地
方
（
福
岡
県
、
佐
賀
県
、

長
崎
県
、
熊
本
県
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
、
沖
縄
県
）
の
一
一
五
人
で
総
計
一
〇
五
四
人
で
す
。
こ
の

各
サ
ン
プ
ル
数
は
各
地
方
人
口
を
総
人
口
で
割
っ
た
各
比
率
を
地
方
人
口
総
計
（
一
〇
五
四
）
に
乗
じ
て
抽
出
さ

れ
た
サ
ン
プ
ル
数
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
う
ち
、
日
用
品
陶
磁
器
の
購
入
主
体
で
あ
る
専
業
主
婦
は
一
〇
五
四

人
か
ら
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
抽
出
し
て
い
ま
す
。
抽
出
さ
れ
た
専
業
主
婦
は
二
二
一
人
（
全
サ
ン
プ
ル
の

二
〇
・
九
七
％
）
で
す
。
専
業
主
婦
の
購
入
動
機
（「
半
年
・
一
年
一
回
購
入
」、「
数
年
に
一
回
・
そ
れ
以
下
で
購

入
」、「
割
れ
た
と
き
・
消
耗
し
た
と
き
に
購
入
」、「
陶
磁
器
は
購
入
し
な
い
」）
に
、
子
ど
も
の
有
無
、
年
齢
区
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分
（
二
〇
～
四
〇
歳
未
満
、
四
〇
～
六
〇
歳
未
満
、
六
〇
歳
以
上
）、
年
間
世
帯
収
入
区
分
（
四
〇
〇
万
円
未
満
、

四
〇
〇
～
八
〇
〇
万
円
未
満
、
八
〇
〇
万
円
以
上
）、
購
入
場
所
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、
デ
パ
ー
ト
、
窯
元
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
陶
器
市
・
そ
の
他
）、
一
個
当
た
り
の
購
入
価
格
（
五
〇
〇
円
未
満
、
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇

円
未
満
、
一
〇
〇
〇
円
以
上
）、
地
方
（
関
東
、
中
部
、
近
畿
、
九
州
、
そ
の
他
（
北
海
道
・
東
北
・
中
国
・
四
国
）

が
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
を
多
重
分
類
分
析
法
で
求
め
て
い
ま
す
。
詳
細
は
〔
一
二
〕
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
半
年
・
一
年
一
回
購
入
」
と
回
答
し
た
専
業
主
婦
は
六
六
人
で
、
年
齢
区
分
の
二
〇
～
四
〇
歳
未
満
と
六
〇

歳
以
上
、
年
間
世
帯
収
入
区
分
の
四
〇
〇
万
円
未
満
と
四
〇
〇
～
八
〇
〇
万
円
未
満
、
一
個
当
た
り
の
購
入
価
格

の
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
と
一
〇
〇
〇
円
以
上
、
近
畿
と
中
国
地
方
を
除
く
す
べ
て
の
地
方
が
こ
の
購
入
に

影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
数
年
に
一
回
・
そ
れ
以
下
で
購
入
」
と
回
答
し
た
専
業
主
婦
は
四
四
人
で
、
子
ど
も
有
、
年
齢
区
分
の
四
〇

～
六
〇
歳
未
満
、
購
入
場
所
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
と
デ
パ
ー
ト
、
一
個
当
た
り
の
購
入
価
格
の
一
〇
〇
〇

円
以
上
、
近
畿
と
そ
の
他
の
地
方
が
こ
の
購
入
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
割
れ
た
と
き
・
消
耗
し
た
と
き
に
購
入
」
と
回
答
し
た
専
業
主
婦
は
九
八
人
で
、
子
ど
も
無
、
年
齢
区
分
の

四
〇
～
六
〇
歳
未
満
と
六
〇
歳
以
上
、
年
間
世
帯
収
入
区
分
の
四
〇
〇
万
円
未
満
と
八
〇
〇
万
円
以
上
、
購
入
場

所
の
窯
元
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
陶
器
市
・
そ
の
他
、
一
個
当
た
り
の
購
入
価
格
の
五
〇
〇
円
未
満
と
五
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
円
未
満
、
中
部
・
近
畿
・
九
州
地
方
が
こ
の
購
入
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
陶
磁
器
は
購
入
し
な
い
（
陶
磁
器
以
外
の
商
品
を
購
入
）」
と
回
答
し
た
専
業
主
婦
は
一
三
人
で
、
年
齢
区
分

の
二
〇
～
四
〇
歳
未
満
、
購
入
場
所
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、
デ
パ
ー
ト
お
よ
び
窯
元
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

陶
器
市
・
そ
の
他
、
購
入
価
格
の
五
〇
〇
円
未
満
、
関
東
地
方
が
こ
の
購
入
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

・「
半
年
・
一
年
一
回
購
入
」
の
専
業
主
婦
の
購
入
行
動
は
、
と
く
に
六
〇
歳
以
上
、
世
帯
収
入

八
〇
〇
万
円
以
下
、購
入
価
格
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
、地
方
は
関
東・中
部・そ
の
他
（
北

海
道
・
東
北
・
中
国
・
四
国
）
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
数
年
一
回
・
そ
れ
以
下
で
購
入
」
の
専
業
主
婦
の
購
入
行
動
は
、
と
く
に
子
供
有
、
年
齢
区
分

四
〇
～
六
〇
歳
未
満
、
世
帯
収
入
八
〇
〇
万
円
以
上
、
購
入
場
所
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、

一
個
当
た
り
の
購
入
価
格
一
〇
〇
〇
円
以
上
、
地
方
は
近
畿
・
そ
の
他
（
北
海
道
・
東
北
・
中
国
・

四
国
）
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
割
れ
た
と
き
・
消
耗
し
た
と
き
に
購
入
」
の
専
業
主
婦
の
購
入
行
動
は
、
と
く
に
年
齢
区
分
は

四
〇
歳
以
上
、
世
帯
収
入
が
四
〇
〇
万
円
未
満
と
八
〇
〇
万
円
以
上
、
購
入
場
所
に
つ
い
て
は

窯
元
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
陶
器
市
・
そ
の
他
、
一
個
当
た
り
の
購
入
価
格
は
五
〇
〇
円
未
満

POINT
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と
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
以
上
と
分
か
れ
て
い
ま
す
し
、
地
方
は
中
部
、
近
畿
、
九
州
に
反
応

し
て
い
ま
す
。

・「
陶
磁
器
は
購
入
し
な
い
（
陶
磁
器
以
外
の
商
品
）」
専
業
主
婦
の
購
入
行
動
は
、
年
齢
区
分
二
〇

～
四
〇
歳
未
満
、
購
入
場
所
に
つ
い
て
は
質
問
項
目
す
べ
て
に
関
係
し
そ
の
中
で
も
デ
パ
ー
ト
、

陶
磁
器
以
外
の
日
用
品
を
購
入
す
る
場
合
、
一
個
当
た
り
の
購
入
価
格
は
五
〇
〇
円
未
満
、
地

方
は
関
東
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

二
・
四
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
日
用
品
と
し
て
の
陶
磁
器
の
品
質
と
価
格

                 

に
関
す
る
全
国
消
費
者
意
識

　

こ
こ
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
前
節
の
二
・
二
節
と
同
様
、
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
、
調
査

日
は
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
八
月
三
日
（
金
）
～
八
月
六
日
（
月
）
で
す
。
対
象
と
な
る
地
方
と
サ
ン
プ
ル

数
は
北
海
道
の
四
八
人
、
東
北
地
方
の
七
五
人
、
関
東
地
方
の
三
六
四
人
、
中
部
地
方
の
一
八
九
人
、
近
畿
地
方

の
一
六
八
人
、
中
国
地
方
の
六
一
人
、
四
国
地
方
の
三
四
人
、
九
州
地
方
の
一
一
五
人
で
総
計
一
〇
五
四
人
で
す
。

こ
こ
で
の
分
析
は
八
地
方
か
ら
、
産
地
と
消
費
地
と
が
接
近
し
て
い
る
関
東
、
中
部
、
近
畿
お
よ
び
九
州
地
方
を

取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
デ
ー
タ
を
多
重
分
類
分
析
法
で
得
た
結
果
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
方
ご
と
の
消
費
者

意
識
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
と
強
く
思
う
・
思
う
」、「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も

品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」
お
よ
び
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す

る
と
は
思
わ
な
い
・
ま
っ
た
く
思
わ
な
い
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
者
の
購
入
動
機
に
性
別
（
男
性
、
女
性
）、

年
齢
（
四
〇
歳
未
満
、
四
〇
～
六
〇
歳
未
満
、
六
〇
歳
以
上
）、
婚
姻
（
未
婚
、
既
婚
）、
子
ど
も
（
子
ど
も
な
し
、

子
ど
も
あ
り
）、
世
帯
収
入
区
分
（
四
〇
〇
万
円
未
満
、
四
〇
〇
～
八
〇
〇
万
円
未
満
、
八
〇
〇
万
円
以
上
）、
職
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業
（
会
社
員[

事
務
系
・
技
術
系]

、
公
務
員
・
そ
の
他
の
会
社
員
、
経
営
者
・
役
員
・
自
営
業
、
専
業
主
婦
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
自
由
業
）、
購
入
場
所
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、
デ
パ
ー
ト
、
窯
元
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

陶
器
市
・
そ
の
他
）、
一
個
当
た
り
の
購
入
価
格
（
五
〇
〇
円
未
満
、
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
、
一
〇
〇
〇

円
以
上
）
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
を
多
重
分
類
分
析
法
で
求
め
て
い
ま
す
。
詳
細
は
〔
五
〕
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

　

関
東
地
方

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
と
強
く
思
う
・
思
う
」と
回
答
し
た
人
は
一
三
四
名
で
、

男
性
、
四
〇
歳
未
満
と
六
〇
歳
以
上
、
未
婚
と
既
婚
、
子
ど
も
な
し
、
八
〇
〇
万
円
以
上
、
す
べ
て
の
職
業
区
分
、

デ
パ
ー
ト
、
一
〇
〇
〇
円
以
上
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
一
一
七
人
で
、

女
性
、
四
〇
～
六
〇
歳
未
満
、
未
婚
、
子
ど
も
あ
り
、
四
〇
〇
万
円
未
満
と
四
〇
〇
～
八
〇
〇
万
円
未
満
、
公
務

員
・
そ
の
他
の
会
社
員
と
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
自
由
業
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇

未
満
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
と
は
思
わ
な
い
・
ま
っ
た
く
思
わ
な
い
」
と
回
答
し

た
人
は
一
一
三
人
で
、
男
性
、
四
〇
歳
未
満
と
六
〇
歳
以
上
、
子
ど
も
あ
り
、
す
べ
て
の
収
入
世
帯
区
分
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
と
窯
元
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
陶
器
市
・
そ
の
他
、
五
〇
〇
円
未
満
が
こ
の
購
入
意
識
に
影

響
し
て
い
ま
す
。

・「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
」
と
い
う
消
費
者
は
、
と
く
に
六
〇
歳

以
上
の
既
婚
男
性
で
、
子
ど
も
が
あ
り
、
八
〇
〇
万
円
以
上
の
世
帯
所
得
の
経
営
者
や
役
員
の

職
業
で
、
一
個
当
た
り
の
価
格
が
一
〇
〇
〇
円
以
上
の
商
品
を
デ
パ
ー
ト
で
購
入
す
る
と
の
回

答
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
価
格
が
割
高
で
、
品
質
が
良
く
て
も
購
入
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
と
」
す
る
消
費
者
は
、
と
く

に
四
〇
～
六
〇
歳
未
満
の
未
婚
女
性
で
、
世
帯
所
得
が
四
〇
〇
万
円
未
満
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
・
自
由
業
で
、
も
し
購
入
す
る
な
ら
ば
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
一
個
当
た
り
の
値

段
が
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
の
も
の
を
購
入
す
る
と
い
う
回
答
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
陶
磁
器
以
外
の
日
用
品
を
購
入
」
す
る
消
費
者
は
、
と
く
に
六
〇
歳
以
上
の
男
性
で
、
す
べ
て

の
収
入
世
帯
区
分
に
属
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
一
個
当
た
り
の
価
格
が
五
〇
〇
円
未

満
の
も
の
を
購
入
す
る
と
い
う
回
答
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

POINT
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中
部
地
方

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
と
強
く
思
う
・
思
う
」
と
回
答
し
た
人
は
六
四
人

で
、
男
性
、
六
〇
歳
以
上
、
未
婚
と
既
婚
、
子
ど
も
あ
り
、
八
〇
〇
万
円
以
上
、
す
べ
て
の
職
業
、
デ
パ
ー
ト
、

五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
と
一
〇
〇
〇
円
以
上
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
五
五
人
で
、

女
性
、
四
〇
～
六
〇
歳
未
満
、
既
婚
、
子
ど
も
な
し
、
四
〇
〇
～
八
〇
〇
万
円
未
満
と
八
〇
〇
万
円
以
上
、
会
社

員
（
事
務
系
・
技
術
系
）、
公
務
員
・
そ
の
他
の
会
社
員
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
と
窯
元
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

陶
器
市
・
そ
の
他
、
購
入
価
格
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
と
は
思
わ
な
い
・
ま
っ
た
く
思
わ
な
い
」
と
回
答
し

た
人
は　
　

七
〇
人
で
、
男
性
、
四
〇
歳
未
満
、
子
ど
も
あ
り
、
全
世
帯
収
入
区
分
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・

自
由
業
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、
購
入
価
格
五
〇
〇
円
未
満
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

・「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
」
消
費
者
は
、
と
く
に
男
性
、
六
〇
歳

以
上
、
世
帯
収
入
八
〇
〇
万
円
以
上
、
会
社
員
（
事
務
系
・
技
術
系
）、
デ
パ
ー
ト
、
一
〇
〇
〇

円
以
上
に
よ
っ
て
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
品
質
が
良
く
て
も
購
入
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
す
る
消
費
者
は
、

子
ど
も
な
し
の
既
婚
女
性
で
、
四
〇
～
六
〇
歳
未
満
、
四
〇
〇
万
円
未
満
、
会
社
員
（
事
務
系・

技
術
系
）、
窯
元
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
陶
器
市
・
そ
の
他
、
購
入
価
格
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円

未
満
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
陶
磁
器
以
外
の
日
用
品
を
購
入
」
す
る
消
費
者
は
、
と
く
に
、
四
〇
歳
未
満
の
男
性
で
、
世
帯

収
入
四
〇
〇
万
円
未
満
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
自
由
業
の
人
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
で
購
入
価
格
五
〇
〇
円
未
満
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

POINT
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近
畿
地
方

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
と
強
く
思
う
・
思
う
」
と
回
答
し
た
人
は
五
九
人
で
、

女
性
、
四
〇
歳
未
満
と
六
〇
歳
以
上
、
未
婚
と
既
婚
、
子
ど
も
な
し
、
世
帯
収
入
無
関
係
、
す
べ
て
の
職
業
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
と
一
〇
〇
〇
円
以
上
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
五
三
人
、
女

性
、
四
〇
～
六
〇
歳
未
満
と
六
〇
歳
以
上
、
既
婚
、
子
ど
も
な
し
、
四
〇
〇
万
円
未
満
、
公
務
員
・
そ
の
他
の
会

社
員
、
経
営
者
・
役
員
・
自
営
業
と
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
自
由
業
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
と
デ
パ
ー
ト
、

五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
と
は
思
わ
な
い
・
ま
っ
た
く
思
わ
な
い
」
と
回
答
し

た
人
は
五
六
人
で
、
男
性
、
四
〇
歳
未
満
、
子
ど
も
あ
り
、
全
世
帯
収
入
が
関
係
、
専
業
主
婦
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
と
窯
元
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
陶
器
市
・
そ
の
他
、
購
入
価
格
五
〇
〇
円
未
満
が
こ
の
購
入
意
識
に
影

響
し
て
い
ま
す
。

・「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
」
と
い
う
消
費
者
は
、
と
く
に
既
婚

の
六
〇
歳
以
上
の
専
業
主
婦
で
、
子
ど
も
な
し
の
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
五
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
円
未
満
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
価
格
が
割
高
の
場
合
品
質
が
良
く
て
も
購
入
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
消
費
者
は
、
と

く
に
既
婚
で
六
〇
歳
以
上
の
子
ど
も
現
在
は
い
な
い
自
営
業
で
、
デ
パ
ー
ト
で
価
格
五
〇
〇
～

一
〇
〇
〇
円
未
満
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
陶
磁
器
以
外
の
日
用
品
を
購
入
」
す
る
消
費
者
は
、
と
く
に
四
〇
歳
未
満
で
、
高
世
帯
収
入
の

男
性
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
五
〇
〇
円
未
満
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

POINT
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九
州
地
方

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
と
強
く
思
う
・
思
う
」
と
回
答
し
た
人
は
四
五
人
で
、

男
性
、
四
〇
歳
未
満
と
四
〇
～
六
〇
歳
未
満
、
未
婚
と
既
婚
、
子
ど
も
な
し
、
す
べ
て
の
職
業
区
分
、
窯
元
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
陶
器
市
・
そ
の
他
、
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
と
一
〇
〇
〇
円
以
上
が
こ
の
購
入
意
識
に
影

響
し
て
い
ま
す
。

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
三
一
人
で
、

男
性
、
四
〇
～
六
〇
歳
未
満
と
六
〇
歳
以
上
、
未
婚
と
既
婚
、
子
ど
も
な
し
、
経
営
者
・
役
員
・
自
営
業
と
専
業

主
婦
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
と
デ
パ
ー
ト
、
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い

ま
す
。

　
「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
と
は
思
わ
な
い
・
ま
っ
た
く
思
わ
な
い
」
と
回
答
し

た
人
は
三
九
人
で
、
女
性
、
四
〇
歳
未
満
と
六
〇
歳
以
上
、
子
ど
も
あ
り
、
す
べ
て
の
世
帯
収
入
区
分
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
、
五
〇
〇
円
未
満
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

・「
価
格
が
割
高
で
あ
っ
て
も
品
質
が
良
け
れ
ば
購
入
す
る
」
と
い
う
消
費
者
は
、
と
く
に
四
〇
歳

未
満
の
既
婚
の
男
性
で
、
す
べ
て
の
職
業
に
存
在
し
、
窯
元
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
陶
器
市
・

そ
の
他
で
、
五
〇
〇
円
以
上
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
価
格
が
割
高
の
場
合
品
質
が
良
く
て
も
購
入
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
消
費
者
は
、
と

く
に
男
性
、四
〇
～
六
〇
歳
未
満
、既
婚
、子
ど
も
な
し
、経
営
者・役
員・自
営
業
と
専
業
主
婦
、

デ
パ
ー
ト
、
五
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
円
未
満
の
価
格
帯
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

・「
陶
磁
器
以
外
の
日
用
品
を
購
入
」
す
る
か
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
消
費
者
は
、
と
く
に
六
〇
歳

以
上
で
、
世
帯
年
収
四
〇
〇
万
円
未
満
の
女
性
で
、
購
入
場
所
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で

価
格
五
〇
〇
未
満
に
反
応
し
て
い
ま
す
。

POINT
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二
・
五
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
た
博
多
織
需
要
に
関
す
る
成
人
女
性
の
消
費
者
意
識

　

博
多
織
は
、通
説
で
は
、鎌
倉
時
代
の
一
二
三
五
（
嘉
禎
九
）
年
に
満
田
彌
三
右
衛
門
〔
み
つ
た 

や
ざ
え
も
ん
：

一
二
〇
二（
建
仁
二
）～
一
二
八
二（
弘
安
五
）年
〕が
円
爾
弁
円（
注
七
）〔
え
ん
に 

べ
ん
え
ん
＝
聖
一
国
師（
し
ょ

う
い
ち
こ
く
し
）：
一
二
〇
二
（
建
仁
二
）
～
一
二
八
〇
（
弘
安
三
）
年
〕
と
と
も
に
平
戸
か
ら
入
宋
し
、
弁
円

の
修
行
期
間
の
六
年
間
に
広
東
、
緞
子
お
よ
び
綾
羽
な
ど
の
織
業
や
そ
れ
に
関
連
す
る
朱
焼
、
箔
焼
入
法
な
ど
を

習
得
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
彌
三
右
衛
門
は
、
一
二
四
一
（
仁
治
二
）
年
に
弁
円
と
と
も
に
博
多
に
帰

国
後
、
自
ら
の
独
創
性
を
加
え
て
、
法
器
の
独
鈷
と
華
皿
を
図
案
化
し
て
「
独
鈷
う
け
織
」、「
華
う
け
織
」
を
織

り
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
唐
糸
織
ま
た
は
弥
三
織
と
い
い
、
そ
の
純
白
な
地
色
を
「
雪
の
下
」
と
い
っ
て
い

ま
す
。

　

彌
三
右
衛
門
の
死
後
、遠
縁
の
彦
三
郎
な
ど
が
業
を
つ
ぎ
代
々
伝
え
て
い
っ
て
い
ま
す
。
一
五
三
二
（
天
文
元
）

～
一
五
五
四
（
天
文
三
）
年
の
期
間
に
勘
合
貿
易
（
日
明
貿
易
：
割
符
に
よ
る
貿
易
）
で
輸
入
さ
れ
た
明
の
絹
織

物
を
み
て
竹
若
伊
右
衛
門
が
、
明
の
白
糸
で
、
彌
三
右
衛
門
の
伝
え
た
方
法
で
帯
地
な
ど
に
応
用
し
た
の
が
、
今

日
の
博
多
織
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
福
岡
藩
主
は
機
業
保
護
の
た
め
、
業
者
を
一
二
戸

に
制
限
し
、
宝
暦
・
明
和
こ
ろ
か
ら
年
々
博
多
織
三
反
、
帯
十
本
を
江
戸
幕
府
に
献
上
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
献

上
博
多
の
名
が
つ
い
て
い
ま
す
。
献
上
博
多
と
な
り
ま
し
た
博
多
織
は
織
屋
株
制
度
に
よ
り
保
護
管
理
さ
れ
た
高

品
質
と
希
少
価
値
を
有
し
ま
し
た
。
江
戸
後
期
に
は
藩
の
経
済
発
展
の
た
め
に
規
制
緩
和
が
な
さ
れ
庶
民
に
も
博

多
織
着
用
が
可
能
と
な
り
、
需
要
が
拡
大
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
需
要
拡
大
に
と
も
な
い
ま
し
て
新
た
な
織

屋
の
参
入
が
可
能
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
（
注
七
）（
注
八
）（
注
九
）。

　

現
在
の
伝
統
産
業
と
し
て
の
博
多
織
は
上
述
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
の
下
で
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
博
多
織

生
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
と
く
に
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
の
経
済
社
会
の
大
き
な
変
容
に
と
も
な
う
生
活
ス
タ

イ
ル
の
変
化
、
女
性
の
社
会
進
出
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
安
価
な
衣
類
製
品
の
参
入
な
ど
に
よ
り
博
多
織

に
と
ど
ま
ら
ず
、
帯
や
和
服
に
関
す
る
消
費
は
減
少
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
生
産
も
減
少
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮

小
へ
と
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
博
多
織
は
伝
統
的
生
産
技
術
を
用
い
、
博
多
区
で
生
産
さ
れ
て
き
た
絹
織
物
で
あ
り
ま
す
が
、

最
近
の
集
積
地
は
、
博
多
織
工
業
組
合
員
の
一
覧
に
あ
る
よ
う
に
福
岡
市
周
辺
へ
の
分
散
が
見
ら
れ
、
従
来
の
伝

統
産
業
の
定
義
が
変
容
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
博
多
織
に
つ
い
て
消
費
者
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
購
入
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら
分
析
し
ま
す
。
分
析
は
、
は
マ
ク
ロ
ミ
ル
社
に
委
託
し
て
行
な
っ
た
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
で
得
ら

れ
た
デ
ー
タ
を
用
い
ま
す
。
調
査
日
は
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
七
月
一
〇
日
（
水
）
～
七
月
一
一
日
（
木
）
で

す
。
調
査
対
象
者
は
、
博
多
織
と
い
う
分
析
対
象
上
、
九
州
地
方
の
消
費
者
で
福
岡
県
の
二
一
〇
人
、
佐
賀
県
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の
、
サ
ン
プ
ル
数
は
二
一
〇
人
、
長
崎
県
の
二
一
〇
人
、
熊
本
県
の
一
〇
五
人
、
大
分
県
の
一
〇
五
人
、
宮
崎
県

の
一
〇
五
人
お
よ
び
鹿
児
島
県
の
一
〇
五
人
で
総
計
一
〇
五
〇
人
で
す
。
こ
こ
で
の
分
析
は
、
博
多
織
需
要
構
造

の
分
析
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
で
得
ら
れ
ま
し
た
一
〇
五
〇
人
の
基
礎
デ
ー
タ
を
、
博
多
織

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
（
対
象
者
七
九
六
人
）
し
ま
す
と
「
博
多
織
を
持
っ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は

九
州
全
県
で
七
六
・
四
％
で
し
た
。「
博
多
織
に
つ
い
て
何
が
し
か
の
種
類
の
製
品
を
持
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た

人
は
二
三
・
六
％
で
し
た
。
潜
在
的
需
要
を
考
え
ま
す
と
、
何
が
し
か
の
博
多
織
製
品
を
持
っ
て
い
る
一
八
八
人

の
デ
ー
タ
を
再
集
計
し
、
一
二
七
人
を
ベ
ー
ス
と
す
る
デ
ー
タ
を
多
重
分
類
分
析
法
で
分
析
し
ま
し
た
。

　
「
帯
・
着
物
・
反
物
を
購
入
」、「
ネ
ク
タ
イ
等
の
購
入
」
お
よ
び
「
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
を

購
入
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費
者
の
購
入
動
機
は
、
年
齢
区
分
（
二
〇
～
三
〇
歳
未
満
、
三
〇
～
四
〇
歳
未

満
、
四
〇
～
五
〇
歳
未
満
、
五
〇
～
六
〇
歳
未
満
、
六
〇
歳
以
上
）、
世
帯
所
得
（
四
〇
〇
万
円
未
満
、
四
〇
〇

～
八
〇
〇
万
円
未
満
、
八
〇
〇
万
円
以
上
）、
職
業
（
公
務
員
・
経
営
者
・
役
員
、
会
社
員
（
事
務
系
）・
自
営
業
・

自
由
業
、
会
社
員
（
技
術
系
・
そ
の
他
）、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
そ
の
他
、
専
業
主
婦
）、
最
終
学
歴
（
高
卒
・

そ
の
他
（
中
卒
）、
文
系
の
専
門
学
校
卒
・
短
大
・
高
専
卒
、
文
系
以
外
の
専
門
学
校
卒
・
短
大
・
高
専
卒
、
大
卒
・

大
学
院
卒
）、
県
ダ
ミ
ー(

九
州
北
部
三
県
ダ
ミ
ー
、
他
県
ダ
ミ
ー)

が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
を
多
重

分
類
分
析
法
で
求
め
て
い
ま
す
。
詳
細
は
参
考
文
献
〔
一
五
〕
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
帯
・
着
物
・
反
物
を
購
入
」
と
回
答
し
た
人
は
六
三
人
で
、
五
〇
～
六
〇
未
満
、
六
〇
歳
以
上
、
四
〇
〇
～

八
〇
〇
万
円
未
満
、
八
〇
〇
万
円
以
上
、
公
務
員
・
経
営
者
・
役
員
、
会
社
員
（
事
務
系
）・
自
営
業
・
自
由
業
と
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
無
職
、
高
卒
・
そ
の
他
（
中
卒
）
と
文
系
以
外
の
専
門
学
校
卒
・
短
大
・
高
専
卒
、
北
部
三

県
以
外
の
県
ダ
ミ
ー
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
「
ネ
ク
タ
イ
等
の
購
入
」
と
回
答
し
た
人
は
五
一
人
で
、
二
〇
～
三
〇
歳
未
満
と
四
〇
～
五
〇
歳
未
満
、

四
〇
〇
～
八
〇
〇
万
円
未
満
、
公
務
員
・
経
営
者
・
役
員
、
会
社
員
（
事
務
系
）・
自
営
業
・
自
由
業
と
会
社
員

（
技
術
系
・
そ
の
他
）、
文
系
の
専
門
学
校
卒
・
短
大
・
高
専
卒
、
九
州
北
部
三
県
ダ
ミ
ー
が
こ
の
購
入
意
識
に
影

響
し
て
い
ま
す
。

　
「
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
・
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
を
購
入
」
と
回
答
し
た
人
は
一
三
人
で
、
二
〇
～
三
〇
歳
未
満
と

三
〇
～
四
〇
歳
未
満
と
四
〇
～
五
〇
歳
未
満
、
四
〇
〇
万
円
未
満
、
八
〇
〇
万
円
以
上
、
会
社
員
（
技
術
系
）
と

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
無
職
と
専
業
主
婦
、
文
系
以
外
の
専
門
学
校
卒
・
短
大
・
高
専
卒
、
九
州
北
部
三
県
ダ

ミ
ー
が
こ
の
購
入
意
識
に
影
響
し
て
い
ま
す
。
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・
博
多
織
の
技
術
を
残
す
た
め
に
、
高
付
加
価
値
の
帯
な
ど
の
博
多
織
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
が
重

要
な
こ
と
で
す
。
行
政
と
工
業
組
合
と
が
共
同
で
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
海
外
の
高
所
得
者
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
低
価
格
で
品
質
の
良
い
博
多
織
小
物
を
生
産
す
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
部

三
県
で
な
く
、
九
州
新
幹
線
お
よ
び
西
九
州
新
幹
線
の
開
業
に
よ
っ
て
、
熊
本
県
や
鹿
児
島
県
お

よ
び
全
国
旅
行
者
に
よ
る
需
要
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

・
住
宅
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
装
飾
品
と
し
て
の
博
多
織
を
生
産
す
る
こ
と
で
す
。

POINT二
・
六
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
た
久
留
米
絣
需
要
に
関
す
る
消
費
者
意
識

　

久
留
米
絣
は
「
江
戸
後
期
に
筑
後
国
御
井
郡
久
留
米
通
外
町
の
米
穀
商
平
山
源
蔵
の
娘
で
、
井
上
治
八
の
妻
の

井
上
伝
〔
い
の
う
え　

で
ん
：
一
七
八
八
（
天
明
八
）
～
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
）〕
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

彼
女
は
一
七
九
九
（
寛
政
一
一
）
～
一
八
〇
〇
（
寛
政
一
二
）
年
の
一
三
歳
の
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
白
い
木
綿
糸
を

括
り
、
藍
汁
に
浸
し
て
か
ら
括
り
糸
を
解
い
て
織
っ
た
と
こ
ろ
、
白
紋
が
雪
霰
飛
舞
の
よ
う
に
織
り
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
、
霰
織
・
霜
降
り
織
・
お
伝
加
寿
利
な
ど
と
称
せ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
次
第
に
広
ま
り
、
文
政
年
間
（
一
八
一
八
～
二
九
年
）
の
末
に
は
彼
女
に
技
法
を
授
け
ら
れ
た
人
々

が
四
〇
〇
名
に
達
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
絣
の
改
良
と
伝
播
に
久
留
米
藩
の
田
中
近
江
と
紺
屋
佐
助
の
尽

力
が
あ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
（
注
一
一
）。

　

こ
の
文
政
年
間
に
は
自
給
的
織
物
生
産
か
ら
商
品
生
産
へ
と
移
行
し
、
久
留
米
絣
産
地
の
形
成
に
至
っ
た
と
思

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
久
留
米
絣
は
技
術
開
発
が
あ
り
ま
し
た
が
、
粗
製
濫
造
の
時
期
も
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。「
明
治
中
期
以
降
は
生
産
・
流
通
体
制
が
変
化
し
、
括
り
―
染
色
―
製
織
と
い
う
一
貫
生
産
か
ら
各
工

程
の
専
門
的
な
分
業
体
制
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
織
元
が
絣
括
り
職
人
に
括
り
を
さ
せ
、
そ
れ
を
藍
で
糸

染
色
し
、
整
経
な
ど
を
施
し
た
も
の
を
周
辺
の
零
細
農
家
に
手
機
織
機
と
と
も
に
貸
し
出
し
て
製
織
さ
せ
る
形
態
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を
と
っ
て
い
ま
す
。
明
治
後
期
以
降
の
久
留
米
絣
は
農
村
需
要
に
支
え
ら
れ
生
産
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、
織

元
は
農
家
の
副
業
的
生
産
に
依
存
す
る
と
と
も
に
、
問
屋
制
家
内
工
業
な
い
し
工
場
制
手
工
業
へ
の
移
行
期
で

あ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
（
注
一
二
）（
注
一
三
）。

　

し
か
し
、「
明
治
中
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
久
留
米
絣
生
産
を
安
定
的
に
担
っ
た
の
は
、
刑
務
所
に
お
け
る

絣
織
物
生
産
で
あ
り
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
久
留
米
絣
生
産
を
製
織
す
る
刑
務
所
は
全
国
に
拡
大
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
刑
務
所
生
産
は
農
家
の
副
業
と
違
い
、
生
産
量
に
季
節
変
化
が
な
く
、
織
子
が
力
強
い

男
性
の
た
め
地
風
（
味
わ
い
）
も
よ
く
小
柄
（
縞
柄
が
細
か
い
こ
と
な
ど
）
の
柄
合
わ
せ
が
き
れ
い
に
で
き
る
と

い
う
利
点
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
久
留
米
絣
は
戦
後
の
も
の
不
足
時
代
を
背
景
に
急
速

に
生
産
を
復
興
さ
せ
ま
し
た
が
、
高
度
経
済
成
長
直
前
に
戦
後
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
衣
服
素

材
と
し
て
の
久
留
米
絣
織
物
は
急
速
に
進
む
洋
装
化
と
、
量
産
化
が
困
難
と
い
う
制
約
、
そ
し
て
他
の
量
産
的
広

幅
産
地
の
成
長
が
あ
り
、
次
第
に
市
場
を
失
っ
て
い
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
（
注
一
四
）。

　

全
国
的
に
、
伝
統
的
工
芸
品
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
安
価
な
労
働
力
の
発
展
途
上
国
の
製
品
）
の
波
に
の
ま
れ
生

産
量
を
減
少
さ
せ
て
い
ま
す
の
で
、
と
く
に
繊
維
製
品
生
産
の
減
少
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
久
留
米

絣
生
産
量
も
同
じ
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
久
留
米
絣
生
産
は
、
久
留
米
絣
協
同
組
合
を
中
心
と

し
て
、
審
査
基
準
を
設
け
、
認
定
条
件
に
合
格
し
た
商
品
に
合
格
証
を
与
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
（
注

一
五
）。
協
同
組
合
は
品
質
を
維
持
し
、
業
界
の
発
展
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
久
留
米
絣
は
約
二
二
〇

年
の
歴
史
と
伝
統
か
ら
文
化
と
技
術
が
継
続
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
久
留
米
絣
は
伝
統
技
術
を
守
り

つ
つ
も
新
し
い
生
産
物
を
現
在
の
集
積
地
（
久
留
米
・
広
川
地
域
）
で
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
久
留
米
絣

生
産
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
久
留
米
絣
に
つ
い
て
消
費
者
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
購
入
す
る
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

か
ら
分
析
し
ま
す
。
分
析
は
、
博
多
織
の
調
査
と
同
様
、
マ
ク
ロ
ミ
ル
社
に
委
託
し
て
行
な
っ
た
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー

チ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い
ま
す
。
調
査
日
は
二
〇
一
九（
令
和
元
）年
七
月
一
〇
日（
水
）～
七
月
一
一
日（
木
）

で
す
。
調
査
対
象
者
は
、
久
留
米
絣
と
い
う
分
析
対
象
上
、
九
州
地
方
の
消
費
者
で
、
サ
ン
プ
ル
数
は
福
岡
県
の

二
一
〇
人
、
佐
賀
県
の
二
一
〇
人
、
長
崎
県
の
二
一
〇
人
、
熊
本
県
の
一
〇
五
人
、
大
分
県
の
一
〇
五
人
、
宮
崎

県
の
一
〇
五
人
お
よ
び
鹿
児
島
県
の
一
〇
五
人
で
総
計
一
〇
五
〇
人
で
す
。
こ
こ
で
の
分
析
は
、
久
留
米
絣
需
要

構
造
の
分
析
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
で
得
ら
れ
た
一
〇
五
〇
人
の
基
礎
デ
ー
タ
を
、
久
留
米

絣
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
し
ま
す
と
、
九
州
全
県
で
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」（
認
知
度
）
と
回
答
し
た
人
は

一
二
五
人
で
あ
り
ま
す
。
九
州
全
県
に
対
し
て
北
部
三
県
が
（
福
岡
県
、
佐
賀
県
お
よ
び
長
崎
県
）
七
〇
・
四
％

を
占
め
て
い
て
、
産
地
近
郊
の
県
の
認
知
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

久
留
米
絣
を
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
で
、
久
留
米
絣
製
品
を
「
持
っ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た

人
は
、
一
二
五
人
中
六
二
人
（
四
九
・
六
％
）
を
占
め
て
い
ま
す
。「
作
務
衣
（
作
業
着
）、
着
物
、
反
物
、
シ
ャ

ツ
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
デ
ザ
イ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
お
よ
び
も
ん
ぺ
」（
以
下
、
作
務
衣
か
ら
も
ん
ぺ
）
と
の
回
答
し
た



135 134

人
は
四
四
人
（
三
五
・
二
％
）、「
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
、
財
布
・
名
刺
入
れ
・
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
な
ど
の
小
物
、
帽
子
お

よ
び
そ
の
他
」（
以
下
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
か
ら
そ
の
他
）
と
回
答
し
た
人
は
一
九
人
（
一
五
・
二
％
）
で
し
た
。
な

お
、
計
測
の
際
に
九
州
全
県
で
久
留
米
絣
を
「
持
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
し
た
人
は
複
数
回
答
の
人
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
複
数
回
答
者
は
ご
く
少
数
で
あ
り
「
作
務
衣
か
ら
も
ん
ぺ
」
に
反
応
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
久
留
米
絣

を
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
一
二
五
人
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

久
留
米
絣
を
よ
く
知
っ
て
い
る
（
持
っ
て
い
な
い
、
作
務
衣
か
ら
も
ん
ぺ
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
か
ら
そ
の
他
）
は
、

性
別
（
男
性
、
女
性
）、
年
齢
階
級
（
二
〇
～
三
九
歳
、
四
〇
～
五
九
歳
、
六
〇
歳
以
上
）、
世
帯
収
入
（
四
〇
〇
万

円
未
満
、
四
〇
〇
～
六
〇
〇
万
円
未
満
、
六
〇
〇
万
円
以
上
）、
職
業
分
類
一
、
職
業
分
類
二
、
職
業
分
類
三
、

職
業
分
類
四
）、
学
歴
（
学
歴
分
類
一
、
学
歴
分
類
二
、
学
歴
分
類
三
）
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
（
注
一
六
）。

　
「
持
っ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
、
男
性
と
女
性
、
四
〇
〇
～
六
〇
〇
万
円
未
満
、
職
業
分
類
一
と
職
業

分
類
二
と
職
業
分
類
三
、
学
歴
分
類
一
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
作
務
衣
か
ら
も
ん
ぺ
」
と
回
答
し
た
人
は
、
二
〇
～
三
九
歳
と
四
〇
～
五
九
歳
と
六
〇
歳
以
上
、
六
〇
〇
万

円
以
上
、
職
業
分
類
一
と
職
業
分
類
四
、
学
歴
分
類
一
と
学
歴
分
類
二
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
か
ら
そ
の
他
」
と
回
答
し
た
人
は
、
二
〇
～
三
九
歳
と
四
〇
～
五
九
歳
、
四
〇
〇
万
円
未
満
、

職
業
分
類
二
と
職
業
分
類
四
、
学
歴
分
類
二
と
学
歴
分
類
三
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

・
久
留
米
絣
の
認
知
度
の
設
問
で
「
知
っ
て
い
る
が
、
久
留
米
絣
製
品
を
持
っ
て
い
な
い
」
と
回
答

者
は
、
潜
在
的
需
要
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
潜
在
的
需
要
者
は
世
帯
年
収
六
〇
〇
万
円
未

満
、
職
業
は
主
婦
（
含
：
主
夫
）・
ア
ル
バ
イ
ト
・
無
職
を
除
い
た
回
答
者
、
学
歴
は
高
卒
の
消

費
者
が
反
応
し
て
い
ま
す
。

・
久
留
米
絣
製
品
の
「
作
務
衣
か
ら
も
ん
ぺ
」
を
持
っ
て
い
る
と
の
回
答
者
は
、
性
別
や
年
齢
に
は

関
係
な
く
、
世
帯
収
入
は
六
〇
〇
万
円
以
上
で
、
職
業
は
会
社
経
営
・
自
営
業
・
自
由
業
・
専
業

主
婦
（
含
：
主
夫
）・
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
・
無
職
、
学
歴
は
高
校
卒
か
ら
短
大
卒
の
消
費
者
が

反
応
し
て
い
ま
す
。

・
久
留
米
絣
製
品
の
「
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
か
ら
そ
の
他
」
を
持
っ
て
い
る
と
の
回
答
者
は
、
年
齢
階
級

は
六
〇
歳
以
下
で
、
職
業
は
公
務
員
・
事
務
系
会
社
員
・
専
業
主
婦
（
含
：
主
夫
）・
パ
ー
ト
ア

ル
バ
イ
ト
・
無
職
で
、
高
学
歴
の
消
費
者
が
反
応
し
て
い
ま
す
。

POINT
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【
注
】

（
注
一
） 

参
考
文
献
〔
一
七
〕
の
六
～
九
頁
か
ら
引
用
。

（
注
二
） 

参
考
文
献
〔
一
八
〕
の
八
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
注
三
） 

参
考
文
献
〔
三
〕
の
八
～
二
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
注
四
） 
参
考
文
献
〔
一
一
〕
の
計
測
結
果
を
参
照
の
こ
と
。

（
注
五
） 
参
考
文
献
〔
一
二
〕
の
計
測
結
果
一
一
三
～
一
一
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
注
六
）  

参
考
文
献
〔
一
六
〕
の
一
八
～
四
九
頁
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、U

RL  http://goo.gl/M
M

6oQ
E　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る　

と
と
も
に
解
凍
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
注
七
） 

参
考
文
献
〔
九
〕
の
二
〇
九
頁
に
、
円
爾
弁
円
（
聖
一
国
師
）
は
鎌
倉
中
期
の
臨
済
宗
の
禅
僧
で
、
上
野
国
の
長
楽
寺
、

さ
ら
に
鎌
倉
の
寿
福
寺
に
学
び
、
一
二
三
五
（
嘉
禎
元
）
年
に
入
宗
し
、
径
山
（
き
ん
ざ
ん
）
寺
の
無
準
師
範
（
ぶ
じ
ゅ

ん
し
は
ん
）に
教
え
を
受
け
て
悟
り
を
得
た
こ
と
を
証
明
認
可
さ
れ
一
二
四
一（
仁
治
二
）年
博
多
に
帰
国
し
、謝
国
明〔
生

年
未
詳
～
一
二
五
三 （
建
長
五
）
年
：
博
多
綱
首
で
南
宋
か
ら
の
貿
易
商
人
：
唐
鋏
、年
越
し
そ
ば
、鍼
の
元
祖
〕
が
建
立
し
、

彼
に
よ
っ
て
迎
え
ら
れ
た
承
天
寺
を
開
山
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
参
考
文
献
〔
六
〕
の
一
五
九
頁
に
、
聖
一
国

師
は
饅
頭
、
羊
羹
お
よ
び
う
ど
ん
の
製
法
伝
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
注
八
） 

博
多
織
工
業
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://hakataori.or.jp/about

）
よ
り
引
用
。

（
注
九
） 

参
考
文
献
〔
四
〕 

一
八
〇
～
一
八
一
頁
を
参
照
。

（
注
一
〇
） 

参
考
文
献
〔
八
〕
の
土
産
考
の
記
載
の
な
か
の
組
に
つ
い
て
は
六
五
五
～
六
五
六
頁
、
唐
織
絹
に
つ
い
て
は
六
五
六
頁
を

そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
注
一
一
）   

参
考
文
献
〔
九
〕
の
一
三
八
～
一
三
九
頁
か
ら
引
用
。

（
注
一
二
）   

参
考
文
献
〔
一
〇
〕
の
一
頁
か
ら
引
用
。

（
注
一
三
）   

参
考
文
献
〔
二
〕
の
二
頁
か
ら
引
用
。

（
注
一
四
）   

参
考
文
献
〔
二
〕
の
三
頁
か
ら
引
用
。

（
注
一
五
）   

合
格
証
に
つ
い
て
は
「
久
留
米
絣
協
同
組
合
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。http://kurum

ekasuri.j

（
注
一
六
） 

職
業
分
類
一
は
会
社
経
営
、
自
営
業
お
よ
び
自
由
業
。
職
業
分
類
二
は
公
務
員
お
よ
び
会
社
員
（
事
務
系
）。
職
業
分
類

三
は
会
社
員
（
技
術
系
）
お
よ
び
会
社
員
（
そ
の
他
）。
職
業
分
類
四
は
専
業
主
婦
（
含
：
主
夫
）、
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト

お
よ
び
そ
の
他
。

　
　
　
　

  

学
歴
分
類
一
は
高
卒
（
普
通
科
）、
高
卒
（
職
業
科
）
お
よ
び
そ
の
他
。
学
歴
分
類
二
は
専
門
学
校
卒
（
文
系
）、
専
門
学

校(

文
系
以
外)

、
短
大
・
高
専
卒
（
文
系
）
お
よ
び
短
大
・
高
専
卒
（
文
系
以
外
）。
学
歴
分
類
三
は
大
学
卒
（
文
系
）、

大
学
卒
（
文
系
以
外
）
お
よ
び
大
学
院
卒
。

【
参
考
文
献
】

〔
一
〕 

A
ndrew

s,F.M
.,M

organ,J.N
.,Sonquist,J.A

. and L.Klem
,M

U
LTIPLE CLASSIFICATIO

N
 AN

ALYSIS

―A 
REPORT ON A COM

PUTER PROGRAM
 FOR M

ULTIPLEREGRESSION USING CATEGORICA PREDICTORS

―, The U
niversity of M

ichigan,1973.
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〔
二
〕 

伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
会
『
伝
統
的
工
芸
品
産
地
調
査
診
断
事
業　

報
告
書
―
久
留
米
絣
―
』
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸

品
産
業
振
興
会
、
二
〇
〇
五
年
。

〔
三
〕 

H
outhakker,H

,S., and Taylor,L.D., Consum
er Dem

and in the United States, 1929-1970 

―Analyses and 
Projection

―, H
arvard U

niversity Press, 1966.

〔
四
〕 
井
上
精
三
『
博
多
郷
土
史
事
典
』
葦
書
房
、
一
九
八
七
年
。

〔
五
〕 
黒
木
宏
一
・
内
山
敏
典
「
日
用
品
と
し
て
の
陶
磁
器
の
品
質
と
価
格
に
関
す
る
消
費
者
意
識
の
一
考
察
―
多
重
分
類
分
析

を
用
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
ー
タ
の
解
析
か
ら
―
」『JAPA

九
州
』
第
四
十
三
号
、
日
本
計
画
行
政
学
会
九
州
支
部
、

二
〇
一
九
年
。

〔
六
〕 

西
日
本
新
聞
社
編
『
博
学
博
多　

ふ
く
お
か
深
発
見
』
西
日
本
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
。

〔
七
〕 

小
川
規
三
郎
『
献
上
博
多
織
の
技
と
心
』
白
水
社
、
二
〇
一
〇
年
。

〔
八
〕 

貝
原
益
軒
編
・
伊
東
尾
四
郎
校
訂
『
増
補　

筑
前
國
續
風
土
記
』
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

〔
九
〕 

三
省
堂
編
纂
所
編
『
コ
ン
サ
イ
ス　

日
本
人
名
事
典
』
三
省
堂
、
一
九
九
九
年
。

〔
一
〇
〕 

上
野
和
彦
「
久
留
米
絣
産
地
の
伝
統
性
と
産
地
の
継
続
」『
学
芸
地
理
（
六
一
）』
東
京
学
芸
大
学
地
理
学
会
、二
〇
〇
六
年
。

〔
一
一
〕 

内
山
敏
典
・
黒
木
宏
一
「『
家
計
調
査
』
に
み
る
伝
統
工
芸
品
需
要
の
時
系
列
分
析
」『
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
論
集
』

第
二
号
、
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
一
年
。

〔
一
二
〕 

内
山
敏
典
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く
専
業
主
婦
の
陶
磁
器
需
要
分
析
―
購
入
頻
度
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」『
中
央

大
学 

経
済
論
纂
』
第
六
〇
巻
五
・
六
合
併
号
、
二
〇
二
〇
年
。

〔
一
三
〕 

内
山
敏
典
「
伝
統
工
芸
品
の
需
要
構
造
分
析
―
『
家
計
調
査
』
デ
ー
タ
の
計
測
に
基
づ
く
金
額
弾
力
性
と
数
量
弾
力
性
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
」『
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
論
集
』
第
二
号
、
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
。

〔
一
四
〕 

内
山
敏
典
「
伝
統
工
芸
品
久
留
米
絣
の
需
要
構
造
分
析
」『
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
』
第
二
四
巻
第
三
・
四
号
、
九
州
産
業
大
学
経

済
学
会
、
二
〇
二
〇
年
。

〔
一
五
〕 

内
山
敏
典
「
博
多
織
需
要
に
関
す
る
成
人
女
性
意
識
の
計
量
分
析
」『
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
論
集
』
第
四
号
、
伝

統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
〇
年
。

〔
一
六
〕 

内
山
敏
典
『
経
済
・
経
営
・
心
理
・
医
療
・
看
護
等
指
導
者
の
た
め
の　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
ー
タ
解
析
の
技
法
―

ACCESS

・EX
CEL

ソ
フ
ト
、F-BASIC

・
十
進BASIC

・VBA

プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
法
―
』 

デ
ザ
イ
ン
エ
ッ
グ
社
、

二
〇
一
八
年
。

〔
一
七
〕 

山
崎
充
『
日
本
の
地
場
産
業
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
七
年
。

〔
一
八
〕 

W
old, H

. and L. Juréen, Dem
and Analysis, A Study in Econom

etrics, John W
iley &

 Sons, 1953.

 

（ 

ウ
ォ
ル
ド　

H
.

・R. 

ユ
レ
イ
ン
、
森
田
優
三
監
訳
『
需
要
分
析
―
計
量
経
済
学
的
研
究
―
』
春
秋
社
、
一
九
六
三
年
。）
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伝
統
工
芸
は

ど
う
な
る
の
か
？
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三
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三　

伝
統
工
芸
の
問
題
と
将
来
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

釜
堀 

文
孝 （
九
州
産
業
大
学
芸
術
学
部
教
授
）

　
　
　
　

　

多
く
の
人
は
、
伝
統
は
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
昔
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
も

同
様
に
残
す
べ
き
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
現
実
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
日
本
に
は
多
く
の
伝
統
工
芸
品
が
存
在

し
て
い
る
。

　

国
か
ら
指
定
さ
れ
た
伝
統
的
工
芸
品
だ
け
で
も
二
三
七
品
目
あ
り
、
そ
の
う
ち
九
州
に
は
二
一
品
目
が
存
在
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
工
芸
品
産
業
は
出
荷
額
、
従
業
員
数
と
も
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
三
十
年
間

で
出
荷
額
、
従
業
員
数
は
約
三
分
の
一
～
五
分
の
一
に
減
少
し
て
い
る
。
今
、
多
く
の
伝
統
工
芸
が
姿
を
消
そ
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
伝
統
工
芸
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
共
に
、伝
統
工
芸
を
残
す
た
め
に
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
思
う 

。

伝
統
工
芸
の
問
題
は
何
な
の
か
？

　

伝
統
工
芸
と
言
わ
れ
る
も
の
に
は
、
国
が
指
定
し
て
い
る
も
の
の
他
に
地
方
自
治
体
が
独
自
に
認
定
し
て
い
る

も
の
が
全
国
に
千
二
百
種
類
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
国
が
指
定
し
て
い
る
も
の
は
「
伝
統
的
工
芸

品
」
と
呼
ば
れ
、
二
〇
二
二
年
三
月
の
時
点
で
二
三
七
品
目
が
「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
各
自
治
体
が
独
自
の
規
定
で
定
め
て

お
り
、
条
件
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
が
そ
の
共
通
点
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

一
、
製
造
過
程
の
主
要
部
分
が
手
工
業
的
で
あ
る
こ
と
。

二
、
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
、
主
た
る
原
材
料
が
、
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
、
古
く
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

な
お
、
国
の
場
合
は
も
う
少
し
厳
格
と
な
っ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

伝
統
的
工
芸
品
の
要
件
は
百
年
程
度
の
歴
史
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、

①
主
と
し
て
日
常
生
活
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
そ
の
製
造
過
程
の
主
要
部
分
が
手
工
業
的
で
あ
る
こ
と
。
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③
伝
統
的
な
技
術
又
は
技
法
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
伝
統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料
が
主
た
る
原
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
製
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑤
一
定
の
地
域
に
お
い
て
少
な
く
な
い
数
の
者
が
そ
の
製
造
を
行
い
、
又
は
そ
の
製
造
に
従
事
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
（
少
な
く
な
い
数
に
つ
い
て
は
明
確
な
定
義
は
さ
れ
て
な
い
が
一
〇
社
以
上
か
従
事
者
が
三
〇
名
以
上

と
言
わ
れ
て
い
る
）　  

※
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
伝
産
法 )

の
定
義
に
よ
る

　

九
州
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
伝
統
や
技
術
か
ら
生
ま
れ
た
特
色
あ
る
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
二
一
品
目
が
国

に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
県
や
市
町
村
が
指
定
す
る
も
の
を
含
め
る
と
数
は
数
百
に
上
る
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
日
本
の
伝
統
工
芸
は
昭
和
五
〇
年
代
と
比
較
す
る
と
約
四
分
の
一
に
減
少
し
て
お
り
、
九
州
に
お

い
て
も
そ
の
状
況
は
同
じ
で
あ
る
。

　

要
因
と
し
て
は
（
一
） 

需
要
の
低
迷
、（
二
）
量
産
化
が
で
き
な
い
、（
三
）
人
材
、
後
継
者
の
不
足
、（
四
）

生
産
基
盤
（
原
材
料
、
生
産
用
具
な
ど
）
の
減
衰･

深
刻
化
、（
五
） 

生
活
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
価
値
観
の

変
化
と
情
報
不
足 

な
ど
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
存
在
し
て
お
り
、
各
産
地
や
自
治
体
等
は
工
芸
品
産

業
の
振
興
の
た
め
、
も
の
づ
く
り
へ
の
支
援
、
販
路
拡
大
の
た
め
の
支
援
、
後
継
者
育
成
の
た
め
の
支
援
等
、
様
々

な
試
み
を
行
な
っ
て
い
る
が
売
上
の
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

　

伝
統
工
芸
は
日
本
の
文
化
で
あ
る
。
大
げ
さ
に
言
う
と
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
成
す
る
自
然
、精
神
、

歴
史
、
感
性
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
誕
生
過
程
や
使
用
目
的
、
使
用
法
に
は
、
そ
の
国
民
や
民

族
の
固
有
の
価
値
観
や
思
想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
今
、
存
続
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
伝
統
工
芸
の
問
題
と
は
何
な
の
か

　

国
は
伝
統
工
芸
の
問
題
を
伝
統
的
工
芸
品
産
業
が
直
面
す
る
課
題
（
平
成
二
三
年
二
月
、
経
済
産
業
省
製
造
産

業
局 

伝
統
的
工
芸
品
産
業
室
）
で
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
一
） 

需
要
の
低
迷

　

① 

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
減
少

　

② 

国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

　

③
大
量
生
産
方
式
に
よ
る
安
価
な
生
活
用
品
の
普
及

　

④ 

海
外
か
ら
の
輸
入
品
の
増
加
等

（
二
）
量
産
化
が
で
き
な
い

　

① 

基
本
は
「
手
作
り
」： 

手
間
と
時
間
を
か
け
た
丁
寧
な
仕
上
げ

　

② 

原
材
料
、
技
術
、
技
法
へ
の
こ
だ
わ
り
： 

多
岐
に
わ
た
る
複
雑
な
工
程

　

③ 

企
業
活
動
の
規
模
も
小
規
模
： 

一
社
あ
た
り
の
平
均
従
事
者
数
は
五
・
二
人

（
三
）
人
材
、
後
継
者
の
不
足
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①
産
地
の
従
事
者
数
は
、
昭
和
五
〇
年
代
と
比
べ
て
約
三
分
の
一
に
減
少

　

②
従
事
者
の
高
齢
化

　

③
売
上
の
不
振
等
に
よ
り
、
後
継
者
を
受
け
入
れ
る
側
の
体
制
が
整
わ
な
い
等

（
四
）
生
産
基
盤
（
原
材
料
、
生
産
用
具
な
ど
）
の
減
衰･

深
刻
化

　

① 

原
材
料
は
、
主
に
自
然
素
材
で
あ
り
、
再
生
産
に
は
制
約
が
あ
る
こ
と
、
原
材
料
の
減
衰･

枯
渇
は
深
刻
化
。

　

② 

産
業
活
動
の
縮
小
は
、
生
産
用
具
の
使
用
機
会
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
用
具
の
材
料
の
採
取
、
製
作･

修

　
　

理
な
ど
を
担
う
人
材
が
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
態
。

（
五
） 

生
活
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
価
値
観
の
変
化
と
情
報
不
足

　

①
利
便
性･

機
能
性
が
重
視
さ
れ
る
日
常
生
活
へ
と
構
造
的
な
変
化

　

②
冠
婚
葬
祭
、
進
物
儀
礼
な
ど
の
伝
統
的･

慣
習
上
の
機
会
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

　

③
消
費
者
に
お
い
て
、
伝
統
的
工
芸
品
の
「
本
物
の
良
さ
」
や
、
日
常
生
活
に
お
け
る
使
用
・
活
用
・
メ
ン
テ

　
　

ナ
ン
ス
方
法
等
の
情
報･

理
解
が
不
足
し
て
い
る
。

　

④
特
に
若
年
層
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
文
化
や
生
活
に
対
す
る
体
験
や
知
識
が
不
足
。

　

と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
の
レ
ポ
ー
ト
だ
が
、
そ
の
前
か
ら
状
況
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
な
い
。
伝
統
工
芸
の
抱
え
る
問
題
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
別
の
見
方
を
す
る
と
伝
統
的
な

産
業
自
体
が
そ
の
間
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
と
も
言
え
る
。
問
題
の
指
摘
は
確
か
に
こ
の
通
り
な
の

だ
が
、
総
花
的
で
わ
か
り
に
く
い
の
で
私
な
り
に
少
し
解
釈
を
加
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

上
記
課
題
に
つ
い
て
問
題
を
「
市
場
・
モ
ノ
・
ヒ
ト
・
カ
ネ
」
で
整
理
し
直
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
集
約
で

き
る
。

市
場
に
関
す
る
問
題　

主
な
原
因
は
人
口
の
減
少

　

人
口
問
題
研
究
所
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
日
本
の
人
口
は
、
今
後
と
も
減
少
は
止
ま
ら
ず
、
二
〇
〇
四
年

一
億
二
七
八
四
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
ち
、
二
〇
一
八
年
時
点
で
一
億
二
六
三
三
万
人
、
二
〇
五
〇
年
に
は

九
千
五
一
五
万
人
ま
で
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
に
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
生
産
年
齢

人
口
は
二
〇
五
〇
年
に
は
現
在
の
七
千
五
四
四
万
人
か
ら
四
千
九
三
一
〇
万
人
に
激
減
す
る
予
想
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
は
す
で
に
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
人
口
オ
ー
ナ
ス
（
人
口
構
成
の
変
化
が
経
済
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に

作
用
す
る
状
態
）
の
真
只
中
な
の
で
あ
る
。
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
お
金
を
稼
ぐ
世
代
が
お
金
を
使
う

の
で
あ
る
。
お
金
が
な
い
世
代
は
消
費
し
な
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
移
民
政
策
に
つ
い
て
の
話
題

が
出
て
い
る
が
生
産
年
齢
人
口
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
毎
年
百
万
人
ほ
ど
の
移
民
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
今

の
状
況
か
ら
す
る
と
現
実
的
で
は
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の
人
口
は
こ
れ
か
ら
も
ほ
ぼ
予
想
通
り
の
ス
ピ
ー

ド
で
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
市
場
が
狭
く
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。
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特
に
若
者
の
減
少
は
著
し
い
反
面
、
高
齢
者
は
増
加
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
八
年
の
新
成
人
は
一
二
五
万
人
だ
っ
た
が
二
〇
二
二
年
に
は
一
二
〇
万
人
に
減
少
し
た
。
二
十
年
後
の

二
〇
三
八
年
に
は
九
十
四
万
人
程
度
に
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
る
。

一
方
、
唯
一
高
齢
者
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
同
時
に
、
単
身
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
高
齢
者
の
単
身
世
帯

の
特
徴
と
し
て
収
入
が
少
な
く
、
貧
困
傾
向
が
進
む
と
言
わ
れ
て
お
り
、
二
〇
五
〇
年
に
は
若
年
人
口
、
生
産
年

齢
人
口
が
と
も
に
減
少
す
る
の
に
比
べ
高
齢
者
人
口
は
三
千
七
六
四
万
人
と
増
加
し
て
い
き
、
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
三
九
・
六
％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る(

人
口
問
題
研
究
所:

日
本
の
人
口
予
測)

。

問
題
の
焦
点
は
変
化
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
へ
の
対
応

　

需
要
の
低
迷
の
原
因
に
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
大
量
生

産
方
式
に
よ
る
安
価
な
生
活
用
品
の
普
及
、
海
外
か
ら
の
輸
入
品
の
増
加
等
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一
番
の
原

因
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
だ
と
思
う
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
は
厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
二
〇
〇
八
年
に
一
億
二
八
〇
八
万
人
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、
以
後
毎
年
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
変

え
る
こ
と
は
余
程
の
こ
と
が
な
い
と
難
し
い
。
こ
の
問
題
解
決
に
は
非
婚
化
、
晩
婚
化
、
そ
し
て
晩
産
化
、
女
性

の
社
会
進
出
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
多
く
の
問
題
を
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
安
価
な
生
活

用
品
の
普
及
に
つ
い
て
も
購
入
者
側
か
ら
見
る
と
少
し
で
も
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
良
い
も
の
を
求
め
よ
う

と
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
伝
統
的
工
芸
品
の
特
徴
で
あ
る
手
作
り
で
あ
る
た
め
に
大
量

生
産
が
で
き
な
い
た
め
、
同
じ
土
俵
に
は
立
て
な
い
。
さ
ら
に
は
海
外
か
ら
の
輸
入
品
の
増
加
も
同
じ
意
味
で
伝

統
工
芸
に
と
っ
て
は
苦
し
い
現
実
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
ま
ま
何
も
で
き
な
い
か
と
い
う
と
、
伝
統
工
芸
が
対
応
で
き
る
こ
と
は
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
」
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。
伝
統
工
芸
は
昔
な
が
ら
の
技
術
や
原
材
料
を
用
い
る
こ

と
、
手
作
り
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
る
が
、
問
題
は
「
古
く
か
ら
製
造
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」

と
い
う
点
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
今
は
伝
統
工
芸
が
誕
生
し
た
古
く
は
奈
良
時
代
や
平
安
時
代
、
江
戸
時
代

な
ど
と
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
が
違
っ
て
い
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。
そ
の
時
に
は
伝
統
工

芸
品
の
多
く
は
生
活
必
需
品
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
今
は
誕
生
当
時
と
比
べ
て
生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
当
然
今
の
生
活
に
使
う
も
の
で
な
い
と
買
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
当
時
の
生
活
に
合
わ

せ
て
作
っ
て
い
て
も
多
く
の
も
の
は
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、
生
活
に
使

わ
な
く
な
っ
た
も
の
を
購
入
す
る
優
先
順
位
は
低
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
古
く
な
る
が
私
の
経
験
で
は
、
意
識
の
変
化
を
実
感
し
た
の
は
、「
使
い
捨

て
カ
イ
ロ
」
や
「
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
」
の
登
場
く
ら
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
ベ
ン
ジ
ン

を
主
な
燃
料
と
す
る
カ
イ
ロ
が
主
流
だ
っ
た
も
の
が
一
九
八
〇
年
代
に
発
売
さ
れ
た「
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
」や「
写
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ル
ン
で
す
」
と
い
う
使
い
捨
て
カ
メ
ラ
な
ど
の
登
場
時
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
日
本
人
に
は
使
い
捨
て
と
い
う
概
念

は
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

昔
の
人
は
、
い
い
も
の
を
長
く
使
う
こ
と
を
美
徳
と
し
て
い
た
。
陶
磁
器
の
金
継
ぎ
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る

と
思
う
。
し
か
し
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
や
戦
後
の
人
口
増
加
期
を
境
に
し
て
大
量
に
生
産
さ
れ
る
製
品
に
押
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
美
徳
と
さ
れ
て
き
た
「
節
約
」「
も
の
を
大
事
に
す
る
」「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
意
識
が
「
消

費
」
を
推
奨
す
る
文
化
へ
変
化
し
た
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
モ
ノ
は
大
事
に
使
う
も
の
か
ら
消
費
す
る
も
の
へ

と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
る
最
新
の
流
行
を
採
り
入
れ
な
が
ら
低
価

格
に
抑
え
た
衣
料
品
を
、
短
い
サ
イ
ク
ル
で
世
界
的
に
大
量
生
産
・
販
売
す
る
も
の
が
登
場
し
て
消
費
者
に
支
持

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
も
の
は
手
作
り
で
数
多
く
の
工
程
を
必
要
と
し
、
大
量
生
産
で
き
な
い
伝
統
的
工
芸
と

は
対
局
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
同
じ
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
「
安
い
も
の
を
使
い
捨
て
る
（
消
費
す
る
）」
と
い
う
考
え
は

伝
統
的
工
芸
に
は
馴
染
ま
な
い
。
そ
も
そ
も
伝
統
的
工
芸
品
の
価
格
が
高
く
な
る
こ
と
は
、
使
わ
れ
る
材
料
や
工

程
の
複
雑
さ
な
ど
の
知
識
が
あ
れ
ば
理
解
で
き
る
が
、
そ
の
情
報
を
持
た
な
い
者
に
と
っ
て
、
価
格
の
違
い
を
納

得
さ
せ
る
理
由
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
企
業
の
利
益
の
大
小
は
購
入
者
の
支
持
の
度
合
い
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

価
格
の
安
い
も
の
を
購
入
す
る
人
は
、
購
入
対
象
を
複
数
比
較
し
、
よ
り
多
く
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
モ
ノ
、

こ
の
場
合
は
価
格
の
安
さ
を
支
持
し
て
商
品
を
購
入
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
工
芸
品
は
売
り
上
げ
が
減
少
し
て

い
る
こ
と
は
単
純
に
考
え
る
と
市
場
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

量
産
化
が
で
き
な
い
問
題
に
は
売
り
方
で
対
応
す
る
し
か
な
い
。

　

伝
統
工
芸
品
は
手
作
り
の
た
め
量
産
化
が
で
き
な
い
。
手
作
り
と
は
職
人
が
一
つ
一
つ
手
間
と
時
間
を
か
け
て

生
み
出
す
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
変
え
る
と
そ
も
そ
も
伝
統
工
芸
の
魅
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
製

造
工
程
も
多
く
複
雑
で
あ
る
。
例
え
ば
有
田
焼
の
例
を
と
る
と
、「
ロ
ク
ロ
に
よ
る
成
形
や
射
込
み
成
形
の
工
程
」

「
素
焼
き
工
程
」「
下
絵
付
け
」「
施
釉
」「
本
焼
成
」「
上
絵
付
け
」
な
ど
多
く
の
工
程
が
あ
る
。
価
格
が
高
く
な

る
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
手
作
り
と
は
量
産
と
対
極
に
存
在
し
て
い
る
。
量
産
化
が
難
し
く
高
価
格
で
あ
る
と

す
る
と
売
り
方
を
考
え
る
し
か
な
い
と
思
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

人
材
、
後
継
者
の
不
足
と
い
う
現
実
。
顕
在
化
し
て
い
る
後
継
者
問
題
（
ヒ
ト
の
問
題
）

　

伝
統
的
な
産
業
の
大
き
な
問
題
は
後
継
者
が
い
な
い
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
全
国
の
デ
ー
タ
で
は
七
十
歳
以
上

の
職
人
が
全
体
の
七
十
％
を
占
め
て
い
る
（
図
１
）。

　

こ
れ
は
二
〇
一
七
年
の
デ
ー
タ
で
あ
る
た
め
二
〇
二
三
年
で
は
高
齢
化
率
は
さ
ら
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
過
去
の
デ
ー
タ
を
探
し
て
み
る
と
二
〇
〇
九
年
に
は
五
十
歳
以
上
の
従
事
者
の
割
合
が 

六
十
四
％
（
伝
統

的
工
芸
品
産
業
が
直
面
す
る
課
題
（
平
成
二
十
三
年
二
月
、
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局 

伝
統
的
工
芸
品
産
業
室
））
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と
言
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
確
実
に
高
齢
化
は

進
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
伝
統
工
芸
の
技
術
の
多
く

は
現
代
の
製
造
業
と
は
異
な
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
な

い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
職
人
の
頭
と
体
が
覚
え

て
い
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
一
人
前

の
職
人
に
な
る
に
は
数
年
あ
る
い
は
数
十
年
か
か
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
育
成
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
あ
る
。

　
「
職
人
に
は
定
年
が
な
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、
日
本
人

の
健
康
年
齢
の
平
均
が
男
性
七
十
三
歳
だ
と
言
わ
れ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
十
年
後
に
は
職
人
の
数
は
激
減
す

る
こ
と
に
な
り
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
存
続
自
体
が

が
減
少
し
、
結
果
と
し
て
モ
ノ
が
売
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
。
人
の
意
識
が
モ
ノ
を
大
切
に
使
う
と
い
う
志
向

か
ら
モ
ノ
を
消
費
す
る
と
い
う
大
き
な
意
識
の
変
換
が
起
き
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
地
元
に
ど
の
よ

う
な
伝
統
的
工
芸
品
や
特
産
品
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
増
え
て
い
る
の
も
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
人
は
、
モ
ノ
を
買
う
に
も
そ
の
よ
う
な
商
品
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
購
入
す
る
選
択

肢
に
入
ら
な
い
。
選
択
肢
に
な
い
も
の
は
買
い
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
工
芸
品
が
売
れ
な
い
こ
と
に

な
る
。
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
に
毎
月
一
万
円
払
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
有
田
焼
の
数
千
円
の
茶
碗
を
購
入
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、「
売
れ
な
い
か
ら
儲
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
儲

か
ら
な
い
か
ら
後
継
者
に
後
を
継
が
せ
た
く
な
い
」「
将
来
が
不
安
だ
か
ら
後
を
継
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。そ
の
連
鎖
が
将
来
の
職
人
が
い
な
く
な
る
と
い
う
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

福
岡
県
の
伝
統
的
工
芸
品
の
生
産
額
と
従
業
員
数
の
推
移
を
「
平
成
二
十
五
年
度
の
福
岡
県
統
計
年
鑑
の
商
工

業
デ
ー
タ
」
を
も
と
に
生
産
額
を
従
業
員
数
で
除
し
、
一
人
当
た
り
の
生
産
額
を
比
較
し
て
み
る
と
、（
生
産
額

の
中
に
は
人
件
費
の
他
に
も
原
材
料
代
、
減
価
償
却
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
業
種
に
よ
っ
て
作
業
工
程

や
使
用
す
る
材
料
等
も
異
な
る
た
め
、
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
が
）、
例
え
ば
八
女
提
灯
は
他
の
産
地
に
比
べ

比
較
的
高
く
約
二
〇
〇
〇
（
万
円
／
人
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
他
は
博
多
織
が
五
四
九
（
万
円
／
人
）、
八

女
福
島
仏
壇
が
四
二
八
（
万
円
／
人
）、
他
は
全
て
四
〇
〇
（
万
円
／
人
）
以
下
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

参
考
に
大
川
家
具
を
見
て
み
る
と
二
四
三
六
（
万
円
／
人
）
で
あ
る
た
め
、
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
生
産
性
が
他

危
う
く
な
る
。
職
人
が
少
な
く
な
り
消
滅
す
る
現
実
が
も
う
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
。

職
人
の
高
齢
化
は
、
今
ま
で
長
期
に
わ
た
り
伝
統
工
芸
品
に
従
事
す
る
職
人
が
増
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
特

に
若
い
人
が
こ
の
業
界
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
若
い
人
に
と
っ
て
伝
統
工
芸
の
道
に
進
む
と

い
う
の
は
魅
力
的
な
職
業
の
選
択
肢
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
原
因
を
考
え
る
と
、
十
五
～
六
十
四
歳
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
モ
ノ
を
買
う
と
言
わ
れ
る
層

30,40 歳代
10%

50 歳代
10%

60 歳代
10%

70 歳代
30%

80 歳代
40%

経済産業省 :伝統的工芸品産業の自立化に向けたガイド

ブック【第２版】(平成２９年２月)より作成

図１. 伝統工芸職人の年齢構成（2017 年）
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の
産
業
に
比
べ
極
端
に
低
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
伝
統
的
工
芸
品
に
従
事
す
る
人
は
儲
か
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
私
が
所
属
し
て
い
る
芸
術
学
部
の
学
生
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
少
な
く
と
も
若
者
の
一
部
は

伝
統
工
芸
品
に
関
心
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
逆
に
工
芸
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
工
芸
の
「
手
作

り
」
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
多
い
の
で
あ
る
。
特
に
本
学
の
「
工
芸
デ
ザ
イ
ン
専
攻
」
に
は
そ
の
よ
う
な
学
生
が

入
学
し
て
お
り
、
彼
ら
を
み
て
い
る
と
伝
統
工
芸
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
が
一
定
数
存
在
す
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
伝
統
工
芸
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
は
想
像
以
上
に
多
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
伝
統
工
芸
に
従
事
し
て
い
る
年
齢
構
成
の
う
ち
三
十
～
四
十
歳
代
は
十
％
だ
と
い
う
現
状
を
み
る
と
若

者
が
伝
統
工
芸
を
職
業
に
で
き
な
い
問
題
な
い
し
は
壁
が
あ
る
こ
と
が
容
易
に
推
測
で
き
る
。
最
も
大
き
な
問
題

は
や
は
り
「
情
報
」
と
「
お
金
」
の
問
題
で
あ
る
。「
仕
事
を
し
た
い
け
ど
生
活
で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
情

報
が
少
な
く
て
ど
ん
な
会
社
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
職
人
さ
ん
の
仕
事
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
」
等
わ
か

ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
躊
躇
す
る
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
収
集
す
る
能
力
に
長
け
て
い
る
今
の
若
者
を

持
っ
て
し
て
も
あ
ま
り
に
も
リ
ア
ル
な
情
報
が
少
な
い
こ
と
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
現
状
が
見
て
と
れ
る
。
自
分

の
大
事
な
将
来
を
決
め
る
た
め
の
情
報
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
現
場
の
職
人
か
ら
の
情
報
が
少

な
い
こ
と
に
不
安
を
感
じ
、
伝
統
工
芸
の
世
界
に
思
い
切
っ
て
飛
び
込
め
な
い
の
で
あ
る
。

モ
ノ
に
関
す
る
問
題　

手
作
り
は
安
く
で
き
な
い

　

伝
統
的
工
芸
品
の
定
義
の
中
に
「
主
と
し
て
日
常
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」「 

製
造
過
程
の
主
要

部
分
が
手
工
業
的
で
あ
る
こ
と
」「
伝
統
的
技
術
ま
た
は
技
法
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
い

う
の
が
あ
る
。
製
造
過
程
の
主
要
部
分
が
手
工
業
的
で
あ
る
こ
と
と
い
う
の
は
大
量
生
産
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
伝
統
的
な
技
術
に
基
づ
い
て
手
を
使
っ
て
一
つ
一
つ
丁
寧
に
作
り
上
げ
る
も
の
は
必
然
的
に
高
価
に
な

る
。
現
代
の
生
活
に
合
わ
せ
る
商
品
開
発
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
商
品
が
安
価
で
手
に
入
り
や
す
い
商
品

を
目
指
す
こ
と
は
、
伝
統
的
な
技
法
や
工
程
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

伝
統
工
芸
の
原
材
料
、
伝
統
工
芸
を
作
る
た
め
の
道
具
な
ど
が
な
く
な
る
と
い
う
現
実

　

原
材
料
は
、
主
に
自
然
素
材
で
あ
り
、
再
生
産
に
は
制
約
が
あ
る
た
め
、
原
材
料
の
減
衰･

枯
渇
は
深
刻
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
例
を
挙
げ
る
と
陶
器
の
こ
と
を
ボ
ー
ン
・
チ
ャ
イ
ナ
な
ど
「
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
」
と
い
う
よ
う

に
漆
は
か
つ
て
「
ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
十
五
世
紀
の
南
蛮
貿
易
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
オ
ラ
ン
ダ
に
輸

出
さ
れ
た
日
本
の
漆
器
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
貴
族
階
級
に
愛
さ
れ
て
い
た
事
に
よ
る
そ
う
だ
。

漆
は
日
本
人
が
食
器
や
工
芸
品
、
建
築
物
な
ど
の
塗
料
や
接
着
剤
と
し
て
数
千
年
前
か
ら
使
用
し
て
き
た
代
表
的
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な
材
料
で
あ
る
。

　

漆
の
木
の
栽
培
や
漆
の
採
取
な
ど
の
技
術
は
永
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
現
在
、
漆
の
国
内
生
産
量
は
二
ト
ン

し
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
（
令
和
三
年
特
用
林
産
物
生
産
統
計
調
査
）。
つ
ま
り
伝
統
工
芸
の
漆
器
づ
く
り
に

用
い
ら
れ
る
漆
の
ほ
と
ん
ど
が
、
中
国
な
ど
海
外
か
ら
の
輸
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
、
国
内
自
給
率
は
九
％
に
満
た

な
い
の
で
あ
る
。
原
料
の
漆
が
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
漆
を
取
る
た
め
に
漆
の
木
の
樹
皮
に
傷
を
つ
け

て
採
取
す
る
道
具
に
至
っ
て
は
道
具
を
作
れ
る
職
人
に
至
っ
て
は
日
本
に
は
一
人
し
か
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
漆
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。多
く
の
材
料
が
今
や
日
本
で
は
自
給
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

時
代
は
変
化
し
続
け
て
い
る
と
い
う
現
実

　

私
の
家
に
は
仏
壇
が
な
い
。
今
は
夫
婦
二
人
の
生
活
で
子
供
た
ち
は
独
立
し
て
遠
く
に
住
ん
で
い
る
た
め
こ
の

家
に
は
誰
も
す
ま
な
く
な
る
か
ら
買
え
な
い
で
い
る
。
ま
た
、
私
は
こ
の
一
年
間
で
千
枚
以
上
の
紙
を
使
っ
た
と

思
う
が
和
紙
は
使
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
筆
を
使
っ
た
記
憶
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
は
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
描
く
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
作
成
し
た
も
の
を
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
に
も
こ
の

よ
う
な
例
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
和
紙
が
嫌
い
な
わ
け
で
は
な
い
。
和
紙
が
持
つ
独
特
の
手
触
り
や
風

合
い
は
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
お
り
、
い
つ
か
使
お
う
と
思
っ
て
保
存
し
て
い
る
も
の
は
す
こ
し
だ
が
あ
る
。
だ

が
、
使
わ
れ
な
い
ま
ま
今
に
至
っ
て
い
る
。
使
う
場
面
が
確
実
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
変

化
し
て
い
る
の
だ
か
ら
今
の
生
活
に
あ
っ
た
商
品
開
発
が
必
要
な
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は

原
材
料
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
伝
統
工
芸
が
残
す
べ
き
も
の
は
何
か
と
い
う
点
で
あ
る
と
思
う
。
製
品
自
体

を
昔
の
ま
ま
残
す
べ
き
な
の
か
。
そ
れ
と
も
今
の
生
活
に
合
わ
せ
て
リ
メ
イ
ク
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
結
論
を
言
え
ば
残
す
べ
き
も
の
は
手
作
り
技
術
を
残
し
、
材
料
や
商
品
は
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
さ
せ
な
く

て
は
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
当
に
伝
統
工
芸
は
儲
か
ら
な
い
の
か

　

伝
統
的
な
産
業
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
に
「
お
金
」
の
問
題
が
あ
る
。
伝
統
工
芸
の
出
荷
額
は
減
少
し
て
お
り
、

一
九
八
〇
年
代
と
比
べ
生
産
額
、
企
業
数
、
従
業
員
数
も
三
分
の
一
～
五
分
の
一
程
度
に
落
ち
込
ん
で
い
る
（
図

２
）。

　

一
九
九
〇
年
に
一
度
生
産
額
が
増
加
し
た
こ
と
が
あ
る
が
こ
れ
は
バ
ブ
ル
が
弾
け
る
直
前
の
時
で
日
本
中
が
浮

か
れ
て
い
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
デ
パ
ー
ト
や
展
示
会
の
会
場
に
出
か
け
る
と
伝
統
工
芸
品
を
見
る

人
は
、
商
品
を
真
剣
な
目
で
見
て
い
る
光
景
に
出
会
う
こ
と
が
多
い
。
多
分
、
多
く
の
人
が
伝
統
工
芸
に
持
っ
て

い
る
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
職
人
技
」「
素
晴
ら
し
い
（
技
術
）」「（
残
し
た
い
）
伝
統
」
等
だ
と
思
う
。
特
に
、
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技
術
に
は
尊
敬
の
眼
差
し
を
持
っ
て
み
て
い
る
と
思
う
。
多
く

の
人
は
伝
統
工
芸
を
残
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
単
純
に
売
上
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
伝
統

工
芸
品
は
売
れ
な
い
（
買
っ
て
く
れ
な
い
）
の
で
あ
る
。
ま
た
、

売
り
場
や
展
示
会
場
に
は
若
い
人
よ
り
圧
倒
的
に
シ
ル
バ
ー
層

の
姿
が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
購
入
層
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。

　

会
場
で
行
わ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
多
く
の
人
は
好
印
象
を

持
っ
て
お
り
、
買
い
た
い
と
答
え
る
。
で
も
買
っ
て
く
れ
な
い
。

原
因
は
色
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
番
は
高
価
な
た
め
で
あ

る
。
買
い
た
く
て
も
買
え
な
い
、
な
い
し
は
買
い
た
い
と
思
う

価
格
よ
り
高
い
の
で
あ
る
。
伝
統
工
芸
品
は
主
と
し
て
天
然
素

材
を
使
い
、
手
仕
事
で
作
ら
れ
る
。
使
え
ば
使
う
ほ
ど
手
に
馴

染
ん
で
く
る
。
当
然
価
格
も
高
く
な
る
が
、
特
に
若
い
人
は
そ

の
こ
と
を
当
然
の
ご
と
く
知
ら
な
い
。
使
っ
た
経
験
も
な
い
の

だ
か
ら
当
然
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
の
流
行
で
「
お
家
需
要
」
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
量
産
さ
れ
た
モ
ノ
よ
り
、
自
然
素
材
で
、
人
に
優

し
い
伝
統
工
芸
品
に
関
心
が
高
ま
る
条
件
は
整
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
流
れ
を
み
て
も
必
ず
手
作
り
の
良

さ
が
評
価
さ
れ
る
時
は
く
る
。
昔
な
が
ら
の
技
法
を
守
り
な
が
ら
も
、
発
信
力
を
生
か
し
た
販
売
を
す
れ
ば
、
全

て
と
は
言
わ
な
い
が
一
定
数
の
伝
統
工
芸
は
生
き
残
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
伝
統
工
芸
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立

さ
せ
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
責
任
が
伝
統
工
芸
に
携
わ
る
者
や
産
地
に
は
あ
る
。

そ
れ
で
も
伝
統
的
工
芸
品
は
残
さ
な
い
と
い
け
な
い

　

人
が
モ
ノ
を
購
入
す
る
場
合
の
基
準
は
「
デ
ザ
イ
ン
」「
価
格
」「
品
質
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
で
選
ん

で
い
る
。
そ
の
中
で
伝
統
的
工
芸
の
「
品
質
」
は
世
界
ト
ッ
プ
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。「
価
格
」
は
多
く
の
手
作
業

の
工
程
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
高
価
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
残
る
の
は
「
デ
ザ
イ
ン
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
各
産
地
に
お
い
て
、
今
の
生
活
に
あ
っ
た
よ
う
な
製
品
開
発
や
海
外
進
出
を
視
野
に
入
れ
た
展

開
が
模
索
さ
れ
て
い
る
が
、
有
効
な
答
え
を
得
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

外
部
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
現
代
の
生
活
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
提
案
さ

れ
て
も
そ
れ
が
継
続
し
な
い
た
め
、
数
年
す
る
と
何
も
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

今
ま
で
、
国
や
地
方
自
治
体
は
「
後
継
者
・
従
業
者
育
成
事
業
」、「
技
術
・
技
法
の
記
録
収
集
保
存
事
業
」、「
原
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材
料
確
保
対
策
事
業
」、「
需
要
開
拓
事
業
」、「
意
匠
開
発
事
業
」
な
ど
様
々
な
補
助
事
業
制
度
を
設
け
、
様
々
な

方
向
か
ら
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
れ
も
一
定
の
効
果
は
あ
る
も
の
の
産
地
復

興
の
起
爆
剤
に
は
程
遠
い
現
状
と
な
っ
て
い
る
。
原
因
は
産
地
の
中
に
継
続
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
し
な
い
こ
と

に
あ
る
。
事
業
を
継
続
し
て
い
る
間
の
三
年
程
度
は
活
動
が
活
発
化
す
る
が
、
そ
れ
が
終
了
す
る
と
同
時
に
何
事

も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
元
に
戻
る
。
そ
の
繰
り
返
し
が
多
く
見
ら
れ
る
。
事
業
継
続
し
て
先
に
進
め
る
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
す
る
組
織
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
伝
統
的
工
芸
は
変
化
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
は「
守
る
べ
き
も
の
」と「
変

え
る
も
の
」
と
を
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
は
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
は
、
技
術
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
確
か
な
技
術
で
生
み
出
さ
れ
る
確
か
な
品
質
こ
そ
が
伝
統
的
工
芸
品
産
業
が
持
つ
武
器
だ
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。
変
え
る
も
の
は
当
然
、
生
活
様
式
に
合
わ
せ
る
商
品
の
は
ず
で
あ
る
。

継
続
の
た
め
に
は
安
定
的
な
収
入
が
必
要

伝
統
工
芸
が
続
く
た
め
に
は
ニ
ッ
チ
な
市
場
に
対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
能
力

　

伝
統
工
芸
品
を
製
造
す
る
企
業
は
中
小
企
業
で
あ
り
、
特
に
零
細
企
業
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
基
本
的
に
は
家

族
な
い
し
は
数
人
の
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
父
親
や
親
方
が
技
術
を
そ
の
子
供
た
ち
や

弟
子
に
伝
え
て
伝
統
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
企
業
と
し
て
利
益
が
出
て
、
子
供
た
ち
や
弟
子
が
後
継
者

と
し
て
引
き
継
い
で
い
け
ば
技
術
の
継
続
も
う
ま
く
い
き
そ
う
だ
と
思
う
が
、
現
状
を
考
え
る
と
職
人
は
す
で
に

高
齢
化
し
、
後
継
者
が
い
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
残
る
可
能
性
は
残
念
な
が
ら
極
め
て
低

い
。
こ
れ
は
伝
統
工
芸
に
限
ら
ず
一
般
の
飲
食
店
、
製
造
業
な
ど
他
の
地
方
の
産
業
に
も
共
通
す
る
。

　

一
方
、
家
族
で
の
経
営
や
零
細
だ
と
、
小
回
り
が
効
き
き
意
思
決
定
が
早
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
比
較
的
し
や
す

い
。
な
ど
を
利
点
と
考
え
る
し
か
な
い
。
更
に
言
え
ば
、
事
業
を
拡
大
す
る
の
で
は
な
く
、
利
益
を
安
定
的
に
確

保
す
る
こ
と
が
戦
略
と
な
る
。
つ
ま
り
、
手
作
り
の
た
め
に
大
量
に
作
れ
ず
、
価
格
も
高
価
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
、少
量
生
産
だ
か
ら
市
場
は
狭
く
特
定
の
購
入
者
の
支
持
さ
え
あ
れ
ば
生
き
残
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ニ
ッ
チ
な
市
場
に
対
し
て
商
品
を
提
供
し
続
け
る
し
か
な
い
。
そ
れ
も
従
来
通
り
の
商
品
だ
け

で
は
な
く
、
現
代
の
生
活
様
式
に
マ
ッ
チ
し
、
か
つ
特
定
の
層
の
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
商

品
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ニ
ッ
チ
な
市
場
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
特
性
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
い
く
ら
ニ
ッ
チ
な
市
場
で
あ
っ
て
も
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
の
関
心
は
、
情
報
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
で
あ

る
。
小
さ
な
企
業
は
ニ
ッ
チ
な
市
場
に
対
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
の
別
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
の
で

あ
る
。
今
ま
で
と
は
異
な
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
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イ
タ
リ
ア
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

　

伝
統
工
芸
は
残
す
べ
き
か
と
問
わ
れ
た
ら
ほ
と
ん
ど
の
人
が
残
す
べ
き
で
あ
る
と
答
え
る
だ
ろ
う
。
で
も
残
る

か
と
問
わ
れ
る
と
、
回
答
は
減
少
す
る
に
変
わ
る
と
思
う
。
残
し
た
い
と
い
う
思
い
と
残
せ
る
か
と
い
う
の
は
違

う
の
で
あ
る
。

　

伝
統
と
は
、
長
く
愛
さ
れ
続
け
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。
残
ら
な
く
て
は
伝
統
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
現
在
も

進
行
形
だ
と
思
う
。
今
、
伝
統
工
芸
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
百
年
後
に
は
伝
統
工

芸
や
伝
統
産
業
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
時
々
の
人
た
ち
に
使
わ
れ
、
み

ん
な
に
支
持
さ
れ
愛
さ
れ
た
証
拠
で
あ
る
。「
伝
統
と
は
革
新
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
。
伝
統
を
変
え
ず
に
守
っ

て
い
く
だ
け
で
は
だ
め
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
伝
統
工
芸
品
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
が
生
ま
れ
て
き
た
時
か
ら
全

く
変
わ
ら
な
い
手
法
で
現
代
ま
で
作
ら
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
い
つ
の
時
代
も
、
そ
の
時
々
の
自
然
・
社
会
・

経
済
的
環
境
の
中
で
日
々
変
化
し
て
き
た
結
果
、
今
日
の
手
法
が
あ
る
の
で
あ
る
。
伝
統
の
枠
を
超
え
た
新
た
な

連
携
に
よ
っ
て
伝
統
の
技
に
新
た
な
時
代
の
感
性
を
付
加
し
た
次
の
時
代
に
つ
な
が
る
工
芸
品
が
生
ま
れ
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

例
え
ば
世
界
中
の
女
性
に
人
気
が
あ
る
イ
タ
リ
ア
を
例
に
取
る
と
イ
タ
リ
ア
の
伝
統
工
芸
の
特
徴
と
し
て

一
、 

得
意
な(

伝
統
的)

技
術
を
守
る

二
、 

流
行
品
を
創
り
出
す

三
、 

新
技
術
の
導
入

四
、 

少
量
生
産
の
追
及　

と
い
う
点
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　

何
が
な
ん
で
も
手
作
業
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
ら
し
い
。
機
械
が
可
能
な
工
程
は

機
械
化
し
、
一
方
、
手
作
り
の
味
を
出
す
と
こ
ろ
は
職
人
に
よ
る
手
作
業
を
頑
な
に
残
し
て
い
る
。
こ
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
生
産
シ
ス
テ
ム
が
、
高
い
付
加
価
値
を
与
え
、
強
い
競
争
力
を
生
ん
で
い
る
と
思
え
る
の
で
あ
る
。　

ま
た
、
古
い
も
の
を
何
が
な
ん
で
も
そ
の
ま
ま
残
す
の
で
は
な
く
、
生
活
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
斬
新
な
デ
ザ

イ
ン
を
追
求
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
流
行
等
の
情
報
収
集
に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
聞
く
。
さ
ら
に
、
職

人
同
士
の
繋
が
り
も
強
い
と
聞
く
。流
行
品
を
作
り
出
す
た
め
に
職
人
同
士
だ
け
で
な
く
商
品
開
発
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
日
本
に
当
て
は
め
る
と
、
日
本
の
伝

統
工
芸
が
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
。
技
術
の
向
上
の
た
め
に
は
職
人
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
必
要
だ
し
、
販
売
に
は
外
部
の
流
通
の
専
門
家
の
意
見
も
必
要
だ
。
情
報
発
信
に
はW

eb

等

の
技
術
に
長
け
た
専
門
家
が
い
る
と
心
強
い
。
そ
し
て
全
体
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
体
制

は
ほ
ぼ
整
う
。
伝
統
工
芸
が
革
新
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
と
述

べ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
色
々
な
外
部
の
人
の
協
力
が
必
要
と
な
る
。
伝
統
工
芸
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
一
人
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で
は
無
理
な
の
だ
。
み
ん
な
の
力
を
結
集
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

く
ど
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
伝
統
工
芸
品
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
が
生
ま
れ
て
き
た
時
か
ら
全
く
変
わ
ら
な
い

手
法
で
現
代
ま
で
作
ら
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
自
然
・
社
会
・
経
済
的
環
境
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ

の
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
し
た
結
果
と
し
て
、
現
在
の
技
術
・
技
法
が
あ
る
。

　

時
代
に
合
わ
せ
た
新
た
な
商
品
開
発
で
は
、
自
社
内
や
同
業
種
内
だ
け
で
行
う
の
で
は
な
く
、
異
業
種
や
異
分

野
と
の
交
流
の
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
と
す
る
技
術
を
分
担
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
く
新
た
な
製
品
を

生
み
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
広
告
企
業
等

な
ど
を
グ
ル
ー
プ
と
し
て
各
産
地
の
デ
ザ
イ
ン
や
商
品
開
発
を
行
う
な
ど
の
連
携
に
よ
り
、
伝
統
の
技
に
現
時
代

の
要
素
や
雰
囲
気
を
付
加
し
た
工
芸
品
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。

小
規
模
な
企
業
だ
か
ら
こ
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

　

も
う
三
十
年
く
ら
い
昔
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
が
、「
企
業
の
規
模
は
三
十
人
く
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
い
い
」
と

教
え
て
く
れ
た
家
具
製
造
業
の
社
長
さ
ん
が
い
た
。

　

確
か
に
そ
う
で
あ
る
。
各
産
業
に
は
小
さ
す
ぎ
ず
、
大
き
す
ぎ
ず
適
正
な
規
模
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

小
さ
な
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る
と

・
迅
速
に
対
応
で
き
る
こ
と

・
柔
軟
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と

・
意
思
決
定
が
早
い
こ
と

　

な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
十
人
ぐ
ら
い
だ
と
企
業
組
織
と
し
て
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
る
。
社
員
教
育
や
従
業
員
の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
講
習
も
可
能
だ
。
家
具
の
場
合

は
こ
の
よ
う
な
理
由
で
三
十
人
く
ら
い
の
規
模
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
た
と
思
う
。
何
よ
り
商
品
開
発
は
図
面
さ

え
あ
れ
ば
一
週
間
程
度
、
早
け
れ
ば
二
日
～
三
日
で
試
作
品
が
出
来
上
が
る
ス
ピ
ー
ド
を
も
つ
企
業
も
多
い
。
な

ぜ
な
ら
活
発
な
商
品
開
発
を
行
い
新
作
が
常
に
見
ら
れ
る
状
態
に
し
な
い
と
バ
イ
ヤ
ー
や
購
入
者
に
飽
き
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、
伝
統
工
芸
企
業
は
零
細
企
業
が
多
い
。
一
人
～
三
人
が
頑
張
っ
て
商
品
を
作
っ
て
い
る
。
で
も
頑
張
っ

て
長
時
間
労
働
し
て
売
上
を
増
や
す
よ
り
、労
働
時
間
を
増
や
し
て
得
ら
れ
る
金
額
と
同
じ
で
あ
れ
ば
企
画
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
付
加
価
値
を
高
め
、
利
益
を
増
や
す
方
が
従
業
員
の
負
荷
の
点
か
ら
考
え
て
も
理
に
か

な
っ
て
い
る
。
企
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
み
ん
な
が
思
っ
て
い
る
。
思
い
切
っ
て

新
し
い
商
品
開
発
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
企
業
も
多
い
は
ず
で
あ
る
。
新
し
い
流
通
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
企
業
も
多
い
と
思
う
。
で
も
、
現
実
は
そ
れ
を
許
し
て
く
れ
な
い
。
売
り
上
げ
が
減
少
し
て
い
る

時
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
に
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
リ
ス
ク
を
負
え
な
い
現
実
が
あ
る
の
で
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あ
る
。新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
り
今
ま
で
や
っ
て
い
た
こ
と
を
続
け
て
い
く
方
が
リ
ス
ク
は
少
な
い
。

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
伝
統
工
芸
の
業
界
で
は
な
お
さ
ら
そ
の
傾
向
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
通
り
の
こ
と
を
や
る
に
し
て
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
に
し
て
も
伝
統
工
芸
は
時

代
に
最
も
敏
感
な
業
界
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ニ
ッ
チ
な
市
場
で
は
そ
の
こ
と
が
可
能
な
は
ず
で
あ

る
。
長
い
目
で
見
る
と
現
状
維
持
は
衰
退
を
意
味
し
て
い
る
。
変
化
が
な
く
な
る
と
衰
退
が
始
ま
る
。
こ
れ
は
歴

史
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

従
業
員
が
少
な
い
こ
と
は
零
細
小
規
模
企
業
に
と
っ
て
利
点
で
も
あ
る
と
述
べ
た
が
、
伝
統
工
芸
が
新
し
く
多

様
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
点
で
は
、
こ
の
零
細
が
多
い
点
は
欠
点
だ
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
る

程
度
の
規
模
が
な
い
と
新
し
い
商
品
や
販
売
方
法
の
開
拓
、
ネ
ッ
ト
部
門
の
新
設
な
ど
実
現
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
か
ら
で
あ
る
。

　

伝
統
工
芸
品
を
作
っ
て
い
る
企
業
で
話
題
に
な
る
企
業
も
あ
る
。
で
も
そ
れ
ら
の
企
業
を
見
て
い
く
と
従
業
員

数
も
あ
る
程
度
の
規
模
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
、
売
れ
る
か
ら
従
業
員
を
増
や
し
た
の
か
。
そ
も
そ
も

あ
る
程
度
の
企
業
規
模
だ
っ
た
か
ら
改
革
が
可
能
だ
っ
た
の
か
。
多
分
、
三
十
人
以
上
の
企
業
だ
と
従
業
員
の
生

活
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
生
活
を
守
る
た
め
に
売
り
方
、
広
報
、
直
販
な
ど
企
業
が
可
能
な
範
囲
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
る
。
何
か
を
変
え
る
そ
の
状
況
は
大
事
な
改
革
の
ト
リ
ガ
ー
だ
と
い
う
こ
と
は
推
測
で
き

る
。

一
人
で
は
ス
ク
ラ
ム
は
組
め
な
い
。
だ
か
ら
み
ん
な
の
協
力
が
必
要
だ

　

伝
統
工
芸
品
は
手
作
り
で
、
昔
か
ら
の
技
術
や
材
料
で
質
の
高
い
製
品
づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
る
。
で
も
、
製

造
出
荷
額
や
企
業
数
、
従
業
員
数
は
減
少
傾
向
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
。「
ネ
ッ
ト
販
売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

れ
ば
い
い
」「
若
い
人
向
け
の
新
商
品
を
開
発
す
れ
ば
い
い
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
広
げ
れ
ば

い
い
」「
長
期
的
な
戦
略
を
持
っ
て
対
応
し
な
い
と
・・
」
な
ど
色
々
な
声
が
あ
が
る
。
ど
れ
も
間
違
い
で
は
な
い
。

で
も
一
つ
忘
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
企
業
は
小
規
模
な
の
で
あ
る
。
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
が
限
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
大
企
業
で
あ
れ
ば
豊
富
な
資
源
を
元
に
多
く
の
課
題
に
同
時
に
対
応
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
限
ら
れ
た
資
源
で
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
対
応
し
よ
う
と
思
っ
て
も
で
き
な
い
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
よ
う
と
思
っ
て
も
き
わ
め
て
厳
し
い
現
状
で
あ
る
。
伝
統
工
芸
の
目
指
す
方
向
と

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
職
人
同
士
、
産
地
同
士
が
繋
が
る
し
か
な
い
と
思
う

の
で
あ
る
。

　

最
近
は
ネ
ッ
ト
販
売
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
ネ
ッ
ト
販
売
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う

声
が
多
い
。
で
も
、
ネ
ッ
ト
で
販
売
す
る
た
め
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
の
技
術
が
必
要
だ
。
同
時
に
注
文
を
受
け
た
商
品
を

手
配
し
、
発
送
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
顧
客
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
も
必
要
だ
。
さ
ら
に
は
、
定
期
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的
な
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
更
新
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
い
る
。

　
「
若
い
人
向
け
の
新
商
品
を
開
発
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
若
い
人
の
定
義
が
必
要
だ
。
十
八
歳
以
下
だ
ろ
う
か
。
十
八
歳
以
上
だ
ろ
う
か
。
大
学
生
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
す
で
に
働
い
て
い
る
人
だ
ろ
う
か
。
仮
に
大
学
生
だ
と
し
よ
う
。
男
性
だ
ろ
う
か
女
性
だ
ろ
う
か
。
自

分
で
自
由
に
使
え
る
お
金
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。
何
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
食
器
だ
ろ
う
か
、

他
に
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
木
工
品
も
あ
る
。
自
社
が
対
応
で
き
る
分
野
は
限
ら
れ
て
い
る
。
自

社
の
資
源
を
ど
の
分
野
の
商
品
開
発
に
充
て
る
か
と
い
う
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
決
ま
っ
た
と
し
て
も
具

体
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う
す
る
の
か
。
誰
が
や
る
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
ニ
ッ
チ
な
市
場
で
も
展
開
す

る
商
品
ア
イ
テ
ム
の
戦
略
は
重
要
な
の
で
あ
る
。

産
地
が
取
り
得
る
選
択
肢
は
限
ら
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
産
地
組
合
の
構
成
員
で
あ
る
企
業
あ
る
い
は
従
事
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
々
の
製
作
活
動
が
主
た
る
仕
事

で
あ
り
、忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
時
間
も
金
銭
的
な
余
裕
も
少
な
い
。

一
方
、
そ
れ
ら
の
組
合
の
構
成
を
ま
と
め
る
組
合
自
体
も
少
な
い
人
数
で
産
地
の
啓
蒙
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
、
各
種

講
習
会
の
開
催
な
ど
日
々
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
み
ん
な
忙
し
い
。

　

そ
の
中
で
産
地
の
将
来
の
選
択
肢
は
限
ら
れ
て
い
る
。
伝
統
的
工
芸
存
続
の
た
め
に
は
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
利
益
を
上
げ
る
に
は
一
般
的
に
大
き
く
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
一
つ
は
製
品
単
価
を
抑
え
販
売
個

数
を
上
げ
る
や
り
方
。
こ
の
方
法
に
は
最
新
設
備
を
導
入
し
、
量
産
体
制
を
整
え
、
大
量
に
製
品
を
作
る
こ
と
が

前
提
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
特
に
重
要
な
の
は
大
量
の
製
品
を
売
る
た
め
の
販
路
開
拓
や
販
売
方
法
の
新
し
い

チ
ャ
ネ
ル
の
開
拓
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
販
売
数
を
確
保
す
る
た
め
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
商
品
構
成
を
拡
張
す
る

た
め
の
商
品
開
発
と
ア
イ
テ
ム
数
の
充
実
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
選
択
肢
は
伝
統
的
工
芸
品
に
は
該
当

し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
選
択
肢
は
単
価
を
上
げ
る
か
製
品
の
利
益
率
を
上
げ
る
か
と
い
う
選
択
肢
で
あ
る
。
単
価
を
上
げ

る
と
い
う
選
択
肢
は
客
単
価
を
あ
げ
る
と
い
う
方
法
と
製
品
単
価
の
利
益
率
の
平
均
を
上
げ
る
方
法
な
い
し
は
新

し
い
販
路
を
広
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
現
在
の
市
場
自
体
が
縮
小
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ

の
選
択
肢
も
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
二
つ
の
選
択
肢
の
中
で
は
こ
の
選
択
肢
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
。
理
解

は
し
て
い
る
が
、
対
応
が
難
し
い
た
め
今
ま
で
有
効
な
手
段
が
立
て
ら
れ
な
い
で
い
る
。
し
か
し
、
量
産
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
単
価
を
上
げ
る
か
、
単
価
を
そ
の
ま
ま
の
価
格
に
維
持
し
て
購
買
力
の
あ
る
新
し
い

市
場
を
見
つ
け
る
か
販
売
方
法
を
変
え
利
益
率
を
上
げ
る
以
外
に
選
択
肢
は
な
い
の
で
あ
る
。
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
こ
れ
か
ら
の
伝
統
工
芸
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
市
場
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て

　

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
か
ら
の
訪
日
外
国
人
は
激
減
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
ま
で
は
日
本
に
は
多
く
の
外
国
人

が
訪
れ
て
い
た
。
こ
の
図
に
よ
る
と
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
八
年
の
五
年
間
で
訪
日
外
国
人
は
千
七
七
八
万
人

増
加
し
増
加
率
で
二
三
三
％
と
驚
異
的
な
伸
び
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
３
）。 

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た
後
は
こ
の
流
れ
が
ど
こ
ま
で
戻
る
か
は
わ
か
ら
な
い
が
い
ろ
い
ろ
な
調
査
に
お
い
て
訪
れ
た

い
国
の
上
位
に
位
置
し
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
、
こ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
は
、
縮
小
す
る
日
本
市
場
の
新
し
く

生
ま
れ
た
市
場
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
後
は
伸
び
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
有
望
な
市
場
で
あ
る
。

　

こ
の
訪
日
外
国
人
の
特
性
を
観
光
庁
の
日
本
に
訪
れ
た
「
訪
日
外
国
人
の
消
費
動
向
（
訪
日
外
国
人
消
費
動
向

調
査
結
果
及
び
分
析
）：
平
成
二
十
九
年
年
次
報
告
書
」
で
見
て
み
る
と
、

・
平
成
二
十
九
年
訪
日
外
国
人
の
旅
行
支
出
は
一
五
万
三
九
二
一
円
／
人

・
主
な
国
籍
別
で
は
、
韓
国
七
二
千
円
、
台
湾
一
二
六
千
円
、
香
港
一
五
三
千
円
、
中
国
二
三
〇
千
円
、
米
国
人

　

は
一
八
二
千
円
を
支
出
し
て
お
り
中
国
、
米
国
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

・
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
は
四
兆
四
千
億
円
で
、
前
年
（
平
成
二
十
八
年
）
の
三
兆
七
千
億
円
に
比
べ

　

十
七
・
八
％
増
加
し
て
い
る
。

・ 

訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額
を
費
目
別
に
み
る
と
、
宿
泊
料

　

金
が
二
十
八
％
、
飲
食
費
が
二
十
％
、
買
物
代
が

　

三
十
七
％
を
占
め
る
。

・
国
籍
別
で
は
、
中
国
、
台
湾
、
韓
国
、
香
港
、
米
国
の
順

　

で
旅
行
消
費
額
が
高
く
、
上
位
五
カ
国
・
地
域
で
、
訪
日

　

外
国
人
旅
行
消
費
額
全
体
の
七
十
六
％
を
占
め
る
。

・
訪
日
旅
行
に
九
割
超
が
満
足
と
答
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち

　
「
大
変
満
足
」
が
五
十
一
％
で
高
い
満
足
度
を
得
て
い
る
。

　

と
い
う
現
状
で
あ
る
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
前
に
は
次
の
よ
う
な
傾
向
も
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

・
伝
統
的
な
も
の
を
買
っ
て
い
る
訪
日
外
国
人
は
韓
国
を
除

　

け
ば
ア
ジ
ア
系
も
欧
米
系
も
ほ
ぼ
金
額
的
に
は
大
き
な
違

　

い
は
認
め
ら
れ
な
い
。

・
滞
在
期
間
は
欧
米
系
が
長
く
、
買
い
物
以
外
に
も
日
本
食　

図７．外国人の訪日実績及び予測
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図３. 外国人の訪日実績及び予測
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や
観
光
を
楽
し
む
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
人
も
買
い
物
か
ら
観
光
へ
の
シ
フ
ト
も
見
ら
れ
る
。

・
九
州
を
訪
れ
る
外
国
人
は
韓
国
と
中
国
が
多
く
、
韓
国
は
滞
在
期
間
が
他
の
訪
日
外
国
人
に
比
べ
短
い
（
フ
ェ

　

リ
ー
等
の
利
用
）。

・
和
服
や
工
芸
品
は
ア
ジ
ア
系
も
中
国
系
も
金
額
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
香
港
や
英
国
が
購
入
率
は
高
い
。

　

こ
れ
ら
の
官
公
庁
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
は
良
い
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
旅
行
に

十
五
万
円
か
ら
二
十
万
円
程
度
は
使
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
注
目
す
べ
き
は
日
本
に
多
く
訪
れ
る
中
国
人
観
光

客
の
傾
向
が
薬
や
化
粧
品
、
家
電
な
ど
の
買
い
物
か
ら
観
光
へ
と
シ
フ
ト
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
特
に

富
裕
層
に
そ
の
傾
向
が
高
い
と
言
わ
れ
、
そ
の
時
の
日
本
の
観
光
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
日
本
の
四
季
、
和
食
、
伝
統
、

神
社
・
仏
閣
な
ど
で
あ
り
伝
統
工
芸
と
相
性
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
長
期
滞
在
型
が
増
え
て
い
た
と
い
う
こ

と
も
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

九
州
に
は
コ
ロ
ナ
流
行
の
前
に
は
五
百
万
人
が
訪
れ
て
い
た

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
九
州
に
限
っ
て
み
る
と
、
九
州
全
体
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
、
年
間
約
五
百
万
人
の
外
国

人
が
訪
れ
て
お
り
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。（
図
４
）

こ
れ
は
現
在
の
福
岡
県
全
体
の
人
口
五
百
十
一
万
人
に
匹
敵
す
る
数
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
数
が
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
は
増

え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
す
る
こ
と
は
、
丁
寧
な
作
り
と
手
工
芸
と
い
う
作
る
技
術
は
そ

の
ま
ま
に
日
本
ら
し
さ
を
求
め
て
く
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
し
て
新

し
い
市
場
と
な
り
得
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め

に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
す
る
た
め
の
売
り
方
を
変
え
る
こ
と

で
産
地
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
日
本
を
訪
れ

る
客
の
特
徴
と
し
て
日
本
へ
の
再
訪
希
望
者
が
九
割
を
超
獲
て
お

り
、「
必
ず
来
た
い
」
が
五
十
九
％
と
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
リ
ピ
ー
タ
率
が
高
い
と
予
想
で
き
る
こ
と
。
リ
ピ
ー

ト
者
の
傾
向
と
し
て
観
光
地
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
神
社
仏
閣
、

文
化
な
ど
に
興
味
を
持
つ
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
な
ど
の
特
徴

が
み
ら
れ
て
い
た
（「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
可
能
性
」
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
論
集
、
第
二
号

／pp.11-24

、
二
〇
一
九
年
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
伝
統
的
工
芸
品
の
市
場
と
し

図８．九州への外国人入国者数の推移
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図４. 九州への外国人の入国者の推移
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て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
は
可
能
性
が
高
い
。
お
金
を
持
っ
て
日
本
を
楽
し
も
う
と
す
る
訪

日
外
国
人
の
市
場
が
ま
た
復
活
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
逃
す
手
は
な
い
。

　

し
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要
を
取
り
込
む
た
め
に
は
、
単
に
製
品
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、
訪
日

外
国
人
が
求
め
て
い
る
も
の
を
見
つ
け
提
供
す
る
た
め
に
「
日
本
の
伝
統
工
芸
品
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
見
せ
方
」

「
売
り
方
」
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

遅
れ
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

　
「
日
本
の
伝
統
工
芸
品
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
見
せ
方
」
を
考
え
る
場
合
、
ア
イ
テ
ム
の
数
（
多
様
性
）
の
確
保
、

情
報
の
発
信
手
法
が
重
要
だ
と
考
え
る
の
は
素
直
な
考
え
方
で
あ
る
と
思
う
。

　

考
え
て
み
て
ほ
し
い
。
あ
な
た
が
買
い
物
を
す
る
時
に
は
ど
こ
で
商
品
を
見
つ
け
ど
の
よ
う
に
買
う
の
か
を
。

私
の
場
合
は
、
例
え
ば
デ
パ
ー
ト
な
ど
に
行
っ
た
と
き
に
目
に
つ
い
た
も
の
で
良
い
と
思
っ
た
も
の
を
買
う
こ
と

が
あ
る
。
衝
動
買
い
み
た
い
な
も
の
で
あ
る
。
で
も
買
う
と
決
め
て
も
伝
統
工
芸
の
場
合
は
高
価
な
た
め
で
き
れ

ば
他
の
商
品
と
比
較
し
た
い
と
思
う
が
残
念
な
が
ら
商
品
の
数
は
少
な
い
。
で
き
れ
ば
多
く
の
中
か
ら
選
び
た
い

と
思
う
の
だ
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
、
初
め
て
出
会
う
商
品
の
時
に
躊
躇
す
る
よ
う
な
心
理
に
な
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
分
野
の
知
識
が
な
い
場
合
は
特
に
そ
う
な
る
。

　

さ
ら
に
気
に
入
っ
た
も
の
を
手
に
入
れ
た
時
に
は
、
他
の
分
野
の
商
品
に
も
自
ず
と
気
に
な
っ
て
い
く
。

外
国
か
ら
訪
れ
た
旅
行
客
で
は
そ
の
欲
求
は
強
い
と
思
う
。
多
分
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
伝
統
工
芸
を
で
き
れ
ば
実

際
に
実
物
を
見
て
、
手
に
と
っ
て
触
れ
て
み
た
い
と
い
う
の
は
容
易
に
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
情
報

発
信
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
今
ま
で
そ
の
よ
う
な
外
部
か
ら
の
要
求
や
内
部
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、各
産
地
は
そ
の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
。人
形
は
人
形
。陶
磁
器
は
陶
磁
器
。

久
留
米
絣
は
久
留
米
絣
な
の
が
現
状
で
あ
る
。
新
製
品
開
発
は
各
産
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
産
地
を
ま
た
が
り

「
買
い
や
す
さ
」
や
「
伝
え
や
す
さ
」
と
い
う
視
点
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。
そ
の
た
め
、

伝
統
的
工
芸
品
を
見
た
い
と
い
う
時
に
一
同
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
は
な
く
、
情
報
を
知
り
た
く
て
も
各
産
地

の
発
信
し
て
い
る
情
報
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
語
で
、
英
語
で
の
情
報
発
信
は
非
常
に
少
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

九
州
を
訪
れ
た
外
国
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
統
的
工
芸
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
買
い
た
い
場
合
に
買

え
る
よ
う
な
場
所
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

訪
日
数
の
多
い
中
国
人
の
志
向
も
数
年
前
の
電
化
製
品
や
薬
、
日
用
品
を
購
入
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
特
に
富

裕
層
に
見
ら
れ
て
い
る
日
本
の
文
化
や
生
活
を
体
験
し
た
い
、
日
本
の
伝
統
に
触
れ
た
い
、
見
た
い
と
い
う
目
的

で
訪
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る
と
い
う
現
状
を
見
て
も
、
日
本
の
伝
統
や
文
化
と
い
う
の
は
重
要
な
要
素

と
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
復
活
す
る
好
機
に
備
え
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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伝
統
工
芸
を
買
っ
て
も
ら
う
た
め
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
第
一
歩
は
ま
ず
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
を
伝
統
的
工
芸
に
活
用
す
る
に
は
ま
ず
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は

前
提
条
件
が
あ
る
（
図
５
）。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
商
品
の
持
つ
ス
ト
ー
リ
ー
が
わ
か
り
や
す
く
人
に
伝
え
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
良
い
商
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
伝
統
や
商
品
の
背
景
、
歴

史
的
な
意
味
を
含
め
て
購
入
者
が
満
足
で
き
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

　

情
報
発
信
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
英
語
表
示
に
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
語
の
サ
イ
ト
を
見
て
も
工
程
の

こ
と
は
発
信
し
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
商
品
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
、
こ
れ
を
持
つ
こ
と
は
ど
の

よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
な
ど
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
も
の
が
散
在
す
る
。
さ
ら
に
一
度
サ
イ
ト
な
ど
で
情
報

を
発
信
し
始
め
る
と
作
り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
、
常
に
更
新
さ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
商
品
に
関
す
る

情
報
だ
け
で
は
な
く
日
本
の
四
季
や
季
節
の
伝
統
的
な
行
事
で
あ
っ
て
も
い
い
、
と
に
か
く
サ
イ
ト
を
見
に
訪
れ

る
人
に
常
に
新
し
い
情
報
が
載
せ
ら
れ
、
定
期
的
に
更
新
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
海
外
で
は
武
士
や
忍
者
な
ど
の
一
定
の
フ
ァ
ン
が
い
る
。
肥
後
象
嵌
な
ど
は
比
較
的
ス
ト
ー
リ
を
作

り
や
す
い
が
他
の
産
地
に
つ
い
て
も
外
国
人
が
見
て
日
本
ら
し
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
を
作
り
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。そ
の
時
に
日
本
で
展
開
し
て
い
る
有
名
海
外
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
の
や
り
方
は
参
考
に
で
き
る
。

最
後
に
、
販
売
を
管
理
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
に
な
る
。
ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
に
依
存
す
る
の
で
は
な
い
独
自
の
販

売
ル
ー
ト
を
管
理
す
る
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
海
外
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
注
文
に
対
応
で
き
る

と
い
う
の
は
語
学
力
の
他
に
個
別
の
煩
雑
な
手
続
き
を
必
要
と
す
る
作
業
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
個
別
の
企
業

で
は
対
抗
が
難
し
い
た
め
組
合
が
対
応
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
組
合
も
マ
ン
パ
ワ
ー
の
点
で
対
応
は
困
難

情報発信力

SNS/ Internet

海外への販路
拡大の意欲

販売管理の
能力

伝統や歴史的背景の
訴求力

（ストーリの描き
やすさ）

市場の需要
（海外から
見ての魅力）

伝統的
工芸品産業

海外＆インバウンドをターゲットとした場合の
伝統工芸品産業のイメージ

 　

組
合
は
海
外
市
場
へ
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
と
い

う
意
欲
が
ま
ず
必
要
で
あ
る
。
訪
日
外
国
人
に
と
っ
て

の
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
は
九
州
で
の
出
会
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
は
同
時
に
海
外
で
の
情
報
展
開
（
ネ
ッ

ト
を
含
め
た
）
を
行
う
と
い
う
意
思
表
示
を
す
る
こ
と

に
な
る
。
海
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
注
文
に
応
じ
る

体
制
も
考
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

次
に
、
多
く
の
訪
日
外
国
人
は
事
前
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｗ
ｅ

ｂ
で
情
報
を
得
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
得

る
情
報
は
、
日
本
的
で
外
国
人
に
と
っ
て
魅
力
的
に
映

る
商
品
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

図５. 海外＆インバウンドをターゲットとした
時の整備すべきイメージ
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で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
複
数
の
組
合
で
対
応
で
き
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
今
後
本
気
で
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
海
外
市
場
は
今
後
も
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
訪
日
外
国
人
の
志
向
が
商

品
の
購
入
以
外
に
文
化
や
伝
統
を
体
験
や
、
日
本
ら
し
さ
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
層
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
海
外
市
場
は
伝
統
的
工
芸
品
産
業
に
と
っ
て
、
対
応
す
べ
き
市
場
で
あ
る
こ
と
は

確
か
な
の
だ
が
、
同
時
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
海
外
市
場
に
挑
戦
す
る
と
い
う
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い

う
の
も
現
状
を
考
え
る
と
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

し
か
し
、
新
た
な
市
場
と
し
て
も
魅
力
も
あ
り
、
技
術
を
残
す
観
点
か
ら
も
重
要
な
市
場
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
実
行
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
産
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
の
か
。
誰
が
情
報
を
多
言
語
対

応
さ
せ
る
の
か
。
何
を
売
る
の
か
な
ど
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
何
か
を
や
ら
な
い
と

産
地
は
今
ま
で
の
よ
う
に
衰
退
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
っ
て
訪
日
外
国
人
の
数
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。し
か
し
、

コ
ロ
ナ
の
終
了
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
可
能
性
は
依
然
と
し
て
高
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
手
付

か
ず
の
潜
在
的
な
市
場
が
目
の
前
に
あ
る
の
に
ほ
っ
と
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
今
、
観
光
土
産
品
に
占
め
る
割

合
が
低
い
伝
統
工
芸
品
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
工
芸
産
業
の
売
上
に
直
結
す
る
。
国
内
需
要
が
減
少
し

て
い
る
状
況
で
は
、
今
あ
る
技
術
や
今
持
っ
て
い
る
商
品
ア
イ
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
対
応
で
き
る
お
い
し

い
市
場
で
あ
る
。
で
も
、
同
時
に
こ
こ
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
海
外
か
ら
の

客
と
の
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
に
は
必
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
な
る
。
販
売
時
の
店
に
入
る
と
こ
ろ
か

ら
出
て
行
く
ま
で
歴
史
を
語
り
、
特
徴
を
語
り
、
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
帰
国
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
Ｗ
ｅ
ｂ
も
多
言
語
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
メ
ー
ル
や
電
話
で

の
対
応
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
高
価
な
も
の
だ
と
さ
ら
に
丁
寧
な
対
応
が
必
要
と
な
る
は
ず
だ
が
、
な
か
な
か

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
簡
単
に
は
踏
み
込
め
な
い
。
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
価
値
は
必
ず
あ
る
。

伝
統
工
芸
の
み
ら
い
の
た
め
に

　

残
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
消
え
て
い
く
も
の
も
あ
れ
ば
、
残
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
差
を
考
え
る
と
購
入
者

が
必
要
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
だ
と
思
う
。購
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
商
品
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
売
れ
な
い
も
の
は
支
持
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
伝
統
工
芸
品
に
も
こ
れ
が
当
て
は
ま
る
。

社
会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
残
り
、
必
要
と
見
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
く
な
っ
て
い
く
。
伝
統
工
芸
も
こ
の
原

理
の
中
に
あ
る
。
何
が
残
っ
て
何
が
残
ら
な
い
か
は
購
入
者
に
決
定
権
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

生
活
に
使
え
な
い
と
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
時
代
に
合
わ
せ
た
商
品
開
発
が
絶
対
必
要
な
の
だ
と
思
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う
。
現
在
伝
統
工
芸
品
で
売
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
九
州
で
も
陶
磁
器
や
、包
丁
等
売
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

し
か
し
、
全
体
が
売
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
産
地
の
中
を
見
て
み
る
と
企
業
に
よ
っ
て
バ
ラ

ツ
キ
が
あ
る
よ
う
だ
。
以
下
は
私
見
だ
が
、
売
れ
て
い
る
企
業
を
見
て
み
る
と
共
通
点
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て

く
る
。

 

一
つ
は
今
の
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　

私
の
好
き
な
伝
統
工
芸
に
肥
後
象
嵌
が
あ
る
。
肥
後
象
嵌
を
画
像
で
検
索
す
る
と
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ピ
ア
ス
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
が
出
て
く
る
。
私
は
男
だ
か
ら
ネ
ッ
ク
レ
ス
も
ピ
ア
ス
も
し
な
い
。
さ
ら
に
見
て
い
く
と
ネ
ク

タ
イ
ピ
ン
や
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
で
も
私
は
ス
ー
ツ
を
毎
日
は
着
な
い
し
、
着
て
も
カ
フ
ス
ボ

タ
ン
や
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
は
し
な
い
。
昔
、
結
婚
式
の
時
に
し
た
く
ら
い
で
あ
る
。
周
り
を
見
て
も
カ
フ
ス
ボ
タ
ン

や
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
を
し
て
い
る
人
を
見
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
肥
後
象
嵌
の
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
や
カ
フ
ス
ボ
タ

ン
を
購
入
し
た
い
と
い
う
欲
求
は
一
般
的
に
は
低
い
は
ず
で
あ
る
。
個
人
的
に
は
、
お
し
ゃ
れ
な
ス
ト
ラ
ッ
プ
で

も
あ
れ
ば
買
い
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
調
べ
る
と
「
く
ま
モ
ン
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
が
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
た
。
可
愛

い
の
で
あ
る
が
、
年
齢
的
に
あ
わ
な
い
。
昔
の
伝
統
を
守
る
の
は
大
事
だ
と
思
う
が
、
使
わ
な
い
も
の
を
作
り
続

け
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
商
品
開
発
と
い
う
ほ
ど
大
げ
さ
で
は
な
く
て
も
、
商
品
ア
イ
テ
ム
の

見
直
し
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
日
常
的
な
生
活
に
使
わ
な
い
モ
ノ
の
購
入
の
優
先
順
位
は
低
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

価
格
設
定
も
大
事
で
あ
る

　

伝
統
工
芸
品
は
手
作
り
だ
か
ら
高
価
だ
と
い
う
の
は
、
み
ん
な
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
高
価
過
ぎ

る
と
買
え
な
く
な
る
。
多
分
み
ん
な
そ
の
間
で
悩
ん
で
い
る
と
思
う
。

　
「
値
ご
ろ
感
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
人
は
高
価
な
も
の
を
購
入
す
る
時
に
は
、
購
入
し
て
得
ら
れ
る
満
足
と

価
格
を
比
較
し
て
、
よ
り
利
益
（
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
）
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
選
択
を
行
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

傾
向
は
高
価
に
な
る
程
大
き
く
な
る
。
購
入
す
る
側
が
迷
っ
て
い
る
時
に
決
断
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
の
が
情
報

や
体
験
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
作
る
側
か
ら
ど
れ
だ
け
の
情
報
が
入
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。「
見
た
ら
わ

か
る
」「
手
に
取
れ
ば
わ
か
る
」
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
冷
た
い
対
応
だ
と
思
う
。
迷
っ
て
い
る
人
は
作
っ
て
い

る
職
人
さ
ん
の
商
品
に
か
け
る
想
い
を
知
る
だ
け
で
、
そ
の
商
品
の
魅
力
が
増
す
。
も
の
を
作
っ
て
い
る
職
人
の

仕
事
に
対
す
る
情
熱
や
も
の
に
対
す
る
考
え
、
素
材
の
情
報
や
歴
史
等
が
語
ら
れ
る
と
物
語
が
生
ま
れ
る
。
も
っ

と
作
り
手
か
ら
の
情
報
が
必
要
だ
と
思
う
。

売
り
方
に
も
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
。
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生
ま
れ
て
き
た
背
景
が
語
り
や
す
い
も
の

　

伝
統
工
芸
に
あ
っ
て
工
業
製
品
に
な
い
も
の
は
数
百
年
の
伝
統
の
持
つ
深
み
（
味
）
で
あ
る
。
海
外
で
も
ベ
ネ

チ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
等
は
九
八
二
年
に
文
献
に
登
場
し
て
い
る
ら
し
い
の
で
約
千
年
の
歴
史
と
み
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
日
本
の
伝
統
工
芸
で
も
有
田
・
伊
万
里
焼
は
約
四
百
年
、
八
女
仏
壇
は
約
二
百
年
、
博
多
織
で
約
八
百
年
、

久
留
米
絣
が
江
戸
時
代
後
期
、
小
石
原
焼
が
約
三
百
五
十
年
、
上
野
焼
が
約
四
百
年
、
博
多
人
形
が
約
四
百
年
、

八
女
提
灯
が
十
九
世
紀
初
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
約
三
百
年
、
波
佐
見
焼
も
約
四
百
年
、
肥
後
象
嵌
が
約

三
百
九
十
年
、
山
鹿
灯
籠
が
三
百
五
十
年
く
ら
い
、
別
府
竹
細
工
が
室
町
時
代
、
大
島
紬
は
千
四
百
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
こ
と
な
ど
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
も
確
認
で
き
る
。
少
な
く
と
も
百
年
、
二
百
年
と
途
絶
え
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
間
購
入
者
に
支
持
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
大
き

な
財
産
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
海
外
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
を
見
て
み
て
も
、
ダ
ン
ヒ
ル
は
一
八
八
〇
に
馬
具
専
門
製
造
卸

売
業
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
で
創
業
し
、
現
在
で
は
ス
ー
ツ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ど
の
衣
類
の
他
に
、
バ
ッ
グ
や
財
布
、

ア
ク
セ
サ
リ
な
ど
、
男
性
向
け
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
は
ど
う
か
と
み
る
と
一
八
六
〇
年
ご
ろ
に
パ
リ
で
創
業
し
、
バ
ッ
ク
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
か
ら

香
水
ま
で
幅
広
い
商
品
展
開
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ル
メ
ス
は
一
八
三
七
年
に
パ
リ
に
開
い
た
馬
具
工
房
と
し
て
創
業
て
お
り
、
革
製
品
が
有
名
だ
が
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
、
家
具
、
香
水
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
時
計
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
こ
れ
も
幅
広
い
展
開
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

プ
ラ
ダ
は
一
九
一
三
年
に
ミ
ラ
ノ
で
皮
革
製
品
店
と
し
て
創
業
し
て
い
る
が
、
現
在
は
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
高

級
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　

み
ん
な
が
大
好
き
な
エ
ル
メ
ス
に
し
て
も
ル
イ
ヴ
ィ
ト
ン
、
ダ
ン
ヒ
ル
、
プ
ラ
ダ
に
し
て
も
せ
い
ぜ
い
二
百
～

三
百
年
の
歴
史
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
日
本
の
伝
統
工
芸
は
ど
れ
も
四
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
エ
ル
メ
ス
や
ヴ
ィ
ト
ン
は
み
ん
な
知
っ
て
い
る
け
ど
、
日
本
の
伝
統
工
芸
の
こ
と
を
知
っ

て
い
る
人
は
少
な
い
。

　

有
田
の
柿
右
衛
門
に
至
っ
て
は
四
百
年
の
歴
史
を
持
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貴
族
に
熱
狂
的
に
支
持
さ
れ
た
と
い

う
歴
史
も
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
に
は
引
け
を
取
ら
な
い
の
で
あ
る
。

で
も
現
実
は
、
ヨ
ー
ッ
ロ
ッ
パ
勢
が
一
社
あ
た
り
年
間
少
な
く
て
も
数
百
億
か
ら
数
千
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
伝
統
工
芸
の
総
出
荷
額
が
千
億
円
程
度
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
違
い
は
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
の
違
い
は
品
質
か
ら
く
る
も
の
で
は
な
い
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ブ
ラ
ン
ド
と
日
本
の
伝
統
産
業

は
何
が
違
う
の
か
」
そ
れ
は
「
商
品
の
多
様
性
」、「
時
代
に
合
わ
せ
た
商
品
開
発
」、「
Ｐ
Ｒ
の
巧
み
さ
」
か
ら
く

る
も
の
だ
と
私
は
思
う
。
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商
品
企
画
の
手
法
が
作
る
た
め
に
は
有
効

　

私
た
ち
が
商
品
の
企
画
を
す
る
と
き
に
ま
ず
考
え
る
の
は
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
い
。
そ
の
前
に
必
ず
決
め
て
お
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
こ
と
が
四
つ
ほ
ど
あ
る
。

一
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
誰
？

　
「
誰
に
買
っ
て
欲
し
い
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
み
ん
な
に
買
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て
、欲
張
っ
て
「
み

ん
な
が
使
う
も
の
、
買
っ
て
も
ら
う
も
の
」
と
考
え
て
し
ま
う
と
、
多
分
そ
の
商
品
は
誰
も
買
っ
て
く
れ
な
い
も

の
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
み
ん
な
が
同
じ
も
の
を
欲
し
が
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
年
齢
で
も
欲
し
い
も

の
は
異
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
地
域
性
、
経
済
的
な
背
景
、
性
別
、
宗
教
、
土
地
の
気
候
、
職
業
等
に
よ
っ
て

異
な
る
し
、
何
よ
り
も
そ
の
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
人
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
人
は
百
人
百
様
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市
場
を
細
か
く
分
け
て
考
え
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
セ
グ
メ
ン
ト

を
行
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
市
場
を
よ
く
み
て
買
っ
て
も
ら
い
た
い
人
の
人
物
像
を
考
え
る
。
最
近
で
は
Ｉ
Ｔ

を
使
っ
て
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
今
ま
で
通
り
の
商
品
を
作
り

続
け
て
い
っ
て
も
市
場
は
評
価
し
て
く
れ
な
い
。
今
の
市
場
の
中
で
伝
統
工
芸
を
求
め
て
い
る
人
は
誰
な
の
か
。

こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
も
う
一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

二
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ど
の
よ
う
な
満
足
を
提
供
す
る
の
か

　

買
っ
て
も
ら
っ
た
人
に
満
足
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
商
品
の
良
さ
が
第
一
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
。
商
品
に
よ
っ
て
は
使
い
方
等
の
情
報
提
供
の
親
切
さ
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
面
倒
見
の
良
さ
。
人
か
ら
得

ら
れ
る
評
価
等
様
々
な
も
の
が
購
入
者
の
得
る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
と
な
る
。
刃
物
が
切
れ
な
く
な
っ
た
時
や
刃
こ
ぼ

れ
を
起
こ
し
た
時
に
職
人
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
企
業
も

あ
る
。
言
い
た
い
こ
と
は
商
品
の
良
さ
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
に
も
や
れ
る
こ
と
は
多
く
あ
る
。

あ
と
は
資
金
と
マ
ン
パ
ワ
ー
を
天
秤
に
か
け
ど
の
よ
う
な
満
足
が
提
供
で
き
る
の
か
の
選
択
の
問
題
で
あ
る
。

三
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
の
人
）
は
本
当
に
買
え
る
の
か

　

伝
統
工
芸
の
話
で
は
な
い
が
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
や
婦
人
会
等
の
発
表
会
や
即
売
会
に
行
く

と
よ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
さ
せ
ら
れ
る
。
美
味
し
い
特
産
品
を
試
食
し
「
美
味
し
い
で
す
か
」「
買
い
た
い
と
思
い

ま
す
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
。
当
然
美
味
し
い
し
、
買
い
た
い
と
思
う
の
で
そ
う
答
え
る
。
で
も
実
際

は
買
え
な
い
。
買
お
う
と
思
っ
て
も
買
え
な
い
の
で
あ
る
。
理
由
は
現
地
に
行
か
な
い
と
買
え
な
い
こ
と
が
多
く
、

そ
れ
を
買
い
に
行
く
時
間
が
な
い
の
で
あ
る
。
時
間
を
作
り
現
地
に
行
く
と
も
う
商
品
自
体
が
作
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。
販
売
ル
ー
ト
や
販
売
手
段
の
失
敗
で
あ
る
。

　

伝
統
工
芸
品
で
は
、
若
い
人
に
向
け
て
の
商
品
が
開
発
さ
れ
、
事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
高
評
価
を
得
た
と
し

て
も
、
実
際
若
い
人
は
買
わ
な
い
。
と
い
う
よ
り
買
え
な
い
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ツ
で
も
千
円
か
ら
二
千
円
く
ら
い

で
買
え
る
も
の
が
多
い
中
、
一
万
円
近
く
す
る
も
の
は
手
が
出
し
づ
ら
い
の
で
あ
る
。
い
い
商
品
だ
か
ら
買
い
た

い
と
思
っ
て
も
買
え
な
い
。
そ
う
い
う
若
い
人
た
ち
も
い
る
。
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四
、
買
っ
た
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
さ
れ
て
い
る
の
か

　

伝
統
工
芸
品
は
安
価
で
は
な
い
。
一
般
的
に
高
価
な
も
の
を
購
入
す
る
と
購
入
し
た
人
に
は
自
分
の
決
定
が
正

し
か
っ
た
か
ど
う
か
不
安
に
な
る
と
い
う
。
結
婚
前
の
「
マ
リ
ッ
ジ
ブ
ル
ー
」
と
似
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
結

婚
が
決
定
す
る
と
「
私
の
選
ん
だ
人
で
よ
か
っ
た
の
か
」「
相
手
の
家
族
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
の
か
」
等
の

不
安
が
心
に
中
に
起
き
る
そ
う
で
あ
る
。
結
婚
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
高
価
な
も
の
を
購
入
し
た
場
合
も
心

の
中
に
自
分
の
選
択
が
正
し
か
っ
た
か
と
い
う
不
安
が
起
き
る
。
そ
れ
を
出
来
る
だ
け
早
く
解
消
で
き
る
と
そ
の

人
は
そ
の
企
業
や
ブ
ラ
ン
ド
に
対
し
て
信
頼
感
を
持
つ
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
企
業
は
カ
タ
ロ
グ
を
定
期
的
に
作

成
し
た
り
、
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
た
り
、
口
コ
ミ
の
評
価
に
注
意
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
新
規
の
購
入
者
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
買
っ
て
も
ら
っ
た
人
に
対
し
て
、
あ
な
た

の
選
択
は
正
し
か
っ
た
と
い
う
情
報
を
流
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
伝
統
工
芸
は
一
般
的
な
企
業
と
比
較
し
て
、
こ

の
努
力
を
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
企
業
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
る
し
、
資
金
が
乏
し
い
と

い
う
こ
と
も
理
由
に
は
あ
る
。
し
か
し
伝
統
工
芸
の
現
状
を
改
善
す
る
に
は
必
ず
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

４
Ｐ
の
プ
ロ
セ
ス
で
伝
統
工
芸
品
を
考
え
る

　

デ
ザ
イ
ン
で
よ
く
意
識
さ
れ
る
も
の
と
し
て
市
場
へ
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
考
え
る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
４
つ
の
Ｐ
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
＝
商
品

　

顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
価
値
の
あ
る
良
い
商
品
に
な
っ
て
い
る
か
？

Ｐ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
＝
価
格

　

顧
客
に
と
っ
て
妥
当
な
価
値
あ
る
適
正
な
価
格
と
な
っ
て
い
る
か
？

Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
＝
流
通

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ど
の
よ
う
な
経
路
や
手
段
で
届
け
る
か
。顧
客
に
と
っ
て
容
易
に
買
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
？
。

　

店
舗
と
か
の
ス
ペ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
、
買
い
や
す
さ
が
あ
る
か
。

Ｐ
ｒ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＝
販
促

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ど
の
よ
う
に
こ
こ
に
良
い
商
品
が
あ
る
か
を
知
っ
て
も
ら
い
。
魅
力
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

　

て
い
る
か
。

　

前
述
し
た
こ
と
と
重
複
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
四
つ
の
視
点
で
伝
統
工
芸
を
以
下
に
考
察
し
て
い
く
。

一
、「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ
ｔ
」
と
し
て
の
商
品
の
質
は
折
り
紙
つ
き
。
問
題
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
。

　

伝
統
工
芸
の
商
品
と
し
て
の
技
術
レ
ベ
ル
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
職
人
が
手
作
り
で
心
を
込
め

て
作
り
上
げ
て
い
る
。
問
題
は
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
顧
客
の
生
活
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は
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
。
生
活
が
変
化
す
る
の
だ
か
ら
生
活
用
品
も
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
こ
れ
も
当

然
だ
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
着
物
の
ニ
ー
ズ
は
現
在
で
は
日
常
的
で
は
な
い
。
着
物
を
着
る
機
会
は
赤
ん
坊
が
お

宮
参
り
に
行
く
と
き
。
成
人
式
の
時
。
結
婚
式
の
時
等
、
一
生
に
数
回
し
か
な
い
。
普
段
の
日
常
で
は
、
ほ
と
ん

ど
着
る
機
会
は
な
い
だ
ろ
う
。
伝
統
工
芸
品
が
保
存
を
目
的
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
も
い
い
。
し
か
し
、
伝
統
工
芸

品
の
定
義
に
は
最
初
に
「
主
と
し
て
日
常
生
活
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。」
と
書
い
て
あ
る
。
こ
れ

を
素
直
に
捉
え
る
と
現
代
の
生
活
の
用
に
供
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
例
で
は
久
留

米
絣
に
は
無
地
の
久
留
米
絣
を
使
っ
た
ス
ー
ツ
が
あ
る
よ
う
だ
。
調
べ
て
み
る
と
な
か
な
か
か
っ
こ
い
い
も
の
が

出
来
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
使
え
る
し
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
使
え
る
。
こ
の
よ
う
に
産
地
で
も
色
々
努
力
が
さ

れ
て
い
る
が
、
我
々
に
は
そ
の
情
報
が
届
い
て
い
な
い
。
日
常
の
生
活
に
使
わ
れ
る
た
め
に
は
、
技
術
と
商
品
の

特
長
を
生
か
し
た
商
品
開
発
が
必
要
で
あ
る
。
保
存
も
大
事
だ
が
使
わ
れ
な
く
て
は
百
年
後
の
未
来
は
描
け
な
い

と
思
う
の
で
あ
る
。

二
、「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｃ
ｅ
」
が
適
当
か
に
疑
問
を
持
つ
人
も
い
る
。

　

伝
統
工
芸
の
場
合
の
適
正
価
格
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
主
と
し
て
手
作
業
に
よ
る
多

く
の
工
程
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
素
材
は
天
然
の
も
の
が
多
く
入
手
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
も
多
い
。
価
格

が
高
く
な
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
人
は
少
な
い
。
し
か
し
、
あ
る
工
芸
品
が
Ｔ
Ｖ

で
放
送
さ
れ
た
時
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
状
況
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
工
場
か
ら
の
出
荷
価
格
が
数

十
万
円
の
商
品
が
販
売
さ
れ
る
時
の
価
格
が
五
倍
以
上
と
な
る
よ
う
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
な
る

と
と
こ
れ
は
違
う
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
多
く
の
商
品
は
流
通
の
段
階
で
価
格
が
ア
ッ
プ
す
る
の
は
や
む
を
え

な
い
。
輸
送
費
も
か
か
る
し
Ｐ
Ｒ
に
も
お
金
が
か
か
る
。
在
庫
の
た
め
に
は
倉
庫
も
必
要
で
、
販
売
の
店
舗
や

従
業
員
の
費
用
も
発
生
す
る
。

　

し
か
し
、
販
売
先
主
導
の
価
格
設
定
で
本
当
に
い
い
商
品
が
作
り
続
け
ら
れ
る
の
か
が
心
配
に
な
る
の
で
あ

る
。
古
く
か
ら
産
地
で
行
わ
れ
て
き
た
従
来
の
販
売
形
式
は
苦
戦
を
し
て
お
り
、
売
れ
な
い
か
ら
と
値
下
げ
を
現

場
に
要
求
し
て
く
る
。
現
場
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
さ
せ
る
た
め
何
を
犠
牲
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
形
は
両
者
が
不
幸
に
な
る
。

　

作
る
側
は
コ
ス
ト
計
算
を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
損
を
し
て
作
る
こ
と
は
長
続
き
し
な
い
し
、
後
継
者

も
育
た
な
い
。

三
、「
Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
」
買
い
た
い
と
思
う
人
に
容
易
に
商
品
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
（
流
通
）

価
格
と
密
接
に
関
係
す
る
の
が
流
通
の
問
題
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
伝
統
工
芸
品
を
取
り
扱
う
と
こ
ろ
は
ネ
ッ
ト
以
外
で
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。
専
門
店
、
デ

パ
ー
ト
、
卸
業
者
等
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
業
種
も
最
近
は
売
り
上
げ
の
低
迷
に
悩
ん
で

い
る
。
モ
ノ
が
売
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
売
れ
な
い
か
ら
商
品
の
単
価
を
落
と
す
そ
の
し
わ
寄
せ
は

当
然
作
り
手
側
に
も
影
響
す
る
。
今
、
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
多
く
は
自
社
で
売
り
場
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や
売
り
方
を
展
開
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
言
葉
を
変
え
る
と
流
通
な
い
し
は
販
路
の
変
更
で
あ
る
。
新
し
い
商
品

を
開
発
す
る
と
既
存
の
販
路
で
は
難
し
い
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
自
社
で
ネ
ッ
ト
を
生
か
し
た
販
売
網
や
売
り
場

を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
し
い
流
通
に
対
応
す
る
こ
と
が
産
地
と
し
て
一
番
難
し
い
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、可
能
性
は
あ
る
。
作
る
技
術
は
そ
の
ま
ま
に
売
り
方
を
変
え
る　

単
に
製
品
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、

「
伝
統
工
芸
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の　

Ｐ
Ｒ
・
見
せ
方
」
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
従
来
の
売
り

方
」
か
ら
変
え
る
こ
と
。
そ
し
て
、
商
品
を
時
代
に
あ
っ
た
も
の
に
変
え
る
Ｐ
ｌ
ａ
ｃ
ｅ
の
リ
デ
ザ
イ
ン
が
必
要

だ
と
思
う
。

四
、「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
商
品
の
魅
力
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
Ｓ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
販
売
促
進
）
の
事
の
よ
う
に
思
う
が
、

こ
こ
で
は
Ａ
ｄ
ｖ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
（
広
告
）
や
Ｐ
ｕ
ｂ
ｌ
ｉ
ｃ 

Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
（
広
報
）
を
含
ん

だ
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伝
統
工
芸
品
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
良
い
印
象
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
何
も

始
ま
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
工
芸
品
が
生
ま
れ
た
背
景
を
知
ら
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の

工
芸
品
の
変
遷
の
こ
と
を
知
ら
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
も
知
ら
せ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
職
人
の
伝
統
の
技
の
こ
と
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
素
材
の
こ
と
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
等
、

色
々
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
。
ど
の
情
報
が
そ
の
人
の
感
性
に
ヒ
ッ
ト
す
る
か
わ
わ
か
ら
な
い
か
ら
見
や
す

く
、
理
解
し
や
す
い
多
く
の
情
報
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。
言
葉
を
変
え
る
な
ら
、「
伝
統
工

芸
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
」「
見
せ
方
の
戦
略
」
が
必
要
で
あ
る
。「
黙
っ
て
い
て
も
見
れ
ば
わ
か
る
」
と
い
う

考
え
は
も
う
通
用
し
な
い
の
で
あ
る
。

変
化
の
た
め
に
組
合
の
力
が
必
要
だ

　

組
合
に
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
新
し
い
仕
事
と
し
て
組
合
が
中
心
と
な
っ
た
産
地
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
が
必
要
で
あ

る
。

　

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
自
立
化
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
【
第
２
版
】
で
は
組
合
の
事
務
局
の
専
属
社
員
数
は

０
人
が
三
十
四
％
、
一
人
が
二
十
三
％
、
二
人
が
十
三
％
と
全
体
の
七
割
を
超
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
人
以
上

が
二
十
％
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
厳
し
い
現
状
の
中
、
組
合
は
頑
張
っ
て
い
る
。
頑
張
っ
て
い
る
が

多
様
な
組
合
員
の
要
望
に
応
え
る
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

国
も
伝
統
工
芸
品
の
支
援
を
す
る
と
い
う
な
ら
組
合
の
強
化
支
援
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
産
地
で
今
後

様
々
な
活
動
を
や
る
に
は
組
合
が
中
心
と
な
る
こ
と
も
多
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
や
海
外
の
市
場
は
伝
統
工
芸

品
に
と
っ
て
魅
力
的
な
市
場
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
伝
統
工
芸
の
産
地
で
は
零
細
企
業
が
多
く

単
独
の
事
業
所
で
対
応
で
き
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
需
要
開
拓
や
後
継
者
育
成
等
、
産
地
の
よ
っ
て
事

情
が
異
な
り
産
地
独
特
の
解
決
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。そ
の
こ
と
を
一
番
理
解
し
て
い
る
の
は
組
合
な
の
で
あ
る
。
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他
に
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
新
し
い
販
売
の
形
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
し
て
も
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
い
た
め
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
。
産
地
は
現
在
も
過
去
と
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
問
題
解
決
に
取
り
か
か
ろ
う
と
思
っ

て
い
て
も
、現
状
で
は
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
組
合
員
（
事
業
者
）
と
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
し
て
も
、
ス
ク
ラ
ム
は
一
人
で
は
組
め
な
い
。
ス
ク
ラ
ム
を
組
む
に
は
仲
間
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
産
地
内
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
魅
力
あ
る
商
品
構
成
の
た
め
に
産
地
を
ま
た
が
っ
た
ス
ク
ラ
ム
が
必
要

だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
若
手
で
あ
る
三
十
歳
、
四
十
歳
代
の
若
い
人
材
の
参
入
が
な
い
限
り
産
地
の
規
模
が
縮
小
す
る
。
若
い

力
を
流
入
さ
せ
な
い
と
産
地
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

組
合
の
職
人
の
高
齢
化
は
進
み
、
改
善
す
る
気
配
は
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
産
地
が
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
歳
を
と
る
と
新
し
い
こ
と
に
積
極
的
で
は
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
を
使
い
こ
な
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
点
、
若
い
人
は
新
し
い
こ
と
に
対
し
て
総
じ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
時
代
を
感
じ
る
感
性
も
高
い
。
一
方
で
、
女
性
の
工
芸
へ
の
参
入
数
は
少
な
い
が
年
々
増

加
し
て
い
る
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
。
産
地
が
そ
の
よ
う
な
若
い
人
の
力
を
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

刺
激
が
生
ま
れ
る
と
思
う
。
い
つ
の
時
代
も
変
え
て
い
く
の
は
若
い
力
で
あ
る
。
若
い
人
へ
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動

も
産
地
に
必
要
だ
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
組
合
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

伝
統
工
芸
の
職
人
は
財
産
で
あ
る
と
同
時
に
重
要
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

　

伝
統
工
芸
は
魅
力
的
な
要
素
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

　

伝
統
工
芸
に
従
事
し
て
い
る
年
齢
構
成
の
う
ち
三
十
歳
～
四
十
歳
代
は
十
％
だ
と
い
う
現
状
を
み
る
と
若
者
が

伝
統
工
芸
を
職
業
に
で
き
な
い
理
由
な
い
し
は
問
題
が
あ
る
こ
と
が
容
易
に
推
測
で
き
る
。
最
も
大
き
な
問
題
は

や
は
り
「
情
報
」
と
「
お
金
」
の
問
題
で
あ
る
。「
仕
事
を
し
た
い
け
ど
生
活
で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
情
報

が
少
な
く
て
ど
ん
な
会
社
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
職
人
の
仕
事
の
内
容
が
わ
か
ら
な
い
」
等
わ
か
ら
な
い

こ
と
だ
ら
け
で
躊
躇
す
る
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
収
集
す
る
能
力
に
長
け
て
い
る
今
の
若
者
を
持
っ
て
し

て
も
あ
ま
り
に
も
リ
ア
ル
な
情
報
が
少
な
い
こ
と
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
現
状
が
み
ら
れ
る
。
自
分
の
将
来
を
決

め
る
た
め
の
情
報
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
で
あ
る
。
特
に
現
場
の
職
人
か
ら
の
情
報
が
少
な
い
こ
と
に
不
安
を

感
じ
、
伝
統
工
芸
の
世
界
に
入
り
づ
ら
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、伝
統
工
芸
は
「
日
本
の
心
で
あ
る
」「
後
世
に
残
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
」
な
ど
よ
く
耳
に
す
る
。

で
も
現
実
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
こ
と
の
方
が
多
い
。多
く
の
人
は
言
葉
で
は
言
っ
て
く
れ
る
が
、実
際
は
買
っ

て
く
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
今
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
市
場
を
考
え
る
上
で
、
潜
在
市
場
と
い
う
言
葉
を
使
う
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が
、
そ
の
定
義
の
中
で
一
つ
目
は
「
そ
の
商
品
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、「
あ
な
た
は
伝
統
工
芸
の
購
入
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
た
場
合
、
多
く
の
人
が

「
は
い
」
と
答
え
る
。
し
か
し
、潜
在
市
場
の
条
件
に
は
も
う
一
つ
「
そ
の
商
品
が
購
入
で
き
る
お
金
が
あ
る
こ
と
」

と
い
う
条
件
も
あ
る
。「
そ
の
商
品
を
購
入
で
き
る
お
金
が
あ
り
ま
す
か
」、「
そ
の
商
品
を
購
入
で
き
る
余
裕
が

あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
さ
れ
る
と
果
た
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
「
は
い
」
と
答
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
、
興
味
が
あ
る
だ
け
で
は
伝
統
工
芸
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
対
象
市
場
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
で
も
、
こ

の
条
件
に
対
し
て
、
何
割
か
の
人
は
伝
統
工
芸
品
に
興
味
を
持
ち
伝
統
工
芸
品
を
購
入
で
き
る
お
金
を
持
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
年
齢
層
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
比
較
的
お
金

を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
シ
ル
バ
ー
層
と
自
由
に
使
え
る
金
額
が
少
な
い
若
い
層
と
で
は
価
格
設
定
を
変
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
予
想
で
き
る
。

　

ま
た
、
年
齢
の
高
い
人
と
若
い
人
に
と
っ
て
の
伝
統
工
芸
の
魅
力
は
自
ず
と
異
な
る
だ
ろ
う
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
魅
力
を
訴
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
魅
力
は
「
伝
統
だ
ろ
う
か
？
」、「
手
作
り
の

良
さ
だ
ろ
う
か
？
」、「
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
術
だ
ろ
う
か
？
」、「
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
だ
ろ
う
か
？
」
そ
う

考
え
て
い
く
と
異
な
る
年
齢
層
の
心
に
魅
力
を
届
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。

し
か
し
、
若
い
人
に
は
若
い
人
に
と
っ
て
の
魅
力
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
で
は
、
現

在
異
な
る
年
齢
の
方
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
さ
れ
て
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
デ
パ
ー
ト
で
の
展
示
即
売

会
、
各
県
に
あ
る
伝
統
工
芸
品
の
販
売
施
設
、
他
に
も
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
あ
り
そ
う
だ
が
そ
ん
な
に
う
ま
く
い
っ

て
い
る
企
業
が
多
い
と
は
思
え
な
い
。

職
人
の
魅
力
は
共
通
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
魅
力
的
な
人
が
多
い
の
に
な
ぜ
魅
力
が
伝
わ

ら
な
い

　

各
年
齢
層
に
共
通
す
る
も
の
を
考
え
る
と
今
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
中
に
職
人
の
魅
力
が
あ

る
。
各
産
地
で
は
伝
統
や
歴
史
の
こ
と
は
語
ら
れ
て
い
る
が
職
人
の
こ
と
は
あ
ま
り
語
ら
れ
て
い
な
い
。

　

職
人
に
は
魅
力
的
な
人
が
多
い
。
今
ま
で
の
経
験
か
ら
私
は
そ
う
思
う
。
染
め
、織
り
、陶
磁
器
、刃
物
、和
紙
、

人
形
な
ど
ど
の
人
も
あ
る
意
味
か
っ
こ
い
い
。
仕
事
を
し
て
い
る
時
は
人
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
な
「
気
」
を
発

し
て
仕
事
を
し
て
い
て
、
鈍
感
な
私
で
も
圧
倒
さ
れ
る
。
一
般
的
に
職
人
は
口
数
が
少
な
い
、
と
い
う
よ
り
も
口

下
手
な
人
が
多
い
。
な
か
に
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
情
報
発
信
し
て
い
る
よ
う
な
人
も
い
る
が
、
圧
倒
的
に
そ
う
で

は
な
い
人
の
方
が
多
い
。仕
事
を
し
て
い
る
時
の
無
駄
の
な
い
体
の
動
き
や
手
の
使
い
方
、目
の
動
き
な
ど
が
か
っ

こ
い
い
の
で
あ
る
。
伝
統
み
ら
い
研
究
セ
ン
タ
ー
の
前
身
の
柿
右
衛
門
様
式
研
究
セ
ン
タ
ー
で
、
陶
磁
器
の
製
作

工
程
を
数
台
の
ビ
デ
オ
を
使
い
同
時
に
異
な
る
方
向
か
ら
記
録
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
流
の
人
の
ロ
ク
ロ
を
使

う
動
き
や
絵
付
け
で
の
動
き
な
ど
無
駄
が
な
い
動
き
は
「
能
」
の
動
き
に
通
じ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
た
の
を
覚



197 196

え
て
い
る
。
で
も
、
そ
れ
は
な
か
な
か
現
場
で
な
い
と
他
の
人
に
伝
わ
り
に
く
い
。
見
学
に
来
た
人
た
ち
に
生
き

生
き
と
し
た
姿
と
笑
顔
を
見
せ
て
欲
し
い
と
思
う
の
だ
が
、
そ
れ
は
シ
ャ
イ
な
職
人
に
は
難
し
い
の
か
も
し
れ
な

い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
以
外
に
目
を
向
け
る
と

　

伝
統
工
芸
の
職
人
は
手
仕
事
で
技
術
も
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
。
な
ん
で
も
作
れ
る
の
は

確
か
に
魅
力
だ
が
、
売
れ
て
い
る
も
の
と
売
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
が
売
れ

る
か
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
徐
々
に
商
品
を
変
え
て
い
く
し
か
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
私
た
ち
は
、
日
本
の
大
切
に

し
た
い
伝
統
文
化
は
、
こ
の
よ
う
な
献
身
的
な
職
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
は
伝

統
工
芸
と
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
み
ん
な
の
せ
い
で
あ
る
。
食
べ
て
い
け
な
い
と
産
業
は
残
ら
な
い
の
で
あ
る
。

昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
に
は
デ
ザ
イ
ン
や
技
法
な
ど
の
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
ア
レ
ン
ジ

す
る
の
は
現
在
に
生
き
て
い
る
人
の
仕
事
で
あ
る
。
現
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
（
使
い
た
い
）
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

高
齢
化
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は

　

高
齢
化
が
進
む
原
因
の
多
く
は
経
済
的
な
理
由
で
あ
る
。
可
能
性
と
し
て
需
要
が
減
少
し
た
理
由
は
使
い
た
い

よ
う
な
モ
ノ
づ
く
り
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
本
当
に
残
す
つ
も
り
な
ら
、
伝
統

工
芸
品
を
作
る
仕
事
は
儲
か
る
仕
事
で
な
い
と
お
か
し
い
と
思
う
。
職
人
は
常
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
毎
日
制
作
し
て
い
る
。
だ
と
し
た
ら
儲
か
る
仕
事
で
あ
る

べ
き
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

若
い
人
で
も
伝
統
工
芸
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
る
。
若
い
人
は
「
自
分
を
表
現
し
た
い
」、「
自
分
の
技

術
を
高
め
、
技
術
を
活
か
し
て
モ
ノ
を
制
作
し
た
い
」「
現
代
の
生
活
に
マ
ッ
チ
し
た
商
品
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
」
な
ど
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
統
工
芸
に
入
る
決
心
を
す
る
に
は
情
報
が
少
な
い
。
給
料
も
安

い
と
聞
い
て
多
く
の
若
者
は
諦
め
る
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
現
職
の
職
人
は
仕
事
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
商
品
の
こ
と
を
も
っ
と
発
信
し
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
。
消

費
者
に
対
し
て
も
同
様
に
「
作
り
手
の
思
い
や
生
み
出
す
商
品
、
背
景
」
を
情
報
と
し
て
発
信
し
て
ほ
し
い
の
で

あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
若
者
を
使
い
手
も
共
感
を
生
み
出
せ
な
い
。
共
感
を
生
み
出
す
仕
組
み
と
し
て
情
報
を
活

用
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
作
り
手
と
使
い
手
、
若
者
の
距
離
は
縮
ま
ら
な
い
。
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伝
統
工
芸
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
相
性
が
い
い

　

伝
統
工
芸
と
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
Ｄ
Ｘ
と
い
う
）
は
全
く
異
質
だ
と
思
う
か
も
し

れ
な
い
が
、
私
は
相
性
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
だ
と
広
す
ぎ
る
の
で
ア
マ
ゾ
ン
や
楽
天
な

ど
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
「
Ｂ
t
o
Ｃ
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
っ
て
も
良
い
。
他
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
直
接
、
消
費
者
と
繋
が
る
た
め
に
大
事
な
も
の
は
「
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
信

頼
」
で
あ
る
。
今
ま
で
取
引
の
あ
る
既
存
の
「
Ｂ
t
o
Ｂ
」
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
へ
の
情
報
は
問
屋
や
販
売
店

を
通
す
た
め
長
年
築
き
上
げ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
し
か
し
、「
Ｂ
t
o
Ｃ
」
の
場
合
は
第
三
者
を
通
さ
ず

直
接
消
費
者
と
繋
が
る
た
め
企
業
の
対
す
る
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
新
た
に
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
の
構
築
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
伝
統
工
芸
の
場
合
は
す
で
に
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
た
め

一
般
的
な
生
活
用
品
が
苦
労
し
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
構
築
よ
り
圧
倒
的
に
有
利
で
あ
る
。

　

伝
統
工
芸
の
国
内
で
の
消
費
は
低
迷
し
て
い
る
が
、
海
外
へ
目
を
向
け
る
と
市
場
は
広
が
る
。
世
界
に
は
多
様

な
人
が
お
り
、
何
に
興
味
を
示
す
か
は
未
知
数
で
あ
る
。
新
商
品
開
発
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
な
く
と
も
今
あ
る
商

品
に
興
味
を
示
し
て
く
れ
る
人
は
確
実
に
い
る
。
今
あ
る
商
品
を
何
も
変
え
ず
と
も
戦
え
る
可
能
性
は
ま
だ
残
っ

て
い
る
。

　

購
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
職
人
の
作
品
に
対
す
る
思
い
や
作
品
群
の
情
報
を
知
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
だ
け
で

は
す
ぐ
に
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
な
い
。
信
頼
関
係
は
時
間
を
か
け
て
構
築
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
最

近
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
な
ど
が
流
行
り
だ
が
、
職
人
が
モ
ノ
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
る
姿
や
作

品
を
見
て
い
る
う
ち
に
応
援
す
る
よ
う
に
な
る
。
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
も
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
は
商
品
を
売
る
前
に
情
報
を
売
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
も
ら
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
デ
パ
ー
ト
や
展
示
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
も
あ
る
が
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外

等
の
展
開
を
考
え
る
と
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
方
が
可
能
性
は
拡
が
る
。

　

面
倒
だ
と
思
う
人
や
難
し
い
と
思
う
人
は
ネ
ッ
ト
を
武
器
に
は
で
き
な
い
。
自
分
で
で
き
な
い
人
は
得
意
な
人

と
仲
間
に
な
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
を
考
え
る
と

一
、
旅
行
前
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
情
報
の
量

　

日
本
を
訪
れ
る
多
く
の
人
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
旅
行
の
前
に
接
す
る
情
報
の
量
と
質
が
、
九
州
に
旅
行
に
来
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
。

 

二
、
本
物
を
見
て
も
ら
い
、
手
に
取
っ
て
も
ら
う
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伝
統
的
工
芸
品
の
魅
力
は
何
と
言
っ
て
も
品
質
の
高
さ
と
手
作
り
の
良
さ
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
で
は
良
さ
は
伝
わ

ら
な
い
。
実
際
手
に
取
り
、
感
触
を
確
か
め
、
細
部
に
目
を
凝
ら
し
て
初
め
て
わ
か
る
良
さ
も
あ
る
。
伝
統
的
な

工
芸
品
の
も
つ
伝
統
に
裏
付
け
ら
れ
た
良
さ
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
本
物
を
手
に
取
っ
て
も
ら
う
し
か
な
い
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
場
が
必
要
で
あ
る
。

三
、一
度
に
見
て
み
た
い
と
い
う
欲
求
に
応
え
る

　

日
本
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
何
か
と
い
う
質
問
に
約
六
十
七
・
八
％
の
人
は
伝
統
文
化
と
答
え
て
い
る
と
い
う
結

果
が
あ
る
（
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
調
査
二
〇
一
五
）。
例
え
ば
、
外
国
か
ら
の
旅
行
者
が
日
本
ら
し
い
お
土
産
に

伝
統
工
芸
品
を
買
お
う
と
し
た
場
合
、
福
岡
県
に
は
「
は
か
た
伝
統
工
芸
館
」、「
博
多
町
家
ふ
る
さ
と
館
」、「
八

女
伝
統
工
芸
館
」
を
は
じ
め
と
し
て
デ
パ
ー
ト
に
も
商
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
自
治
体
ご

と
の
縦
割
り
で
商
品
構
成
が
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
商
品
比
較
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
旅
行
者

は
買
い
物
が
目
的
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
目
的
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
購
入
者
の
視
点
で
見

る
と
、
短
時
間
で
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
み
て
み
た
い
と
い
う
欲
求
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
。

 

四
、
価
格
満
足
へ
の
対
応
を
図
る

　

免
税
で
の
買
い
物
は
旅
行
の
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
工
芸
品
は
決
し
て
安
い
買
い
物
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

面
倒
な
免
税
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
電
子
マ
ネ
ー
の
対
応
は
国
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
る

も
の
が
若
干
異
な
っ
て
お
り
、
中
華
人
民
共
和
国
は
Ｗ
ｅ
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｐ
ａ
ｙ
や
Ａ
ｌ
ｉ
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
、
台
湾
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
や
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
購
入
者
の
満
足
度
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
面
倒
が
ら
ず
に
そ
れ
ら
に
も
き
め
細
か
く
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
。

五
、
帰
国
後
に
周
り
に
自
慢
で
き
る
（
発
信
し
た
い
と
思
わ
せ
る
）
情
報
を
つ
け
る

　

購
入
す
る
に
は
、
き
っ
か
け
が
必
要
で
あ
る
。
伝
統
工
芸
を
購
入
す
る
旅
行
者
は
ど
の
よ
う
な
価
値
を
伝
統
工

芸
に
見
出
し
て
購
入
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
稿
で
も
述
べ
た
通
り
「
日
本
ら
し
さ
」
が
最
も
多
い
理
由
で
あ
る
。

他
に
も
「
昔
な
が
ら
の
手
法
」「
手
作
り
」「
品
質
の
高
さ
」
な
ど
理
由
は
色
々
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ

重
要
な
こ
と
は
、
購
入
し
た
人
が
帰
国
後
に
自
慢
で
き
る
よ
う
な
情
報
を
付
与
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
慢

す
る
た
め
の
情
報
は
時
代
背
景
、
ど
の
よ
う
に
誕
生
し
、
ど
の
よ
う
に
生
活
で
使
わ
れ
る
の
か
、
そ
こ
で
生
ま
れ
、

そ
こ
で
し
か
な
い
と
い
う
希
少
性
な
ど
生
ま
れ
た
時
代
背
景
や
歴
史
が
感
じ
ら
れ
納
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
情
報

で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
他
に
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
材
料
に
関
す
る
情
報
な
ど
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

他
人
に
誇
り
た
く
な
る（
話
を
し
て
み
た
く
な
る
）魅
力
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
、伝
え
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

六
、
海
外
か
ら
購
入
で
き
る
仕
組
み
を
作
る

　

日
本
に
滞
在
中
や
帰
国
し
た
旅
行
者
は
頻
繁
に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
す
る
。
そ
れ
が
他
の
訪

問
客
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
者
に
九
州
の
工
芸
品
の
情
報
を
イ
ン
プ
ッ

ト
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
既
に
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
未
訪
日
の
人
に
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も
工
芸
品
を
購
入
で
き
る
仕
組
み
が
あ
る
と
便
利
で
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
て
の
商
品
構
成
と
は

　

伝
統
的
な
工
芸
品
を
購
入
し
て
も
ら
う
に
は
、
ネ
ッ
ト
販
売
、
実
店
舗
販
売
な
ど
の
チ
ャ
ネ
ル
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
前
述
の
通
り
伝
統
工
芸
は
手
に
取
っ
て
も
ら
え
な
い
と
本
当
の
良
さ
は
わ
か
ら
な
い
。
最
初
の
タ
ッ
チ

ポ
イ
ン
ト
は
バ
ー
チ
ャ
ル
な
ネ
ッ
ト
で
は
な
く
、
リ
ア
ル
な
実
店
舗
の
方
が
適
し
て
い
る
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
設
定
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
購
入
行
動
を
考
え
る
場
合
、
以
下
の
三
点
ほ
ど
の
条
件
が

必
要
だ
と
思
う
。

 

・
商
品
は
多
く
の
中
か
ら
一
度
に
選
べ
る
よ
う
に
配
慮
す
る

　

一
般
的
に
商
品
を
購
入
す
る
場
合
、
価
格
が
安
価
な
場
合
は
購
入
の
行
動
を
起
こ
す
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
の

に
比
べ
、
商
品
が
高
額
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
購
入
に
は
慎
重
に
な
る
。
購
入
に
は
他
の
商
品
と
比
較
し
て
自
分
を

納
得
さ
せ
る
理
由
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
一
つ
が
品
揃
え
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
多
く
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
か
ら

自
分
に
あ
っ
た
も
の
を
選
ぶ
と
い
う
第
一
段
階
。
選
ん
だ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
の
複
数
の
候
補
の
中
か
ら
一
つ
を
選

ぶ
と
い
う
第
二
段
階
。
選
ん
だ
商
品
が
間
違
っ
た
選
択
で
は
な
い
と
い
う
情
報
を
得
て
安
心
す
る
第
三
段
階
。
こ

れ
ら
の
点
か
ら
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
産
地
商
品
の
品
揃
え
が
必
要
と
な
る
。

 

・
商
品
は
本
物
を
提
供
す
る

　

日
本
の
土
産
を
販
売
し
て
い
る
店
は
多
い
、
電
気
量
販
店
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
、
空
港
や
港
の
免
税
店
、
観

光
地
の
お
土
産
専
門
店
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
は
土
産
品
と
し
て
製
造
さ
れ
た
安
価
な
も
の
が
多
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
例
え
ば
、
安
価
で
売
ら
れ
て
い
た
和
傘
の
中
に
は
他
の
国
で
作
ら
れ
た
も
の
も
存
在
し
て
い
る
。

食
器
も
ど
こ
で
作
ら
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
も
の
が
置
い
て
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
誰
も
伝
統
的
な
も
の
に
価
値
を
見

出
せ
な
く
な
っ
て
く
る
。
本
物
に
は
ス
ト
ー
リ
と
品
質
が
存
在
す
る
。
そ
れ
の
な
い
も
の
は
、
客
に
間
違
っ
た
情

報
を
与
え
て
し
ま
う
。

 

・
価
格
は
比
較
的
手
の
届
き
や
す
い
モ
ノ
を
展
開
す
る

　

最
初
の
商
品
を
購
入
し
て
も
ら
う
に
は
価
格
は
比
較
的
抑
え
た
も
の
が
買
い
や
す
い
。
海
外
旅
行
で
の
購
入
で

は
旅
行
の
前
に
購
入
し
よ
う
と
決
め
て
い
る
も
の
以
外
の
高
額
な
買
い
物
を
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
最
初

は
伝
統
工
芸
の
本
物
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
増

や
す
こ
と
が
主
要
な
目
的
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ
と
し
て
本
物
で
且
つ
手
の
届
き
や
す

い
も
の
が
良
い
。

・
帰
国
し
て
も
日
常
生
活
で
使
え
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
す
る

　

例
え
ば
、
帰
国
後
に
使
わ
れ
な
い
も
の
は
商
品
構
成
か
ら
外
す
べ
き
で
あ
る
。
極
端
な
例
を
挙
げ
る
と
、
和
弓

や
仏
壇
な
ど
は
購
入
し
た
と
し
て
も
日
本
以
外
で
は
使
わ
れ
る
可
能
性
は
ま
ず
な
い
。
つ
ま
り
、
い
く
ら
い
い
も
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の
で
も
潜
在
的
な
市
場
と
し
て
の
規
模
は
小
さ
い
の
で
あ
る
。
仏
壇
を
買
っ
て
も
ら
う
に
は
仏
壇
を
作
る
技
術
を

使
っ
て
新
た
な
商
品
開
発
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
に
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
当
面
は
今
ま
で
の
技
術
を
使
っ
て
今
製

造
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、販
売
す
る
市
場
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
市
場
を
開
拓
す
る
方
が
リ
ス
ク
は
少
な
い
。

「
長
期
的
な
戦
略
の
立
案
と
実
行
」
と
言
わ
れ
る
が

　

長
期
的
な
戦
略
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、「
言
わ
れ
な
く
て
も
わ
か
っ
て
い
る
」
と
叱
ら
れ
そ
う
だ
が
、
限

ら
れ
た
ヒ
ト
と
カ
ネ
で
は
時
間
を
か
け
て
長
期
的
に
実
施
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
で
も

作
る
こ
と
に
は
情
熱
を
注
ぐ
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
興
味
が
な
い
人
が
多
い
。
黙
っ
て
い
て
も
見
れ
ば
わ
か
っ

て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
も
人
は
そ
ん
な
に
好
奇
心
が
旺
盛
で
も
な
い
。
周
り
に
は
情
報
が
溢

れ
す
ぎ
て
い
て
、
よ
ほ
ど
興
味
を
引
く
情
報
で
な
い
と
簡
単
に
反
応
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
一
人

で
や
る
に
は
荷
が
重
す
ぎ
る
。
産
地
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
な
い
し
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
よ
う
な
人
が
や
は
り

必
要
だ
と
思
う
。

獲
得
し
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
能
力

　

企
業
が
必
要
と
す
る
能
力
に
つ
い
て
視
点
を
変
え
て
、「
考
え
る
能
力
」「
作
る
能
力
」「
売
る
能
力
」
を
分
け

て
み
る
と
、「
作
る
能
力
」
は
十
分
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
高
度
で
熟
練
の
技
術
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
足

り
な
い
も
の
は
「
考
え
る
能
力
」「
売
る
能
力
」
で
あ
る
。「
売
る
能
力
」
と
は
文
字
の
通
り
販
売
方
法
や
販
路
を

開
拓
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
は
問
屋
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
従
来
の
販
路
の
力
が
減
少
し
て
い
る
と
言

わ
れ
る
。
か
つ
て
、
作
り
手
で
あ
る
職
人
は
売
る
側
で
あ
る
デ
パ
ー
ト
や
問
屋
を
通
じ
て
生
活
者
や
購
入
者
の
情

報
を
得
流
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
商
品
を
在
庫
と
し
て
保
管
し
ス
ト
ッ
ク
し
て
く
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
次
第
に
売
上
が
減
少
し
て
く
る
と
、
ス
ト
ッ
ク
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
そ
の
機
能
も
衰
え
て
き

た
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
に
は
総
じ
て
問
屋
や
デ
パ
ー
ト
等
の
従
来
の
流
通
は
弱
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
ネ
ッ
ト
な
ど
の
流
通
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
企
業
の
中
に
は
自
社
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も

多
い
。
そ
れ
が
企
業
に
と
っ
て
負
担
に
な
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
二
の
足
を
踏
ん
で
い
る
。

　
「
考
え
る
能
力
」
も
中
小
企
業
に
と
っ
て
弱
い
分
野
で
あ
る
。
新
し
い
商
品
を
考
え
る
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を
考

え
る
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
考
え
る
、
ど
れ
も
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
企
業
に
と
っ
て
こ
れ
も
負
担
が
大
き
い
の
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で
あ
る
。

技
術
を
残
す
た
め
に
は
革
新
し
か
な
い

　

伝
統
工
芸
を
残
し
た
い
け
ど
全
て
を
残
せ
そ
う
も
な
い
と
い
う
の
は
今
ま
で
の
デ
ー
タ
が
教
え
て
く
れ
て
い

る
。
企
業
数
も
出
荷
額
も
従
業
員
数
も
減
少
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
個
別
の
企
業
を
見
る
と
善
戦
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
イ
タ
リ
ア
の
伝
統
工
芸
の
例
を
紹
介
し
た
が
、
や
は
り
残
す
た

め
に
は
時
代
に
合
わ
せ
て
変
化
す
る
他
は
な
い
と
思
う
。
伝
統
工
芸
の
全
て
を
変
化
さ
せ
ろ
と
い
う
つ
も
り
は
な

い
。
そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
す
べ
き
も
の
は
国
や
市
町
村
が
支
援
を
し
「
保
存
」
を
考
え
る
と
い
い
。
一
度
な
く
な

る
と
復
元
で
き
な
い
物
も
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
伝
統
工
芸
産
業
の
中
に
は
工
程
の
一
部
を
機
械
化
し
製

品
を
作
っ
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
手
作
り
の
味
を
出
す
と
こ
ろ
は
職
人
に
よ
る
手
作
業
を
頑
な
に
残
し
、
手
作
り

で
あ
る
必
要
が
な
い
と
こ
ろ
は
現
在
の
技
術
を
利
用
す
る
。
そ
し
て
、
古
い
も
の
を
何
が
な
ん
で
も
そ
の
ま
ま
残

す
の
で
は
な
く
、
現
代
の
生
活
に
合
わ
せ
日
常
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
す
る
と
い
う

こ
と
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
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お
わ
り
に

　

日
本
に
は
二
〇
二
二
年
三
月
の
時
点
で
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
「
伝
統
的
工
芸
品
」
が
全
国
に
二
三
七

品
目
あ
る
。
こ
の
他
に
全
国
の
都
道
府
県
が
指
定
す
る
工
芸
品
が
約
千
二
百
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

世
界
の
中
で
も
間
違
い
な
く
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
二
十
年
後
、
五
十
年
後

に
ど
れ
く
ら
い
残
っ
て
い
る
か
と
い
う
の
は
甚
だ
心
許
な
い
。
日
本
で
は
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。
同
時
に

そ
れ
以
上
の
速
さ
で
伝
統
工
芸
に
従
事
す
る
人
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
は
、
生
活
の
多
様
化
、
雇
用
の

多
様
化
、
消
費
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
産
業
に
つ
い
て
も
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。
同

時
に
、
働
く
こ
と
の
多
様
性
も
進
ん
で
い
る
。
マ
ズ
ロ
ー
の
要
求
か
ら
い
う
と
「
自
分
で
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
し
た
い
」、「
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
き
た
い
」
と
い
う
「
自
己
実
現
欲
求
」
を
ど
の
よ
う
に
体
現
で
き
る
の
か
、

働
く
意
味
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
、
お
金
の
た
め
だ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
人
た
ち
も
い
る
。

　

特
に
工
芸
で
は
「
働
く
」
こ
と
の
多
様
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
企
業
が
出
て
き
て

い
ろ
い
ろ
な
方
向
を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し
い
。
そ
う
し
な
い
と
産
地
全
体
が
活
力
を
失
う
。
伝
統

工
芸
の
世
界
は
伝
統
を
持
つ
が
故
に
保
守
的
な
面
が
見
ら
れ
る
と
い
う
話
を
聞
く
。
若
い
人
も
そ
れ
で
は
思
い

切
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
産
地
の
中
で
も
色
々
な
企
業
が
存
在
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
動
き
（
多
様
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な
活
動
）
が
あ
る
産
地
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

伝
統
工
芸
に
は
多
く
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
九
州
の
伝
統
工
芸
の
中
に
も

焼
き
物
や
織
物
な
ど
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
な
っ
て
い
る
産
地
も
出
て
来
て
い
る
。

　

多
く
の
地
方
の
零
細
企
業
の
抱
え
る
問
題
の
構
造
は
関
係
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た

め
、
ど
れ
か
一
つ
を
解
決
す
れ
ば
良
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
結
び
つ
い
た
要
因
へ
の
解
決
も
同
時
に
図

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
伝
統
工
芸
品
産
業
の
場
合
は
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
同
時
に
実
施
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
そ
の
状
況
で
、
伝
統
工
芸
の
活
性
化
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
難
し
い

か
ら
伝
統
工
芸
は
苦
戦
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
特
に
、
七
十
歳
以
上
が
従
事
者
の
七
割
を
超
え
て
い
る
と
い
う

こ
と
と
職
人
の
収
入
の
少
な
さ
は
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
収
入
の
低
さ
は
若
者
の
参
入
の
壁
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
高
齢
化
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
伝
統
的
な
工
芸
品
産
業
に
は
安
定
的
な
経
営
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
が
残
念
な
が
ら
そ
の
情
報
は
な
か
な
か

入
っ
て
こ
な
い
。
情
報
の
点
で
い
え
ば
、
伝
統
工
芸
の
新
し
い
武
器
と
し
て
Ｉ
Ｔ
技
術
は
有
効
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
商
品
の
魅
力
や
作
り
手
の
技
術
や
思
い
を
発
信
で
き
る
。
し
か
し
、知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
時
間
も
か
か
る
。

ま
た
、
高
齢
化
の
進
ん
だ
業
界
で
は
そ
の
よ
う
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
が
多
い
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ｉ

Ｔ
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
の
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
と
連
携
す
る
し
か
な
い
。
つ
ま

り
、
一
般
的
な
企
業
で
は
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
若
い
人
の
力
を
借
り
て
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

職
人
に
は
定
年
は
な
い
と
い
う
も
の
の
あ
ま
り
時
間
は
な
い
。
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